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    ［プロローグ］


    



    　どうしても勝てない子がいた。


    　彼の傍そばにいるのは、いつもあの子で。


    　私はいつも後から傍に寄る。


    　きっと彼は私なんてまったく意識していない。


    　──こっちを見て。


    　私もあなたを見てるから。


    　彼は時折、こっちに顔を向けて笑ってくれる。


    　だけど、すぐにあの子の方を向いてしまうのだ。


    　名前通り、太陽のようなあの子に惹ひきつけられたように。


    　──意識したのはいつだっただろう。


    　負けていた。


    　色々なもので負けていた。


    　可愛さで、素直さで、明るさで……挙げていけばきりがない。


    　負けたくなかった。


    　少しでも何かで勝つために。


    　小さなことでもよかった。


    　負ける自分を認めたくなくて。


    　だから祈った。


    　彼が褒ほめてくれるような何かがほしいと。


    　私は願った。


    　彼の心を動かす力を得たいと。


    　私はそれを強く望み──そして、叶った。


    



    　叶ってしまった。


    



    　だけど、得たものは私を幸せにするものではなく。


    　力と引き替えに手に入れたものは、心の奥底に眠っていた醜みにくい本性──。


    　冷たく何も見えない霧のように、自分の本心を隠し続けなければならなかった。


    



    　そして、その醜い本性は──あの子を助けることを躊躇ためらわせたのかもしれない。

  


  
    ［第一章　狼煙］


    



    「これが、あたしの六年間なのかもしれない──」


    　空く閑が旭姫あさひは蚊が鳴くように呟つぶやいて、天羽あもう陽はる翔との袖そでを強く握り締めている。


    　西からの強烈な夕陽に照らされた顔は、不安をより浮き彫ぼりにしていた。


    　原因は手元にあった赤い石を覗のぞき込んで突如流れた映像だろう。


    　それは、すぐ傍そばにいた陽翔と碓氷うすい咲さ月つきにも共有されている。


    　不思議で、不気味で、想像すらしていなかった内容に、三人は声を失っていた。


    　見たこともない石造りの部屋の中で、プレイヤーかどうかすら定かではない怪しげな者たちに襲われていた旭姫。


    　その状況を謎なぞの少女が助けて、それからぼんやりと浮かんできた──水槽に閉じ込められているような、歪ゆがんだ光景。


    　水の中から窺えたのは、ゲームの世界とはかけ離れた近代設備だった。


    「どういうことだよ。これが……お前の六年間？」


    　理解を超えてしまい、陽翔は思考を放ほう棄きして尋ねてしまう。


    　考えられることはいくらでもある。ただ、いくら仮説を組み立てようと正答に結びつくことはない。


    「わからないよ……」


    　旭姫は自信なさげにゆっくりと首を振る。


    　声だけではない。身体からだも小刻みに震えていた。寒さに凍こごえる小動物のように。


    「わからないって、旭姫。あなたがわからないんじゃ、私たちにわかりようもないじゃない……」


    　咲月が留められない憂いを口から零こぼすと、旭姫の表情にさらなる影が落ちた。


    　西日の眩まぶしさによってコントラストを一層強めていく。


    「本当に、何もわからないか？」


    　確認するような陽翔の質問に、こくんと申し訳なさそうに頷うなずく旭姫。


    　どうにかして先程の映像について説明したい。少しでも陽翔や咲月に知ってもらいたい。そう考えていることが透けて見える、焦った表情だ。


    　陽翔は気持ちを落ち着けるように深呼吸をする。肺に空気を送り込む動作は、ゲーム内で効果があるわけではない。だが現実と同じように、少しずつ身体に入った余計な力が抜けていく感覚があった。思考も一瞬止まり、瞑めい想そうするように心を無にする。


    　そして、真正面から旭姫の目を見据えた。


    「なら、今は深く考えなくていい。何か思い出した時に教えてくれ。答えの出ない問題で考え込むことほど無駄なものはないさ。テストだってわからない設問は飛ばすんだからさ」


    　旭姫あさひの肩に手を置いて、安心させるように笑う。自然と出た笑顔だった。


    　旭姫には子供の頃と同じものに映ったのだろうか。釣られたように、顔に喜びが溢あふれてくる。


    「うん。ありがと、陽はる翔とっ」


    　旭姫も心が軽くなったのか、いつもの天真爛らん漫まんな声が戻った。


    「ふーん。旭姫には優しいわね」


    　咲さ月つきがふたりを茶化すように言う。


    　冷ややかな目で口を尖とがらせていた。


    「べ、別に。普通だろ」


    「ふ────────ん……」


    　不機嫌な咲月に、陽翔は溜息を吐つくしかない。


    「私たち高校生なんだし、昔みたいにべたべた触ったりするとセクハラで訴えられるわよ」


    「か、肩に触っただけだろ」


    　苦し紛まぎれに反論しつつ、旭姫から離れる陽翔。


    　肩に触れてセクハラで訴えられたという事例がないわけではないのだ。


    「それにテストでわからない問題は飛ばせって教えたの、私じゃなかった？」


    「そ、そうだったな。うん。確かに咲月から教わった」


    「で、飛ばした問題を見直しもせずに寝てテストを終える、と」


    「わからないもんはわからないんだから、考えても脳みその無駄遣いだろ！」


    「少しは使いなさいよね……。脳のシナプス減っちゃうわよ」


    　ふたりの会話はまるで子供の時のようで。


    　旭姫も嬉しくなったのか、おかしそうに肩を揺らす。


    「あははっ、身体からだに触るなんて別にいいのに。ほら。陽翔も咲月も！」


    　背中を向けて距離を置くふたりを繋つなげるように、旭姫が陽翔と咲月を抱え込むようにして飛びついた。


    「うわっ」


    「きゃっ」


    　驚く声に構わず、旭姫はふたりの肩にしっかりと掴つかまる。


    　温ぬくもりに身を委ゆだねて安あん堵どした表情となる旭姫に、陽翔も咲月も毒気を抜かれたように強こわ張ばっていた頬ほおを緩ゆるめた。


    「ったく。そうホイホイ、女の子が男に抱き付いたら誤解されるからやめろよ」


    「男が真正面から女の肩に手をのせるのも、相当誤解されると思うけど？」


    「……指摘がキツいな、お前」


    　調子が戻ってきたとも言えるが。


    「何にせよ、こんな場所でうだうだやってるのも時間がもったいないし、一旦街に戻ろうぜ。そこで一休みしてから今後のことを相談しよう」


    「そうね。賛成だわ。少し整理もしたいし」


    「はーい。ねー咲さ月つき、宿に戻ってさ、一緒にお風呂入ろうよ。たまには陽はる翔とも！」


    「だから、昔からもう一緒に入る年じゃないって言ってるだろ！　ってか、咲月も一緒に入るの？　みたいな目で俺を見るな！」


    「……別にそんな目、してないわよ。被害妄想なんじゃないの？」


    　氷のように冷たい視線は、結局街に戻るまで改善されることはなかった。


    



    　ダンジョンから一番近かった寒々しい村まで一旦戻り、そこの転送屋の魔法陣からアルトガーデンへと転送される。


    　風景が変わり、肌を纏まとう温度も変化した。肌寒さを感じる気温から、過ごしやすい春のような気候へと。


    　魔法陣の設置された暗い部屋から、カウンターのあるロビーに出ると──そこにいた冒険者たちがざわついた。空気が一瞬で切り替わったと言ってもいい。


    「おい、戻ってきたぜ……」「本当に倒したのでしょうか？」「そもそも、あれがまだいたなんて話聞いておりませんし」「だよな……」「だったら、嘘うそってことじゃん？」「だけど、条件が合ったのかもしれないじゃない」「昔のあいつらなら倒してもおかしくはないし？」


    　周囲のプレイヤーたちがグループごとにテーブルを囲み、顔を寄せて雑談に興じていた。内緒話をしているつもりなのかもしれないが、微かすかに内容が耳に入ってくる。


    　ここまで視線を向けられていれば、自分たちのことを言っていることはわかった。


    「感じ悪いわね」


    　咲月は不快感を隠すことなく眉を顰ひそめる。


    　首を傾かしげる旭姫あさひを連れて、トラブルの種が発生する前に店から出た。


    　石造りの家が整然と立ち並んだ中世欧州のような街並みが視界に広がる。日の落ちかけた街は、橙だいだい色に染まり、あと一時間もすれば闇やみ色に染まり篝かがり火びなどが焚たかれるだろう。


    　街の外には広大な連峰、空には飛行船や鳥が連つらなり、斜陽に重なって飛んでいた。


    　西を見れば相変わらず巨大な大陸が浮かんでおり、東にはひとつ目の月が昇り始めている。


    　そして、様々な格好をした冒険者たちが街中を行き交っていた。


    　歩く者、空を飛んでいる者、アイテムでホバーをしている者、モンスターに乗っている者。移動手段もまた人それぞれだ。露天商が敷物の上に商品を置いて商売をしているのも普段と同じで、この日も売上を出すために調子よく舌を回している。


    　現実からこの世界にやってきたプレイヤーたちは、今日も冒険や商売のために精を出していた。


    　いつもなら噂うわさしているのはモンスターの情報や、クエストについての噂、センスの磨き方、武具の自慢、あるいは現実での話となる。


    　だが、街の外でも陽はる翔とたちの噂が飛び交っていた。


    　店内のように閉鎖された空間でない分、内容はなかなか耳に届かないが、陽翔たちを見る目と、チラチラと覗のぞくようにして囁ささやきあっているのは変わらない。


    「みんな、なんでこっち見てるんだろーねー」


    「いや、見られてるのは前と同じだ。旭姫あさひの存在はいろんな意味で、周囲の意識を引きつけてたからな。問題は会話の内容だよ」


    　咲さ月つきが首しゆ肯こうし、陽翔から言葉を引き継ぐ。


    「何かを倒した……って言ってたわよね。状況からして〈無垢なる闇プルガトリオ〉以外ありえないけど」


    「半信半疑って感じだったな」


    「今まで倒せた冒険者はいないからね。それを三人で倒しちゃうなんて私だってビックリしてるわ」


    「……もっとも昔と同じ〈無垢なる闇〉かどうかは怪しいところだけどな。攻撃の苛か烈れつさは変わらなかったけど、あの目は明らかに前とは違ってた」


    〈無垢なる闇〉の怒りを表したかのような、血のように赤い瞳ひとみ。


    　あまりにも印象的で、今でも記憶の隅に焼き付いている。昔は黒曜石のような輝きだったはずなのだ。


    「にしても妙だな。〈無垢なる闇〉の存在そのものも怪しんでる様子だったぞ」


    「そう、ね。どういうことかしら……？」


    　咲月は納得がいかないように口を尖とがらせる。


    「あの遺跡、今はほとんど冒険者が入ってなかったみたいだが……。ただ、〈無垢なる闇〉が勝てないほど強いとはいえ、挑戦者が何か月もいなかったってのは考えにくくないか？」


    「それはそうだけど……。私自身、そこまで〈無垢なる闇〉については調べてなかった……というか、嫌なことを思い出すから意識的に避けてたからね」


    　気まずい表情を見せる咲月。


    　咲月の気持ちがよくわかるだけに、陽翔もそれ以上は触れなかった。


    「俺たちは昔の記憶を求めて行ったけど、《リユニオン》で〈無垢なる闇〉がいるかどうかなんて聞いてもいなかったしな」


    　だが、やつは実際にいた。すでにいないはずの、それも因縁あるボスモンスターが、自分たちの来訪に合わせて現れた。


    　あくまで仮定ではあるが、偶然とも思えない不気味な話ではある。


    「気になることはもうひとつある。むしろ、俺からしたらこっちの方が怪しい」


    「え？　何が？」


    　旭姫あさひがさっぱりわからないという顔で首を傾かしげながら、陽はる翔との言葉を待つ。


    「俺たちが〈無垢なる闇プルガトリオ〉を倒してから、まだ二時間も経ってない。なのに、噂うわさになるのが早すぎだ」


    　そもそも旧世界の化け物が存在していなかったのであれば、話が流れること自体おかしい。ボスがいないと言われているダンジョンから戻ってきたのを誰かが見たところで、誰も注目などすることはないだろう。ダンジョンを徘はい徊かいするモンスターは強い部類に入るが、特筆すべきものではない。


    　広まり方がいかにも不自然──要するに、いるのだ。今回の陽翔たちの冒険を故意に流出させた存在が。


    「何の得があるの？」


    「狙いはわからないが……」


    　陽翔にもわからない。この情報が流る布ふされることの利点にまったく見当が付かなかった。


    　例えば〝スバル〟復活……という話を流すにしても、明らかに無理がある。


    「情報が少なすぎるわ。今、熟考しても無駄よ。考えても意味のないことは飛ばす、でしょ？　一旦、どこかで腰を落ち着けましょう」


    「そうだな。さすがに休みたい」


    「あたしもあの戦いで疲れちゃった」


    　ひとまず旭姫の泊まっている宿屋に向かった。宿泊用の部屋ならば、プライベートも確保できる。話をするにはうってつけだ。


    　そして、視線を受けながら街中を歩き、目的の建物のロビーに入るとやはり復活した〝スバル〟が〈無垢なる闇〉を倒したことについて、プレイヤーたちが食堂と酒場兼用の広間で議論をしていた。


    　陽翔たちに気付くと途端に声量を落としたが、意図せず内容が自然と聞き取れてしまう。


    「やれやれ。噂好きが多いのは旧世界と変わらないな」


    　旭姫の部屋に入って、プライベート空間に落ち着くと、真っ先に出た陽翔の言葉はそれだった。陽翔は備え付けの椅い子すに座り、旭姫と咲さ月つきはベッドの縁ふちに座る。


    「今、花の精霊に噂の収集を命じてみたけど……あっ、戻ってきた」


    　咲月の肩に小さな精霊が現れ、すぐに花弁で象かたどられたメッセージが空中に花開いた。


    『〈無垢なる闇〉、倒したって本当なのかしら？』『〈無垢なる闇〉なんて今いたら倒せるだろ』『過大評価されすぎなのよ』『今だと遥はるかに強いモンスターがいるし？』『〈無垢なる闇〉ってそんなに強かったんすか？』『昔は倒した奴いなかったからな、でも今は』


    　やっかみのような、負け惜しみのような文字が躍っている。


    『当時は〈無垢なる闇〉を倒せるプレイヤーがいなかったんだぞ』『確かに強いのがいるけど、決して〈無垢なる闇〉は弱くなかったわ』『当時は最悪だった。倒せる気がしなかったし』


    　決して彼らの大言壮語というわけでもないらしい。


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉の強さがしっかりと語り継がれている傍かたわらで、かつての最強を越えるモンスターがいるという話も行き交っている。


    　陽はる翔とがうんざりしたような顔になった。


    「あれを超えるモンスターとか、想像したくもないな」


    「えーっ。〈無垢なる闇〉よりももっと強いなんて、すっごく楽しそうじゃない!?　倒しに行ってみようよ！」


    「冗談じゃねぇ。そもそもお前、あの〈未来視プロフエアータ〉また使えるのかよ」


    「うーん。どうなんだろ？　〈未来視〉自体、今は自由に使えないっていうか……。すっごく不便だよね。他の心奏センスは使えるんだけど」


    　旭姫あさひの力は不安定。陽翔とて力を完全に取り戻したと言えるかどうか……。


    〈無垢なる闇〉との戦い以後、闘気は少しずつ回復しつつあるが、かつての力まで戻っている気がしない。それは何となく……という曖あい昧まいとしたものだが、昔に比べると違和感があるのだ。先の戦闘では仲間の危機によって闘気が爆発したが、平常時における強さはやはり落ちている。


    「実際のところ、どうなんだ、咲さ月つき。《ユニオン》と《リユニオン》で敵の強さはそこまで変わったのか？」


    「上限が上がったのは確かみたいね。新種のモンスターもそうだけど、攻撃方法や特性が増えたというか……。プレイヤーの弱点を衝ついた攻撃や、防御方法や耐性の作り方が増えたと言えばいいのかしら。そのおかげか、プレイヤーのセンスでもやれることが増えてるし」


    「センスも？」


    「ええ。だから、あなたが昔やろうとしてできなかったことも、《リユニオン》ならできるかもね」


    　そう言われて、陽翔は眉を寄せながら旭姫を一いち瞥べつする。


    「じゃあ、旭姫のあの、共有された〈未来視〉も？」


    「あれは……どうなんでしょうね。そうかもしれないし……」


    「確証はないのか」


    「〈未来視〉は理解不能すぎて検証そのものができないもの。私が言ってるセンスでやれることが増えたって言うのは、センスシステムで解明が進んだってことよ。昔はあまりにも、ブラックボックスだったしね」


    「ってことは……誰でも手順を踏めば発現できるセンスが増えたってことか」


    「一部の固有センスは無理よ？　〈未来視〉はもちろん情報には載ってないし。私の魔導や陽翔の闘気についてもね」


    「以前よりも強力なセンスを、皆が使えるようになっただけか」


    「ええ。《ユニオン》の頃よりもスタンダードセンスが変遷するスピードも速いわ」


    　スタンダードセンスとは、ゲーム内における基本的な技のことだ。


    　発動のしやすさ、ダメージ効率等々、様々なものが鑑かんがみられ、広く流る布ふされる。


    　センスシステムは謎なぞも多く、人によってできることも限られている。しかし、系統さえ合っていれば、『誰にでも使える技』というのはあるのだ。


    　そして、誰でも使える技の進化が早いということは、初心者ルーキーや中級者インコンプリートに属するプレイヤーたちも挙こぞって効率的なセンスを使うようになり、彼らが叩き出すダメージＤＰＳも馬鹿にならなくなる。


    　個性の溢あふれる連中からすれば有用性は薄いが、次に至るために重要なステップアップとなることもある。決して軽んじることのできない情報だ。


    「しっかし……センスにスタンダードってのも妙な話だな」


    「そうね。ま、私なら一いつ掃そうできるけど」


    　咲さ月つきが自信ありげに口端を吊つり上げ、ニヤリと笑みを浮かべた。


    　事実、彼女にはそれだけの実力がある。初心者や中級者が効率的な技を覚えたところで、圧倒的なセンスの前には無力だった。


    　付け加えると誰にでも使える技というのは目にする機会も多いわけで、対処法もまた自おのずと暴かれている。だから、あくまでモンスターと渡り合うためのものでしかない。


    　あるいは大人数での戦争──ギルド間抗争などで、手数と威力が求められる時に必要となることもある。だが、その程度だ。


    「でも、『誰にでも使える技』しか使えないプレイヤーは、最終的にはセンスオーバーに引っかかって、人知れず消えていくことになるけどね」


    「センスオーバー、ね。新しく作られたとかいう」


    「ええ。定義が曖あい昧まいで、謎も多いわ。確かにあまりログインしてないプレイヤーや、初心者から中級者になれないプレイヤーがアカウントを消されてるみたいだけど」


    「だとすると、もしかしてログインプレイヤーの入れ替えが激しいんじゃ」


    「でしょうね。とは言っても私も事情は詳しく知らないわよ。そこまで周囲に気を配ってるわけじゃないし」


    「じゃあ、お前は入ってから何をしてたんだよ」


    「精霊収集、ぐらい……」


    　少し気まずそうに、目を逸らして答える咲月。


    「十二体集まってるなら、いい方じゃないか？」


    「昔には及ばないけどね。今の精霊たちをあの頃の強さまで育てるのも時間がかかるし。王クラスはまだ見つかってないし……」


    　魔導における精霊は、契約した主人と共に成長する。


    　旧世界で契約していた咲月の精霊は、もっと凄まじい威力のエネルギーを放出していた。


    　咲月自身による精霊の扱いや操作に陰りはないが、精霊が彼女についていけていない。


    「それで……これからどうするの？」


    　咲さ月つきは会話を句切り、改めて切り出した。


    「どうするって……旭姫あさひが生きてるなら、何よりもまずログアウトさせる方法を模索するべきだろう」


    「どうやって？」


    「どうやってって言われてもな……」


    　前回、〈無垢なる闇プルガトリオ〉と戦うことになり、結果的に旭姫の〈未来視プロフエアータ〉が発動して、彼女の生存を確信できた。よくわからない映像も見ることができた。


    　方向が合っているかどうかはともかく、前に進んだのは間違いない。


    　エリシアと名乗る少女の言葉がきっかけとなって。


    『彼女は思い出さなければならない。そして、君たちも。君たちの進むべき道は、塞ふさがったままだ。障害を取り除かなければ進むこともできないだろう。だから向き合いたまえ。──君の、過去に』


    　あれですべての悲しみが集約されていた『深奥の闇やみ』クエストのダンジョンに向かう覚悟ができた。


    　あるいは他に自分たちにとって心残りとなった場所が他にあるのではないか。


    　ならば、もう一度同じような選択肢を選んでもいい。


    「また〝スバル〟で昔行ったところまで遠出してみるか。旭姫も印象に残ってる場所とかあるだろ」


    「あ、うん！　サバエア大陸の水のドームに覆われた都とか、動く砂の城とか！　シレーン大陸のカジノとかも行きたい！　キンメリア大陸で陽かげ炎ろうとオーロラに挟まれてみたいよね！　あとはあとは……」


    「待て待て待て、そんなに行けるか！　というかそれ、印象に残ってる場所じゃなくて行きたい場所ってだけだろ」


    「え～。全部行きたいのに」


    　旭姫はぶーぶーと不満げに口を尖とがらせる。


    「せめて三つに絞れ。そこからもう一度、行くべき場所を検証しよう」


    「三つ？　んー……ちょっと待ってね」


    　旭姫は腕を組んで考え、天井を見ながら足をブラブラさせ始めた。


    　思案顔の咲月が横から口を出してくる。


    「ねえ、その前に映像で見た場所を探した方がいいんじゃない？」


    「旭姫の襲われてた洞どう窟くつっぽい場所か……」


    「そこもそうだし。水槽？　あの機器類が置かれた場所もよ」


    「あの近代設備はゲームのものなのか？　俺はどうにも《リユニオン》と繋つながらないんだが」


    「じゃあ、あれは現実側で旭姫あさひが見た風景ってこと？」


    「それはわからないけど……あそこまで科学が発展してる設定になってるのか？　今の《リユニオン》は。どう見ても現代レベルの設備だったぞ」


    「いえ。文化レベルは上がっていないはずよ。詳しくは調べてないけど、そうだったら今のプレイヤーたちに言及されてるんじゃないかしら。何度かポータルサイトにあるゲームの情報スレッドを斜め読みしてたけど、そんな話なかったわ」


    「なら、あのことについては考えるだけ無駄だってことか。旭姫の襲われてた場所にも覚えがないから、闇雲に探してもぶち当たることはないだろう。旭姫の印象深い場所に行く中で探したり、聞き出したりすればいいんじゃねーかな。そうすれば旭姫の記憶だってまた出てくるかもしれないし。また旭姫が倒れることのないように気をつけながらさ」


    「ふーん……」


    「な、なんだよ」


    「ちゃんと旭姫のこと、考えてたんだなって」


    「あのな……」


    　それで咲さ月つきは納得したらしく小さく頷うなずく。


    「うーんうーん……む─────────……」


    　そして、旭姫はまだ迷っていた。目を強く瞑つむって、悩んだ顔をしている。首の捻ひねり方や身体からだの捩よじり方が段々大きくなっていた。


    「三つなんて決められないよー。どれも大事なところに思えるし」


    「ところで旭姫にはやりたいことはないの？」


    　咲月が助け船を出す。


    「やりたいこと？　そんなの決まってるよ！」


    「そ、そうなの？」


    　鼻息荒く断言する旭姫に、咲月が身体を少し引いて戸惑う。


    「まずは、〝スバル〟の完全復活！　皆集まらないと始まらないからね！」


    　まるで〝スバル〟のメンバーたちが《リユニオン》に必ず入っていると言わんばかりに、燃えるような輝く目には確信が溢あふれている。


    　しかし、旭姫とは裏腹に、彼らと別れて六年の月日を過ごしてきた陽はる翔とと咲月の表情は冴えない。


    「貴たか法のりはまた会った時に言えば、きっと戻ってきてくれるよ！　だから、まずはクライヴと希のぞみを捜さないと！」


    「クライヴと希か……あのふたり、入ってるのか」


    「どうかしら？　クライヴは入っててもおかしくないけど……希は入ってなさそうな気がするわね」


    「えーっ。なんで？　絶対入ってると思うんだけどな」


    「あの子、《ユニオン》に入る時すら怖い怖い言ってたじゃない。『そんなのありえない』とか『夢の世界は夢で見るべき』って。夢見がちだけど、妙なところでリアリストだったし。貴たか法のりが何度も誘ってようやく来たわけでしょ？　再開した《リユニオン》も自分からは入らないんじゃないかしら？」


    「貴法に誘われれば入るだろうな。性格が変わってなければだけど」


    「希のぞみがイケイケな性格になってるとでも？」


    「あんまり想像したくないな……」


    　引っ込み思案な希が、今時の女子高生に変貌しているなど考えたくない。


    　ただ、咲さ月つきの変わり様を見れば、それもあり得るかもしれない……と陽はる翔とは身震いする。あれから六年経っているのだから。


    「……何よ。じろじろ見て。何か言いたいことがありそうだけど？」


    「い、いや、別に。まあ、アルトガーデンで一応クライヴと希を捜してみるか。やるべきことは色々とあるけど、今すぐにやれることは多くないしな。旭姫あさひは大事なところ、思い付かないって言うし」


    「いっぱいあるだけだってば」


    「頼むから絞ってくれ……」


    　陽翔は肩を落として天井を見上げた。


    「ひとまずは人捜しを専門としている情報屋を探そう。できれば、広範囲のネットワークに所属しているプレイヤーだな」


    　陽翔や咲月、旭姫のようにパーティとして登録しておけば、ゲーム世界でも連絡を取れるようになり、呼び出すことは容易たやすい。だが、昔〝スバル〟で組んだリストはすべて初期化されてしまっている。


    　知り合いであれば、現実側で「あの店で合流しよう」と約束することですぐに会うことができるが、そちらの縁がないと探すのは困難になる。


    　そこで人捜し専門の情報屋の出番だ。彼らはパーティの戦力として足りない人材を補おぎなう、あるいは師事したい相手を見つける、挑戦するべき宿敵をマークするなどといったことをしたいプレイヤーのためにネットワークを張っている。


    　彼らは個々のプレイヤーの情報に詳しいため、特定の人物を捜すのにも役に立つのだ。


    　パーティに足りないセンスを補いたいというだけであれば、プレイヤーリングからインターフェースを呼び出してのサーチで事足りる。とはいえ本当に必要となる人材の情報は、大別された六大センスだけでは、どうしても測ることができない。最終的には個々のセンスが嵌はまるかどうかが重要であり、だからこそ、こうした独自の網が張られているのだ。


    「そっちに頼る前にさ。陽翔と咲月は、クライヴたちの連絡先って知らないの？　ゲームで連絡がつかなくても、リアルだったらつくんじゃないの？」


    「……六年前のものだったらわかるけど」


    「じゃあ、そっちで連絡取ればいいんじゃないかな」


    「ＩＤが昔のままじゃなきゃ連絡は取れないだろ。変わってる可能性の方が高い」


    「えーっ。でも、やってみるべきだよ」


    　正論だが、陽はる翔ととしてはとても気まずい。


    　自業自得ではあるが、自分の都合でまったく連絡を取らずにいたのだ。それが今になって、用事があるからと連絡するのも気が引ける。


    　咲さ月つきもまた同じ感想らしい。目を逸らして、自分に話題が来ないのを祈っているかのようだった。


    「でもなぁ」


    「陽翔はクライヴと希のぞみに会いたくないの？」


    　不思議そうな旭姫あさひの視線が突き刺さった。


    　陽翔とて彼らに会いたくないと言えば嘘うそになる。あまりにも会わない時間が長すぎて、何を話せばいいのかわからないのではないかという恐れが心の中に巣くっていても、やはり彼らとは言葉を交わしたい。


    「会いたい、さ」


    　ただ怖がっていても腐くさっていても、何も始まらない。前に一歩踏み出すことが重要なのだということを陽翔は思い出していた。


    「今日ログアウトしたら連絡してみるよ……クライヴに」


    「ちょっと。希には連絡しないの？」


    　クライヴの名前だけを挙げたせいか、咲月が冷たく睨にらんでくる。


    「希は咲月が連絡してくれ。ほら、女子同士ってことで」


    　咲月が深い溜息を吐つく。


    「ま、いいけど。私もクライヴに連絡するのはちょっと気き後おくれするし」


    「なんで？　クライヴなら気安いだろ」


    「あいつ、事あるごとに私をからかうんだもの。六年でどう変わってるかわからないけど、まともに対応できる気がしないわ」


    「まあ、俺も希が変わってたら怖いってのもあるしな。じゃ、そういうことで」


    　夜も遅くなり、陽翔と咲月はログアウトすることになる。


    「それじゃ、また明日ね。陽翔。咲月」


    　旭姫の昔と同じ挨あい拶さつを耳にして、ふたりはこの世界から現実へと戻った。


    　その時、ログアウトできずに寂しそうな旭姫の表情が目に入る。そういう顔を見慣れていない分、強く目に焼き付いた。


    　──どうにかしないとな。


    　旭姫あさひには笑顔が一番似合うのだから。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　次の日の朝。早めに起きて母親に「こんな時間に起きるなんて珍しいわね」と驚かれながら、陽はる翔とはすぐに朝食を平らげた。


    《リユニオン》へログインするべく、漆黒の非透過型ヘッドマウントディスプレイのエンセファロンを装着する。


    　幸い、今は夏休み真っ只中だ。丸一日、すべてを《リユニオン》で過ごし、旭姫の謎なぞ解明に注そそぐことができる。


    「二学期が始まったらログイン時間も制限されちまうからな」


    　陽翔も咲さ月つきもお互い通っている学校がある。


    　陽翔自身は学校をサボっても構わないと思っているが親の手前もある。高校だけは卒業してくれ、と強く言われてしまっては逆らうこともできない。


    　椅い子すに深く腰掛けて、少しだけ首を上げた。


    「アクセス」


    　音声認識により、起動。低音が響き、両目の網膜にハードメーカーのロゴが投射。


    　ＣＣＦＬ冷陰極管インジケーターランプが、青光を発しながら明滅した。インターネットへのアクセスが始まったのだ。


    「《リユニオン》、アクティベーション。ログイン」


    　モニターレンズに陽翔の部屋ではない、別の部屋の映像が映る。


    『登録名、天羽あもう陽翔。ログインします』


    　視野が広がっていった。レンズが投影していた範囲の外がフェードするように浮かび上がってくる。


    「あっ。おはよう、陽翔！」


    　ログイン完了。ここは昨日ログアウトした旭姫の部屋だ。


    　すでに旭姫は起きており、服装も冒険用にカスタマイズされていた。


    「おはよう。やる気満々だな」


    「当たり前だよ！　早くログアウトできるようにならなきゃいけないからね！　それで」


    　旭姫が探るような目つきで陽翔に迫る。


    「クライヴとは連絡取れた？」


    「残念ながら、全部駄目だった」


    　陽翔が肩を竦すくめると、旭姫は疑り深く口を尖とがらせた。


    「むー。本当に？　昨日の陽はる翔と、何か乗り気じゃなかったけど」


    「本当だって。こっちだって神経使ったんだぞ……。文面に拝啓なんて単語、生まれて初めてタイピングした」


    　メールやメッセージアプリのＩＤなど、覚えている限り、すべての連絡先にテキストを送っているし、通信の要請もした。


    「メールは間かん髪ぱつ容いれずアドレス無効で戻ってきたし、メッセージアプリのＩＤは消えてた。アカウント削除したか、変更したんだろうな」


    「そっかー。ますますクライヴが見つけにくくなるね。でも、クライヴのことだからひょっこり出てくるかも？」


    「あいつの場合、それが不思議じゃないからな」


    　むしろ、いきなり出てきていつのまにか合流している可能性が一番高いような気がする。


    　クライヴは独特の感性を持つ捉え所のない少年だった。やる気満々のように見えて突然やる気を失ったり、陽翔たちを騙だましたかと思えばその実陽翔たちのためであったりなど、陽翔にとっては一緒にいて退屈しない仲間だ。


    　変幻という千変万化なセンスは、まさに彼のためにあるように思えた。


    「おはよう」


    　間を置かずに咲さ月つきも転送されてくる。


    　めいめいに挨あい拶さつし、さっそく希のぞみへの連絡について旭姫あさひが尋ねると、咲月は疲れたように首を振った。


    「メールやメッセージは通じてるっぽいんだけど、返信がないのよね」


    「ってことは、待ってれば返信が来るってことかな？」


    「無理じゃないかしら。メッセージは既読にならなかったし、昔の通信機器が生きてるだけで使われてない可能性も……」


    　旭姫は残念そうに、小さな息を吐く。


    「会いたかったんだけどなぁ。六年経ってるっていうけど、クライヴと希は変わっちゃったのかな？」


    「さあ……会ってないからわからないわ」


    　修復してこなかった六年の溝みぞが、底が見えないほど深くなってしまっていることを改めて自覚する。


    「でも、きっといつか会えるよね！」


    　無邪気に言う旭姫に陽翔も咲月も、上う手まく言葉を返せない。


    　子供の頃のように根拠もなく「会えるよ」とは言えなくなってしまっていた。


    　何も言わないふたりに何かを感じ取ったか、旭姫が悲しそうな表情で俯うつむく。


    「そんな顔するなよ。会えるように努力はするから」


    　陽はる翔とがかろうじてそんな言葉を口にすると、旭姫あさひは少し嬉しそうな笑みを浮かべて、「うんっ」と力強く頷うなずいた。


    「努力、ねぇ……。まさか陽翔からそんな単語が出るなんて」


    「い、いいだろ、それぐらい」


    「まったく旭姫には、ホント甘いんだから……」


    　愚ぐ痴ちっぽく言って、拗すねたような眼差しを向ける咲さ月つき。


    「ほ、ほら行こうぜ。連絡がつかなかったわけだし、情報屋に依頼しなきゃいけないからな」


    「ん。そうだね。行こっか」


    　それから三人は宿を出た。


    　大通りを歩きながら、陽翔が咲月に尋ねる。


    「人捜し専門の情報屋って、この辺りにいるのか？」


    「ネットワークも申し分ない魔導使いの情報屋がいるわ。精霊を使い魔として使用者から離して、視覚を共有するタイプのね。しかも、十体に分裂させられるみたい」


    「精霊を十体って……お前に近いのか？」


    　すると、咲月は何もわかってないなと言わんばかりに息を吐く。


    「精霊自体が分裂する能力を持ってるだけよ。しかも、ある程度、自律で動く精霊。攻撃には向かないわ」


    「なるほど。でも、やっぱり魔導って便利だよな。この前の花の精霊での情報収集もそうだけど、やれることが多彩だ。花の精霊って花粉を飛ばして、その中に声が保存できるんだろ？」


    「闘気だって色々できるでしょ。武器の強化、身体能力向上、物体性質補強、ステータス異常治療……飛び道具だって使えるわけだし」


    「とはいえ、自分の目の届く場所にしか使えないからな」


    　魔導のように、まったく別の場所に精霊を使役して情報を持ち帰るような器用な真ま似ねはできないのだ。


    「効果範囲が狭いからターゲットできる数も少ないし。昔、万近いモンスターが街に攻めてきた時、俺が一番苦戦してたはずだぞ」


    「ああ、あったわね。街のプレイヤー総出で守った防衛戦」


    「咲月が一番、輝いてたな。大地を焼き払って千近い数のモンスターを屠ほふってたし」


    「だよねーっ。あたしも魔導使ってみたかったな。精霊たちって可愛いの多いし、技も凄い派手だし。腕を前に出して『薙なぎ払え！』って言ってみたかったな」


    「い、言ってないでしょう、そんなこと！」


    「えー。言ってたよー」


    　旭姫が羨うらやましそうに咲月を見み遣やる。


    　褒ほめ言葉で居い心ごこ地ちが悪くなったのか、咲月は小さく首を振った。


    「私も心奏を使いたかったわよ。そっちの方が私としては便利だわ」


    「そうかなぁ？　もっと派手にできればいいっていつも思ってるのに」


    「結局、適材適所よ」


    「うん。咲さ月つき、魔法が使いたいって言ってたから、やっぱり魔導が合ってるよー。いつも隠れて魔法少女ウルリンの真ま似ねして──」


    「わ────っ！　よ、余計なこと言わないの！」
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    　そんな話は初めて聞いた。子供時代、魔法少女アニメに興味のある素そ振ぶりすら見せなかったのに。


    　咲月の意外な一面を発見して頬ほおを緩ゆるませると、咲月が真っ赤な顔で睨にらんでくる。忘れろと顔に書いていた。


    「もう、無駄話してないでさっさと行くわよ」


    　咲月の先導で街中を歩いていると、やはり視線を集めてしまっている。


    　あまりいい傾向ではないが、大人しくしていれば時間の経過と共に収束するだろう。


    　昔もそうだったのだ。誰もが倒せなかったモンスターを〝スバル〟が倒して、街中の冒険者が讃たたえてきたり、これ見よがしに僻ひがんできたり、何の脈絡もなく襲ってきたり。


    　だが、それもしばらくすれば視線を集めるぐらいになる。時間が経てば人は情報を忘れるし、噂うわさに飽あきもするのだ。


    「そういや武器の強化で思い出したけど、武器を買ってこないとな。前の戦いで壊れたままだし」


    「じゃあ、情報屋に頼んだら買いに行きましょ。お金なら私がある程度持ってるから融通してあげる」


    「いいのか？　サンキュ。何かいい素材が見つかったら、咲さ月つきに譲るよ」


    　大通りから脇道の方に向かって咲月が眼を凝こらす。


    「あれ？　今日はまだ来てないのかしら」


    　どうやら目的の情報屋はいなかったらしい。


    　咲月が「困ったわね……」と、首を傾かしげていると、


    「……旭姫あさひ、咲月。少し離れててくれ」


    　陽はる翔とが振り返る。


    「どうしたの？」


    「敵意を感じた」


    　肌に纏まとわせた闘気が、鋭敏に敵の気配を察知した。陽翔だけに突き刺さる負の感情を。


    　数は多くない。ふたりだけで、気配を隠す素そ振ぶりすら見せていない。恐らくは初心者ルーキーだ。


    「誰だ。そこにいるのは」


    　大通りにある建物の影に向かって忠告すると、隠れていたプレイヤーたちが姿を現す。


    「よぉ、天羽あもうクン……」


    　ある意味では、見慣れたふたり組だ。


    「……誰？」


    「あの人たち、前も見たような……」


    　咲月が顔を顰しかめてふたりを見る。旭姫も特にそれ以上の感想はなさそうだ。


    「あー……。一応、今の俺のクラスメイト」


    《リユニオン》に誘ってきた田た茂もと比ひ屋や根ねだ。


    　田茂は革で作られた簡素な鎧よろい。比屋根は白いローブ。以前にも見た、趣味の悪いごてごてと何の効果もない羽根飾りやフリルなどの装飾をつけて、派手なファッションに身を包んでいる。


    　彼らは憎むように陽翔を睨にらんでいた。


    「なんでお前らがここに……」


    「ギルドから追放されちまってよぉ。まったくヒドい目に遭ったんだぜ。これも天羽クンのせいだ。そうに決まってる」


    「……は？」


    「レオーノヴィチさんに『よくも余計な報告をしやがったな！』って言われてさぁ。えらい剣幕で出ていけって言われて。根掘り葉掘り聞いたの、そっちだろっての」


    　報告したのは宝箱から出てきた旭姫のことだろう。


    　田た茂もから旭姫あさひのことを聞き出して、レオーノヴィチは陽はる翔とたちの下へ来た。


    　結局、途中で乱入した貴たか法のりにこっぴどくやられて全裸にされていたが。


    「俺のせいじゃねーだろ。文句を言われるのはお門かど違いだ」


    　陽翔が反論すると、補足するように比ひ屋や根ねが口を挟む。


    「天羽あもーのせいなんだけどぉ？　ほんっとにサイアクー。あいつの知り合いならギルドにはいさせねーって言われてさー」


    「いや。んなこと言われても困るんだが。まあ、リーダーがレオーノヴィチじゃ仕方ないだろ。長続きせずに、そのうち解散してただろうさ」


    　そんな慰なぐさめはフォローにもならなかったらしい。


    　ふたりの表情はさらに険悪なものになっていった。


    「ってかよ。気に入らねぇ。その余裕は何なんだよ、天羽あもうクンよぉ」


    「まだ何かあるのかよ……」


    「レオーノヴィチにやられてたくせに、何を余裕ぶってやがるんだぁ？　お前は弱者なんだよ。オレら以下の存在なんだよなぁ」


    「そうよぉ、天羽。今のあんたって、まったくあんたらしくない」


    「つまり何なんだよ。言いたいことをさっさと言え」


    「いいからさっさと這はいつくばれや！」


    　もはや言葉に侮ぶ蔑べつしかない。


    　誘ってきた時は人数合わせとして機嫌を取らなければならなかったが、ここに至ってもう必要ないということだろう。


    　これが彼らの教室での本性だ。ここまで口は悪くないが、陽翔を常に見下す性格。


    　口汚い罵ば声せいが、少しずつ周囲のプレイヤーたちの注目を引きつけていた。


    「うわ、あいつ〝スバル〟に喧けん嘩か売るとか……」「自殺志願者ってやつかヨ？」「どーせ旧世界のことを知らない新参やろ」「入りたてって、どうしても増長しちゃうよねぇ」


    　彼らは田茂たちに同情的、あるいは軽率な真ま似ねをする者に対して侮蔑的な視線を送っている。


    　それがまた彼らの忌き諱いに触れたようで、田茂はいきり立った。


    「伝説の〝スバル〟だぁ!?　天羽如きが、お前が、そんな雲の上の存在なはずねーよ、地を這うボッチ君がよォ！」


    　いつものように上からものを言う余裕もなく、田茂がナイフを構える。


    　剣けん呑のんな雰囲気に咲さ月つきが鞭むちを、旭姫が銃を取り出そうとして──陽翔が制した。


    「陽翔、武器なくて大丈夫？」


    「問題ねーよ。……一応、清算はしておくか」


    　頭を掻かきながら、陽翔は田茂を見据える。


    「っらあっ！」


    　田た茂もが頼りないナイフをその場で突き出した。だが、距離が離れすぎていて、陽はる翔とにはまったく届かない。


    「〈素材伸縮フリーストレツチ〉！」


    　田茂のセンスが発動。刃先が陽翔に向かって一気に伸びる。


    〈素材伸縮〉は変幻使いの基礎と言ってもいい。初めて扱うことになるスタンダードセンスだ。


    　陽翔は伸びてきた刀身の腹を押して逸らす。


    　伸びることで細くなったナイフの刃先は、横に流れて明後日あさつての方向に向かい、建物の壁に突き刺さった。その上、衝撃が田茂の手元にも大きく走ったのだろう。ナイフを手から取りこぼす。


    『〈素材伸縮〉は大きくなった時の取り回しのことも考えて扱わなきゃならない。伸ばしたあとにノータイムで縮むわけじゃないからね』


    〝スバル〟の変幻使い、クライヴの言葉だ。


    　落ちたナイフはセンスの加護を失い、突き刺さった壁に向かって縮んでいった。


    「くそっ！」


    　武器を拾いにどたどたと走る田茂。


    「こ、このぉっ！」


    　そこに比ひ屋や根ねが精霊を使役。炎の精霊だ。


    「行けっ！　〈火の弾丸フアイアーボール〉！」


    　あまりにも小さな炎。


    　陽翔は闘気を込めた手の平で受け止め、そのまま握り潰す。


    「なっ……。そんなあっさり!?」


    　勢いのままに掌底を繰り出した。


    　球状の闘気が射出される。地面に着弾すると派手な爆発が巻き起こった。


    　巻き込まれた比屋根は小さく吹き飛ばされ、尻しり餅もちをつく。


    「てっ、てめぇっ！　よくも……！」


    　田茂が落とし物を拾う寸前──。


    　陽翔は闘気を全身から瞬間的に放出する。


    　小石が一瞬ふわりと浮いて、建物の壁や屋根が軋きしみ、地面が鳴動した。


    「そこまでだ」


    　田茂の身体からだが、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように止まる。


    　本能的な恐怖が彼の神経の伝達に齟そ齬ごを起こしていた。


    　陽翔はゆうゆうと彼のナイフを先に取り、震える首元に刃先を突き付ける。


    「ぐっ……。な、なんで……」


    「こっちも騙だますつもりはなかったけどな。実際、ここに入ってからは弱かったし」


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉との戦いで取り戻した闘気が、今は身体からだに強く巡っている。


    　まだ全盛期に至っていないとはいえ、初心者ルーキーに負ける要素は何ひとつない。


    「クラスメイトのよしみで見逃してやる。だけど、二度と俺に関わるな」


    　陽はる翔とが強く睨にらむと「ひっ」と怯おびえた声を出して、田た茂もは後ずさる。


    　そして、無言で比ひ屋や根ねの身体を起こして逃げるように去っていった。


    「……やれやれ。慣れない真ま似ねはするもんじゃないな」


    　去って行くふたりの背中を見ながら、疲れたように深々と溜息を吐つく。


    「あのふたり、まーた襲ってくるかもよ。そしたら面倒じゃない？」


    　旭姫あさひがまったく陽翔のことを心配することなく言う。あの程度のプレイヤーに後おくれをとるなど、想像すらしていなかったのだろう。


    　心配しているのは、むしろまた襲われた時に奪われてしまうひと時だった。昔、レオーノヴィチに襲われていた時も不満そうにしていたことを思い出す。


    「まあ、その時はその時だ。わざわざゲームオーバーにする必要もない」


    　彼らが《リユニオン》を楽しんでいたのは事実で、間接的とはいえ、それを壊してしまったのは確かなのだ。


    　この世界まで奪うのは、現実で理不尽な目に遭っていても気が引けた。


    「まったく、馬鹿ね。こんな往来で……」


    　咲さ月つきは本当に馬鹿を見るような目を陽翔に向ける。


    「あっさりと撃退したからいいだろ。大した騒ぎにもなってないし」


    「そうじゃないわよ……。周囲の声を聞いてみなさい」


    　戦いを見守っていたプレイヤーたちが、陽翔たちを見ながら噂うわさをしあっていた。


    「さすが〝スバル〟ってところか」「にわかじゃ相手にならんよ」「ゲームオーバーにしないとか手て緩ぬるいな」「あたしならオーバーキルするわ」「だが、何にせよ、陽翔の力は本物だ」


    　咲月がわかった？　と言わんばかりの表情をしている。


    「あなたは今、【獅子心王クールドリオン】復活をアピールしてしまったのよ。噂ではなく、多くのプレイヤーたちの目の前でね。間違いなくネットを介して急速に広がっていくわ」


    「……いや、それはむしろ好都合かもしれないぞ」


    「なんで？」


    「俺の名前が広がれば〝スバル〟も一緒に広まりやすいだろう。クライヴや希のぞみに届くかもしれない。確かな情報として広がればなおいい」


    　そう言ってもなお咲月の顔は悩ましげだ。


    「ならもっと上う手まくやりなさいよ。今の戦いで失ったものもあるわよ。見なさい」


    　プレイヤーリングを上から左に動かして、漆黒の装飾が為なされたスキンのインターフェースホログラフィーを出した。そこから《リユニオン》のポータルサイトに設置されたゲームスレッドの情報を表示していく。


    『〝スバル〟復活！』『街中で起こった喧けん嘩か情報』『【獅子心王クールドリオン】半はん端ぱねぇ』『《リユニオン》強さ議論』等々、もうすでに今の戦闘は幾つものスレッドで議論されているようだった。


    　だが、その中に明らかに今までなかった論調のものが混じり始めていた。


    『言うほどじゃなくね？』『動画観たけど、昔はあんなものじゃなかった』『手加減はしたんだろうけど物足りないわ』『要は以前ほどじゃねーってことだ』『弱くなってるってことやな』


    　スレッドにはそれぞれ、かなりの量のコメントがついていたが、情報を精査すれば概おおむね似たようなものだ。


    　咲さ月つきの真ま面じ目めな瞳ひとみが陽はる翔との顔を見据える。


    「陽翔。あなた、全盛期まで復活してないでしょう？」


    「……正直に言うと」


    　闘気は元に戻っている。初心者ルーキーや中級者インコンプリート……上級者エキスパートにすらそう簡単に負けることはない。


    　だが、六年前はこの程度ではなかったのだ。


    　かつての【獅子心王】は。


    　山を砕き、海を割り、大地を引き裂く無敵の獅し子し。その面影はまるでなくなっていた。


    「こう動きたいと思ってても感覚がついていかないんだよな。昔のイメージに身体からだがついてこない」


    　再び旭姫あさひや咲月が危機に陥おちいれば、陽翔の力は膨ふくれあがるだろう。


    　ただ、敢あえてそんな真ま似ねをする意味はないし、追い詰められなければ発揮されない力など不安定で頼ってはいられない。


    「何にせよ軽々しく戦わないで。面倒なことになるわよ」


    　咲月の言葉が、現実となるのに時間はかからなかった。


    



    



    「おらあっ、くたばれ！　【獅子心王】！」


    　変幻によって陽翔の足下が沼地へと変貌する。


    　陽翔は飲み込まれそうになる前に接敵。相手が構えていた剣を奪い、勢いのまま斬り裂く。


    　そして、相手を遠くへ蹴けり飛ばしてから闘気を使って屋根へと跳んだ。


    　そのまま日の射さない裏道へと潜もぐり込む。構造上、風もあまり通っておらず、空気が淀よどんでいた。


    「まったく……次から次へと」


    　身を潜ひそめてしばらくしていると、旭姫と咲月がやってくる。


    「陽翔、いきなりいなくならないでよー」


    　旭姫は不機嫌そうに眉根を寄せていた。


    「今、狙われてるのは俺ひとりだけだし、ふたりから離れた方が安全だったからな」


    「もう。だから言ったでしょ。面倒なことになるって」


    　咲さ月つきも不満げに陽はる翔とを叱しかる。


    「【獅子心王クールドリオン】の弱体化がバレれば、当然狙われるわ。名を上げたい連中がどれだけいると思ってるのよ」


    「まだこんなにいるとは……。六年前だってのに、名前が一人歩きしてるな」


    　田た茂もと比ひ屋や根ねを撃退したはいいが、それから絶え間なく挑戦者が現れた。


    　ひとりひとりに大した実力はなくても、続けば事故は起こる。そして、戦いは戦いを呼び寄せて膨ふくれあがっていく。昔は何が起こったところでどうとでもなったが、今の陽翔では致命傷になりかねなかった。


    「どうにも身体からだと闘気が上う手まく反応してない気がする」


    「ブランクかしら？」


    「さっぱりわからん。もう少し戦ってれば慣れるかもしれないけど、ＰｖＰ対人戦じゃなくてモンスター相手の方が気楽だな」


    　戦いを思い出すのに人と争う必要はない。ＮＰＣ相手だって充分だ。


    「何にせよ、一度街から離れよう。それから俺たちの記憶と深く関わる場所に行けばいい」


    　陽翔が先導しようとすると、


    



    「自分自身というものを、少し思い出したようだね」


    



    　背後にかかる、胸に染みいるような綺麗な声。


    　この口調、この声を陽翔は知っていた。


    「やあ。陽翔」


    　謎なぞの少女、エリシアが前と同じ服装で立って、軽やかに気安く話しかけてくる。表情も妙に嬉しそうだ。


    「誰、この人？　咲月は知ってる？」


    「いえ、知らないわ。陽翔の知り合いっぽいけど」


    　ふたりが肩を寄せ合って、お互いエリシアに視線を送っている。


    　視線に気付いたエリシアの顔が、ふたりへと向いた。


    「旭姫あさひと咲月も。君たちの前に姿を現すのは初めてだね。初めましてと言っておこう。わたしの名前はエリシアという。覚えておいてくれたまえ」


    「エリシア？　あなた、何者……？」


    「そうか。陽翔はわたしのことをまだ君たちに言ってないんだね」


    　咲月と旭姫が揃そろって見てくるが、陽翔としては心中穏やかではない。


    　あの遺跡の奥で〈無垢なる闇プルガトリオ〉を目覚めさせた謎なぞの少女。あれはエリシアにしか見えなかった。


    「お前……。ちょっと詳しく話を聞かせてもらうぞ」


    　陽はる翔とは闘気を使って、身体からだが消えたように見えるほど速くエリシアに向かって跳ぶ。


    　しかし──伸ばした手はすり抜けた。


    「なっ!?」


    　着地し、慌てて振り返る。彼女の姿は……消えていない。


    　避けられるタイミングではなかった。速く移動して速く戻ったというわけでもない。


    「心奏センスで幻影でも見せられているのか？」


    「これはセンスではないよ。ソフト側ではなくハード側の問題でね。まあ、蛇足だし、本題はそこじゃないんだ」


    　エリシアは小さな笑みを浮かべて、ゆっくりと咲さ月つきと旭姫あさひに優しげに声を掛ける。


    「だから、そこのふたりも矛ほこを収めてくれ。君たちはわたしに触れられないのだから」


    「……どうなの陽翔」


    　咲月が警戒心を最大にして陽翔に尋ねた。


    「少なくとも敵意は感じないが……」


    　そもそも存在すら肌の闘気に届かない。彼女からはっきりと受け取れるのは、微かすかな空気の振動……声だけだ。どんな攻撃をしたところで、彼女には当たらないのだろう。


    「まあ、そのままでも構わない」


    　少し残念そうにエリシアは息を吐いた。


    「お前……。幽霊か何かなのか？」


    「個人としてのわたしはすでに死んだに等しいかもしれないからね。一理ある」


    　どこか遠い目をしてエリシアは語るが、陽翔には真意が読めるはずもなかった。


    　仕方なく先を促す。


    「それで、何をしに来たんだ」


    「次やるべきことに迷ってるみたいだからね。少し背中を押しに来たんだよ。前回と同じことさ」


    「お前にとって何の得がある？」


    「メリットで言えば、君たちが謎を追い求めることで強くなることが、わたしの最大のメリットだよ。旭姫のためにもね」


    　要領を得ない会話に、陽翔は頭が痛くなってきた。


    「旭姫のためって、どういう意味かしら。聞き捨てならないわね」


    　我慢ができなくなったのか、咲月が精霊を四体展開。


    　しかし──。


    「〈生体封印ライフシール〉」


    　精霊が突如飛来した矢に貫かれ、消えてしまった。


    「なっ……！」


    「咲さ月つき。怪しむのはわかるけど、子供の頃とは違うのだから、人の話は最後まで聞いてほしい」


    「わ、私の精霊をどこにやったの!?」


    「わたしの心奏センスで封印しただけだよ。しばらくすればまた呼び出せるから安心してくれ」


    　まるで小事のように語るが、今、陽はる翔とは矢を視認できなかった。


    【精霊の女王イノセンシア】の精霊を容易たやすく封印してしまったその力──間違いなく世界に名だたるプレイヤーのはずである。


    「……話を聞く前にひとつだけ聞きたい」


    「なんだい？」


    「〈無垢なる闇プルガトリオ〉を解き放ったのはお前か？」


    　元々、〈無垢なる闇〉がいた、いない、という話に関連してくる。


    　陽翔たちが奥の部屋に辿り着いた時、昔と同じく〈無垢なる闇〉は宝玉に封印されて闇やみを放っていた。宝玉を弄いじったりしなければ戦うことはなかったが、突然何者かに宝玉を破壊されて〈無垢なる闇〉が出現したのだ。


    　彼女のように、存在が認識できなかったプレイヤーが。


    「答え次第じゃ──」


    「違うよ。〈無垢なる闇〉を解き放ったのはわたしじゃない。勘違いをしないでほしい」


    　陽翔の言葉に被せるように、エリシアは語る。


    「じゃあお前はなぜあそこに行けと言った？」


    「わたしが言ったのは『彼女は思い出さなければならない』ということと、『過去に向き合いたまえ』であって、君たちがどこに行くかなど自由だったさ。君らがそこに行くという確証だってなかったんだ」


    　確かにエリシアは、行くべき場所を名指ししていない。


    　そもそも六年前にしても、〝スバル〟は〈無垢なる闇〉討伐に向かったという情報をわざわざ流していなかった。


    　世間が知っているのは、旭姫あさひのゲームオーバーと一緒に旭姫が死んだという情報のみであり、どこでどんな相手にどんな風にやられたのかなど、〝スバル〟以外は知らない。


    　察しがいいプレイヤーは何かを感じ取っていたかもしれないが、仔し細さいは誰にも見られていないはず。


    　エリシアへの疑念は深まるばかりだった。


    「君たちも戦いで得たものがあったと思うのだけど」


    「俺の力が復活した……とか言うんじゃないだろうな」


    「他にもあっただろう。旭姫あさひが手に入れた赤い石だ」


    「旭姫の服の中にあったアイテム……！」


    　貴石を透かすように見た瞬間、旭姫が倒れ、奇妙な映像が流れた。


    「その石は、空く閑が旭姫の正体を知る鍵かぎとなる」


    「お前は石について知ってるのか？　いや、旭姫について何を知っている!?」


    「今、答えることはできない。余計な連中を動かすことになるからね。抵触しない範囲でヒントを与えるしかないんだ。ここまで積み重ねてきたすべてを無に帰するようなことはしたくないんだよ。だけど、いつかは……すべてを知ってほしい」


    「……いったい、お前は何を言っているんだ」


    　エリシアが何を企たくらんでいるのか。目的がなんなのか。


    　陽はる翔とにはまったく見えてこない。


    「君たちはいずれ来る戦いに備えて、強くならなければならない。伝説の〝スバル〟の力……。取り戻すだけでは足りないんだ。今よりももっと、昔の〝スバル〟よりも君たちは強くなってくれ。旭姫が真なる〈未来視プロフエアータ〉──秘奥たる力の一端を見せたようにね」


    「真なる〈未来視〉……？　俺たちに映像を見せたような……!?」


    「その時、わたしは君たちに真実を明かすことになるだろう」


    　エリシアの姿が急速に半透明になり、薄くなっていく。


    「待て！　お前は一体何者なんだ！」


    　彼女からの答えは返ってこない。


    「旭姫。記憶から引き出したまえ。君の力──それが発動した思い出深き場所を」


    　エリシアの声は姿と共に虚こ空くうへと消えていった。


    



    「なにあれ？」


    　旭姫が首を傾かしげて、エリシアの消えた場所をまさぐっている。しかし、手は空を切るばかりで、彼女がそこにいた証拠は終ついぞ見つけることができなかった。


    「エリシア、ね。結局、何だったのよ、あの娘こは」


    「俺だって知らねえよ。エリシアって名前を教えられたぐらいだ。あとは……」


    　少し躊躇ためらうが、この際隠し事はなしだろう。


    　出会った時に聞いた話をふたりに明かす。旭姫を狙う者と、そして、旭姫の〈未来視〉──真のセンスについて。


    「未知のセンス？　そう言ったの？」


    「ああ。旭姫のセンスは心奏じゃないって言ってな」


    　すると旭姫が不思議そうに否定する。


    「そんなわけないと思うけどなぁ。だってあたし、《ユニオン》に入った時、言われたよ。貴殿のセンスは心奏なり、とかなんとか」


    　センスについて神託を受ける時の声真ま似ねをしながら、旭姫あさひは手を振ってあり得ないと否定する。


    「俺だって別に認めたわけじゃねーよ。でも、〈未来視プロフエアータ〉は本当に謎なぞの力と言っても過言じゃないからな」


    「ちなみに心奏じゃなかったら何？　天理あたり？」


    「たぶん、そういうことじゃないんだよ。あいつが言いたいのは」


    　あの時、エリシアが言った言葉を思い出す。


    『運営も、彼女の本来のセンスを知覚できなかった。カテゴライズされた六つのうち、一番近い心奏が選ばれただけさ』


    　プレイヤーの中に無数のセンスがあっても、六つの中で体系化されている。


    　そこに、もしカテゴリの中に入れられないものがあれば？


    「で、その七番目の──未知のセンスが〈未来視〉だっていうわけ？」


    　咲さ月つきが呆れたように尋ねると、陽はる翔とは頬ほおを掻かいて躊躇ためらいがちに頷うなずく。


    「あいつの話を統合すればな」


    「バッカみたい……って一蹴できないのがつらいところね。センスシステムの説明の少なさを考えれば、裏の六大センスとかあっても驚かないわ」


    「何にせよ。動くしかない。あいつに従うのは癪しやくだが……旭姫。あいつの言ってた、力が発動した思い出深き場所って──」


    　そこで突如、街の空気が変貌する。


    　街のプレイヤーたちが一斉にざわつき始めたのだ。


    　口々に「来た！」とか「ヤバい！」とか「なんで？」と言った言葉を吐き、何かから逃げるように、あるいは何かに立ち向かうかのように走り回っている。


    　超巨大モンスターが街を襲ってきているかのような雰囲気だ。


    「なんだ？　どうした？」


    　耳を澄ますと、少しずつ何に慌てているのかがわかってくる。


    「〝サザンクロス〟が来るぞ！」「大事なものは皆、プライベートルームに隠しなさい！」「彼らに因いん縁ねんをつけられればゲームオーバー必至ですよ！」「くわばらくわばら！」


    　聞き覚えのある名前だった。


    「〝サザンクロス〟か。《リユニオン》でもまだいるんだな、あいつら」


    「超位ギルドはほとんど存続してるわよ。〝サザンクロス〟、〝ブリルソサエティ〟、〝グノーシス〟、〝ヒュアデス〟……変化といえば〝リエンド〟が超位の座から落ちて、貴たか法のりの〝イルミナティ〟が成り代わった感じね」


    「ホント、懐かしい名前が揃そろってるな……」


    　過去の超位ギルドに、それほど面識があるわけではない。


    　旧世界の時に〝スバル〟が何度か挑まれたことは確かだが、いちいち覚えていなかった。


    「〝サザンクロス〟は相変わらず、パワー信奉。〝ブリルソサエティ〟は世界の自治について語ってるし、〝グノーシス〟も謎なぞだらけ。〝ヒュアデス〟は言わなくてもわかるでしょう？」


    〝ヒュアデス〟は、存在だけなら陽はる翔とも知っている。


    　個々のセンス、能力では〝スバル〟に匹敵する……と言われていた少人数のギルドだ。彼らは七人であり、ちょうど〝スバル〟と似たような形で《ユニオン》を冒険していたという。


    　広い《リユニオン》の世界で拠点が違っていると、互いが意識して会いに行かなければ遭遇することはない。そのため彼らの話は伝聞でしか伝わってこなかった。〝ヒュアデス〟にとっての〝スバル〟もまた同じだろう。


    「で、その〝サザンクロス〟が何をしに来たんだ」


    　裏道の影から気配がある方を探ると、確かに大人数のプレイヤーたちで街中へ入り込んでいた。先頭に巨大な鎧よろいを着込んだ盾役のプレイヤー、その後ろに軽装の剣士や槍使い、最後方に弓使いや銃使い、魔導センスの使い手と並んでいる。彼らは揃そろって赤を基調とした装備を身に付けており、赤い双剣の紋章を肩につけていた。


    　適当に数えても千に近い数はいるであろう人間たちが、道を埋め尽くしている。


    　旧世界の時に見た、上位ギルド〝ライトニング〟の一いつ糸し乱れぬ隊列進行も圧迫感があったが、こちらの威圧感はその比ではない。一国の騎士団が大挙してやってきたような物々しい空気がある。それを街中のプレイヤーは敏感に感じとっていた。


    「ちょっと表層意識探ってみるね」


    　旭姫あさひが基礎的な心奏センスを発動させた。旭姫の身体からだが淡く光る。


    「昔使えてた心奏センスは使えるんだっけか？」


    「うん。〈未来視プロフエアータ〉は上う手まく使えないけど……」


    　本当に感情の上っ面を探るセンスで、憤いきどおっているか怯おびえているか、意識が誰に向いているか等、そういった簡単な感情のみを探れるセンス。


    「ちょっと攻撃的で……。意識が全員、あたしの方……!?」


    　旭姫の言葉に、咲さ月つきが目を見開く。


    「まさか、旭姫の捕縛を目的としてるの？」


    「よりにもよって、〝サザンクロス〟か」


    　旧世界の頃から変わっていないのだとすれば、〝サザンクロス〟は我が道を行く暴力的なギルドだ。一介のプレイヤーがレアアイテムを手に入れた時に、相手をゲームオーバーにして奪い取ることに躊ちゆう躇ちよもしない。目的のためには手段を選ばず、またその手段として真っ先に暴力を選択する連中だ。


    「情報屋への接触は一旦諦あきらめて、急いで街から離れよう」


    「どうやって行くのよ？　空は厳しいわよ。大人数だから上までビッシリ配置されるわ」


    「わかってる。気配を消して裏道を進むしかないな」


    　陽はる翔とたちはすぐに行動を起こして、裏道を奥へと進む。


    　旭姫あさひが「蹴け散ちらして行こうよ～」と不満そうに言うが、現時点で超位ギルドとやり合うのは避けたい。相手の人数が多すぎて、戦いは泥沼化必至だ。


    「まったく。旭姫は大人気だな」


    「陽翔もね。元々は陽翔が原因でこんな裏道に来ることになったんだけど？」


    「悪かったな」


    　細い道や奥まった道を進むが、なかなか外に出ることができない。


    　相手の姿が見えれば戦いを避けるべく、また隅へ隅へと入り込んでいく。


    「街中にギルドメンバーを配置しやがって……どんだけいるんだよ」


    「結構な手練れ揃ぞろいね。装備も整ってるし。さすが超位ギルド」


    「感心してる場合かよ。いざとなれば強行突破しなきゃいけないんだぞ」


    「全員を相手にするには、人数が多すぎるわね。面倒そう」


    　見つからずに済ませられるほど、相手は少なくない。


    　しかも、連中は必ず仲間の誰かの視線に入るように配置されている。誰かがやられれば、即座に連絡が行くように。暴力的で粗そ野やなギルドではあるが、相手を追い詰める手段には長けている。


    　少しずつ探索範囲も広がってきて、陽翔たちは出口とは真逆の方向に追いやられていた。


    「判断を誤あやまったわね。さっさと空を飛んで最速で逃げるべきだったかも……！」


    　咲さ月つきが苦虫を噛かみつぶしたかのような表情で言う。


    



    「蜘く蛛もの巣となったこの街から、よもや逃のがれられるとは思っているまいな」


    



    　肌を刺す威圧感。


    　間違いなく強者であろう存在がそこにいた。


    　背が陽翔よりも頭ひとつ分高い。ワインレッドの全身鎧フルアーマーに、左手には身長よりも長い大剣、右手には全身を覆うような巨大な盾を持っている。兜かぶとにもバイザーがついて、肌の露出は全くない。


    　闘気使いは二種類に分けられる。


    　防御を闘気で補おぎない、動きやすさを重要視するタイプ。


    　闘気で強化する防具を纏まとい、防御役として皆の盾となるタイプ。


    　彼はその中でも防御に特化したタイプである。しかも、上級の闘気使いならば全身鎧よろいを纏っていようと、闘気の放出に合わせて俊敏に動くことが可能だった。


    「初めましてと言っておこうか。オレの名はレトス。〝サザンクロス〟のリーダーだ」


    　兜かぶとのバイザーを上げて名乗る。そこから覗のぞく瞳ひとみは、猛もう禽きん類るいのように鋭く、眼光は幾多の戦闘を切り抜けてきたかのような凄みがあった。年齢は二十代中盤ぐらいだろうか。


    「さっそくだが、空く閑が旭姫あさひを引き渡してもらおう。天羽あもう陽はる翔とに碓氷うすい咲さ月つき、何なら貴様らも一緒に来るといい。歓迎するぞ。オレたちは常に強者を欲している。名声もまた力。力もまた名声よ」


    「まったく……どいつもこいつも旭姫旭姫と。何のために必要だってんだ」


    「力はいくらあっても困らない。特に唯一無二のセンスというものは、世界の勢力図を書き換える力がある。貴様らが〈未来視プロフエアータ〉で一世を風ふう靡びしたようにな」


    「書き換えてどうしたいんだよ」


    「世界の頂点へと至る。この世界のプレイヤーであれば誰もがトップを目指すものだ。だからこそセンスを磨く。そして、センス無き者は去らねばならない」


    　レトスがバイザーを下げて大剣を構えた。


    「オレらの信条をわかってもらえたのなら、速やかに空閑旭姫を寄越すがいい。ゲームオーバーになりたいのなら別に構わないが」


    「旭姫が本物かどうかも確かめていないのにか？　大人数引き連れて、随分と軽率な超位ギルドだな」


    「本物かどうかなど捕らえてから確かめればいい。それに──【獅子心王クールドリオン】や【精霊の女王イノセンシア】が守っているのは事実なのだ。舐なめてかかっては大火傷やけどを招く」


    　陽翔はレトスをつぶさに観察する。


    　上級者エキスパートであることは間違いないし、世界でも有数の闘気使いだろう。〝サザンクロス〟のような力こそがすべてというギルドでは、中途半端な実力はギルドの屋台骨を揺るがす。


    「もっとも今の貴様らは、昔ほどの力はないようだがな」


    　言う通り、今の陽翔には彼を一撃でゲームオーバーにできるほどの力はない。


    　ただ、勝てないかと言われれば否定は可能だ。力を多少失っていても渡り合える自信はあるし、咲月や旭姫がサポートしてくれれば勝ちも見えてくる。


    「オレを倒せるかどうかの算段か？　貴様と一対一でも負ける気はしないが、街には千人のギルドメンバーたちを投入している。包囲網から逃げられると思うな」


    　彼の周囲には幾人ものプレイヤーがいた。そして、次々と壁を作るように後続が現れる。


    　相手は軍に等しい。


    　それらを相手に戦い、攻撃を避けながら街から脱出するのは骨が折れる。


    　旧世界で上級者百人を返り討ちにできたのは、六人が全員揃そろって六系統のセンスを遺憾なく発揮していたからだ。


    　今いる三人では、天理、変幻、夢境のセンスが発揮できない。天性のセンス以外を使うこともできなくはないが、あくまでサブにしかなり得ない力だった。上級者エキスパート相手に出で来き損そこないのセンスで挑めば、そこを付け込まれる。


    　しかし──、


    「有象無象が千人来たところでどうってことねぇよ」


    　仮に絶望的な状況であっても、もう情けない姿を見せるつもりはない。


    　陽はる翔とが曲がりなりにも復活し、【獅子心王クールドリオン】の名前が出て、旭姫あさひと咲さ月つきのふたりと行動している。〝スバル〟として行動している以上、逃げてしまえば相手を増長させてしまう。次々と敵を作ってしまう。


    　なんとしても、切り抜けなければならない。


    「ふっ、錆さびついた伝説が強がりを。その言葉、後悔させてやるぞ！」


    　レトスがゆっくりと腕を上げると、周囲のプレイヤーは一斉に武器を構える。


    「旭姫以外の生死は問わん！　旭姫も死なない程度にならば傷つけてもよし！　──アタック！」


    　レトスの大剣が、合図のように陽翔たちに向かって振り下ろされた。


    　あらゆる属性の遠距離攻撃が、包囲するようにして陽翔たちを襲う。投げナイフ、鎖鎌、剣、炎、氷、確認するのが馬鹿らしいほどの攻撃が殺到した。


    「──囲え、シェリダー！　鋼はがねの要よう塞さい」


    　咲月が精霊を呼び出し、陽翔たちを半円状の鋼で囲う。


    「陽翔！　お願い！」


    「わかってる！」


    　陽翔は闘気を掻かき集め、自分たちを覆う鋼に触れて闘気を込めた。闘気は、流し込むことで、物質が持つ性質を強化する。鋼の硬さを格段に跳ね上げたのだ。


    　瞬間──凄まじい爆撃のような轟音が外界で展開される。鋼のドームがなければ、即ゲームオーバーだったろう。


    「凄まじいエネルギーね……！　シェリダーだけじゃ、ひしゃげてたわ。陽翔の闘気がなかったら危なかったかも」


    「加減もクソもないな。旭姫の捕縛が目的なんじゃないのか」


    「どうするのよ陽翔、この状況。この子、ドーム動かすような器用な真ま似ねはできないわよ」


    　小さな妖精のような精霊が、咲月の肩に乗って申し訳なさそうにぺこぺこしている。まだまだ成長途上なのだ。


    「どうやって逃げ切るかな。息切れは期待できそうもないし」


    「ちょっと。なんか、楽しんでない？」


    　少し緩ゆるんだ口を見て、咲月が呆れたように言う。


    「こういうのも久々だからな」


    「あのねぇ。わりとこれピンチだと思うんだけど」


    「それでもなんとかなる気はするんだよな。まあ、焦ったって仕方ないし」


    「気楽ねえ……」


    「だよね！　陽はる翔とも調子出てきたみたい」


    　旭姫あさひも楽観的に考えているのか、表情には危機感が欠片かけらもない。今も久しぶりの窮地にワクワクしているようだった。


    「貴たか法のりがいれば、天理で転送してもらえるんだけど……」


    「クライヴがいりゃ、ドームを自動機械に変化させて走らせることもできるな」


    「希のぞみがいれば、いろんな仔こを喚よんでもらって運んでもらうこともできるよ！」


    　それぞれがいない仲間と、昔のことを思い出す。


    「と言っても、いないものは仕方ない。少し待ってろ」


    　陽翔は鋼はがねに闘気を送り込みながら、自身の身体からだにも薄く闘気を纏まとわせた。


    「どこもかしこも敵だらけだ。しかも、どんどん集まってきてる。容よう赦しやねぇな」


    　気配を鋼越しに探りながら、敵の位置を把握していく。


    「どうするの、陽翔？」


    「真正面に分厚い集団がいる。咲さ月つき、そこに適当にぶちかましてくれないか？　で、すぐ広範囲に煙幕を張ろう」


    「咲月が片付けたところに突撃するの？」


    「いや、南西側が比較的手薄だ。そこを衝つく。向こうはぶちかました方向に逃げるって考えるだろうからな」


    「なら、煙幕を張ったあとは、そっちの方角に精霊を配置して弾幕を張らせましょう。自律して動くように命令しておくわ」


    　方針は決まった。


    　鳴り止まない砲撃音の中、咲月が精霊を七体呼び出し、杖を構えて準備をする。


    　旭姫が銃を構えて、咲月から弾を受け取って装そう填てん。


    「いくわよっ！　シェリダー、解除なさい！」


    　命令に従って鋼のドームが消えると、陽翔たちの視界三百六十度を攻撃が覆っていた。


    「てりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃ!!」


    　迫り来る攻撃に合わせ、旭姫が全方位に連射。


    　放たれた弾は無数に分裂し、的確に命中。対空砲弾のように相手の攻撃にぶつかり、次々と誘爆させた。咲月の魔導が込められ、陽翔の闘気まで織り交ぜた特殊な榴りゆう散さん弾だんだ。


    　如い何かに心奏センスで相手の攻撃する場所を探れて弾も広範囲に放てるとはいえ、こうも的確に命中させられるのは旭姫の射撃の腕スキルあってこそだ。


    　攻撃の届かない隙すき間まの時間──咲月が十六本の鞭むち、〈クリフォト〉を振るう。


    「──冥めい府ふへの橋を渡せ。バチカル、エーイーリー、アクゼリュス、キムラヌート、カイツール、ケムダー、ツァーカブ。〈虹の架け橋セブン・ストレイン〉！」


    　咲さ月つきの精霊たちから七色の光が放射状に伸びていく。七体の精霊を使った広範囲殲せん滅めつ飽和攻撃。七つの属性を内包した波動を放出する魔導だ。


    　真正面にいた敵は自らの放った攻撃ごと飲み込まれ、消えていった。上級者エキスパートは装備品で耐性をつけているが、中級者インコンプリートはすべてに耐性を持っているわけではない。ひとつでも欠けた耐性があれば、〈虹の架け橋〉はそこに喰くらいつき、大ダメージを与える。


    　魔導エネルギーを遮断できる者はおらず、奥まで一瞬で侵食していく。敵の呼吸が乱れるのがわかった。


    「──吹き荒べ、バチカル、エーイーリー、ケムダー、アクゼリュス！　白の煤ばい煙えん」


    　砲撃が終わらぬうちに、炎と氷と木と風の精霊が力を発揮する。


    　水蒸気の煙を生み出し、風によってかき混ぜた。


    「えいやっ！」


    　そこに旭姫あさひの持っていた煙幕弾も追加される。空に打ち上げられて信管が作動すると、煙は一気に広がった。


    「ちっ！　お前ら、空いたスペースを埋めろ！」


    　レトスが忌いま々いましげに後方へ指示を出す。


    　敵ギルドが再配置をしている間に、陽はる翔とたちは咲月の体に掴つかまって空を飛んだ。


    「精霊の攻撃がやまない！」「まだ来るぞ！」「チッ！　早く誰か壁になってくれ！」


    　咲月の配置した精霊が〈虹の架け橋〉を放った方向へ、それぞれ小規模の魔導攻撃を仕掛けている。


    　陽翔たちは生まれた隙すきを逃のがさず、白煙の舞う屋根に降り立って、敵の少ない南西方向に駆け出す。


    　だが、少ないと言っても比較的なだけで、埋め尽くすほどの敵がいるのは変わらない。


    　戦いは避けることができなかった。


    「はあっ！」


    　白煙の中、正確に敵を避けつつ、避けられない敵は闘気をまとった剣で一刀両断。


    　できる限り気付かれないよう静かに、陽翔たちは敵陣を突破していった。


    「これは、自律砲撃だ！　そっちではない！　連中は南西にいるぞ！」


    　レトスの叫び声がこだまする。咲月は小さく舌打ちした。


    「もう気付かれたわね。もう少し精霊が高度な命令を受けられるようになるといいんだけど」


    　次々と背後から敵が襲いかかってくる。


    　煙が出ている分、攻撃はほとんど逸れているが、量が多すぎて避けきれないものがあるのも事実だ。


    　陽はる翔とにも直撃はないものの、掠かすって少しずつＨＰゲージが縮んできている。


    「咲さ月つき！　離れすぎだ！」


    「仕方ないでしょ！　散開してないと避けられないんだから！」


    　さらに間の悪いことに、少しずつ三人の隊列が乱れてきていた。咲月が少しずつ離れていく。


    「喰くらえっ！　旭姫あさひィ！」


    　敵の放った炎が旭姫へと襲いかかった。


    「旭姫ッ！」


    　陽翔はすぐに旭姫の前に立って、闘気を纏まとった拳こぶしで炎を弾き返した。弾き返された炎は放った敵に当たって炎上する。


    　そこへ旭姫を捕縛するための鎖くさりが四方八方から迫った。


    「ええい！　次から次へと……！」


    　鎖を斬って斬って斬りまくる。


    　一本たりとも旭姫の身体からだへと絡ませない。


    「あ、ありがと、陽翔」


    「礼はいい。お前も銃で叩き落とせ！」


    　だが、危機が迫っているのは旭姫だけではない。


    「くっ……！」


    　咲月もまた敵に囲まれ、近接戦闘に巻き込まれている。咲月の防御力は紙に等しい。上級者エキスパート相手との物理戦なら、ひとつでも当たれば致命傷になりかねない。


    「咲月……！」


    　援護をしたくても陽翔自身も手一杯でそちらに意識を割く余裕がなかった。


    　咲月の苦しそうな表情が見える分、助けに行けないことが余計につらい。


    　一瞬、咲月と目が合った気がした。


    「少しでも咲月に近づくぞ！」


    「うん！」


    　陽翔と旭姫が、共に行動を起こしたところで──空に巨大な鉄の網が放たれた。


    「な──」


    　──自分たちをまとめて捕らえに来たか。


    　身構えていると、網は生物のように蠢うごめき、次々と〝サザンクロス〟のギルドメンバーたちを包んでいった。


    　陽翔や旭姫、咲月を避け、敵だけが無力化されていく。


    「ど、どうしたんだ？」


    「味方ってことかしら……」


    「もしかして貴たか法のりかな？」


    　旭姫あさひが嬉しそうに言うが、陽はる翔とは首を振った。


    「いや……貴たか法のりの気配じゃない。あいつのはもっと凄みがあるからな」


    　街を覆っていた煙幕が少しずつ晴れていく。


    　中から現れたレトスは網に捕まってこそいないが、苦い顔を陽翔たちとはまったく逆方向に向けていた。


    　視線を追うと──軍勢。


    〝サザンクロス〟に勝るとも劣らない大人数のプレイヤーたちだ。


    　彼らは揃そろって騎士の如き青銀の装備を身に纏まとい、手首に同色のブレスレットをつけている。太陽に照らされた鎧よろいが、神聖な恩おん恵けいを受けたかのように蒼く輝いていた。


    「〝ブリルソサエティ〟……！」


    　レトスが苛立たしげに口にする。


    　五つあるうちの超位ギルドのひとつの名を。


    「やあ、レトス。こうして直接会うのは久しぶりだね」


    　ひとりの男が柔和な笑みを浮かべてゆっくりと歩いてきた。年は二十代前半くらい。


    　周囲の者たちとは違い、魔導士のような風貌の優男。艶つやのあるプラチナの長髪は気品に満ちており、名のある名家の御曹司であるかのようだった。群青色の装備はどれも精巧で、超がつくほどのレアアイテムであることがわかる。ひとつひとつがギルドホームを買えるほどの値段だ。これほどの装備ならば、防御力も中級者インコンプリートの闘気使いほどあるだろう。


    「天羽あもう陽翔、空く閑が旭姫、碓氷うすい咲さ月つき。君たちも初めまして。ゆえあって助勢させてもらうよ」


    「アンゲルス、貴様……」


    　レトスにアンゲルスと呼ばれた男は睨にらまれながらも、ふふっと笑みを返す。
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    「レトス。街から撤退したまえ。僕らも彼らと話をして、すぐに出よう。それともここを戦場にして、お互い泥沼に足を踏み入れるかい？　もっとも……愚ぐにもつかないことをすれば、第三勢力が喜ぶだけだろうけどね」


    　アンゲルスの言葉に、レトスが憎々しげな顔を作って地べたに唾つばを吐いた。


    「……ちっ。一部の連中がこっぴどくやられてしまったからな。今は貴様の奇襲が成功したことを褒ほめてやる。お前ら！　撤退するぞ！」


    「僕の心奏を発動させずに済んで何よりだよ。網に捕らえた者たちは後ほど解放することを約束しよう」


    　レトスがアンゲルスから旭姫へ視線を移す。


    「旭姫。貴様の力は、必ずオレがいただく。覚悟をしておくんだな」


    「べーっ！」


    　旭姫は指で目ま蓋ぶたを下げて返した。


    　レトスは舌打ちをして去っていく。


    〝サザンクロス〟の大部分が撤退した後、言った通りアンゲルスは網を消して残ったプレイヤーを解放した。彼らは慌ててレトスたちを追いかけていく。


    　陽はる翔とたちは屋根から大通りへと下りた。


    「超位ギルドも色々としがらみがあって大変そうだな」


    　陽翔が苦笑交じりに言うと、咲さ月つきが不満げに口を開く。


    「……〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟は旧世界の頃からいがみ合ってるからね」


    「へー……。って咲月、何で膨ふくれてるんだよ」


    「別に。結局、陽翔は私を助けてくれなかったわね」


    　流し目で恨うらめしそうに陽翔を見る。


    「悪かった。だけど、こっちも旭姫あさひを守るだけで手一杯だったんだよ」


    「それは……わかってるけど」


    〝サザンクロス〟の撤収が終了して街がいつもの平穏を取り戻すと、アンゲルスは陽翔たちにゆっくりと近寄った。


    「さて、改めて自己紹介をしよう。僕はアンゲルス。〝ブリルソサエティ〟のリーダーだ。二代目になるけどね」


    「二代目？」


    「一代目は君たちを目の敵かたきにしていたが僕は違う」


    　陽はる翔とはまったく記憶になかった。襲ってくる相手をいちいち覚えていないのだ。


    「〝ブリルソサエティ〟は二代目になってから、《リユニオン》の中では珍しい節度を持ったギルドになったらしいわ」


    　咲さ月つきが耳打ちしてくる。


    「なんでまた助けてくれたんだ？　……やっぱり旭姫あさひ目当てか？」


    　アンゲルスは首を振った。


    「《リユニオン》は僕──いや、全プレイヤーにとって理想郷だ。乱してほしくないんだよ。だから節度ある管理が必要だと思っていてね。今回の助勢もその一端に過ぎない。〈未来視プロフエアータ〉が本物であれなんであれ、〝サザンクロス〟などに持たせては危険だからね。決して君らを善意で助けたわけではないんだ」


    　彼は欠片かけらも冗談を織り交ぜることなく真顔で語る。


    「こうして醜みにくく競い合わされるゲームであったとしても僕は別の道を──皆が楽しめる理想の世界を見つけたい。ギスギスしながら生きるのはできる限り避けたいからね」


    「まあ、そこは同感だ」


    　センスのある者だけが入ることができ、死ねばゲームオーバー。


    　当然だが、旧世界の頃から《リユニオン》はとてもシビアで、峻しゆん烈れつなゲームだ。


    　ギルド同士の抗争も日常茶さ飯はん事じだし、決闘もところ構わず起こる。一般的に安全エリアなはずの街でも襲われる。


    　それでも、ここは現実では決して味わうことのできないフィーリングに溢あふれていた。


    「正直なところ、歪ゆがみの原因となりつつある君たち──特に旭姫の存在を僕らは無視することができない」


    「……こっちは普通に冒険したいだけなんだがな」


    「残念なことに、過去の名声というものはなかなか消えないのだよ。特に伝説クラスともなればなおさらだ」


    　アンゲルスがゆっくりとした動作で、手を差し出してくる。


    「僕らの庇護下に入りたまえ。そうすれば、世界はまたひとつ正しくなるのだから」


    「……結局、そういう話かよ」


    　庇護下と言いつつも、つまりところ、ただの勧誘だ。


    　暴力を第一手段としないだけ〝サザンクロス〟よりはマシだが、〝スバル〟を──旭姫の〈未来視〉を取り込みたいという目論見は何一つ変わらない。


    　陽翔が内心うんざりしていると、背中越しに旭姫が声を上げる。


    「ぜったい嫌！　あたしたちは〝スバル〟だもん。ギルドの束縛なんて受けたくない」


    　旭姫の答えを聞いて、アンゲルスが失望した表情を作った。


    「愚おろかな……」


    「ここであたしがどう生きるのかなんて、仲間の皆とあたしが決める！　人の指図は受けないよーだ」


    　落胆したように溜息を吐つくアンゲルス。


    「わかった。僕らも君たちを無理に誘うつもりはない。強制もまた歪みだからね」


    　彼は背中を見せて、ギルドメンバーに撤収を伝える。〝ブリルソサエティ〟のプレイヤーたちは続々と街の出入り口へ向かっていった。


    　去り際、アンゲルスが肩越しに振り向く。


    「君たちの存在は世界におけるジョーカーだ。危険な因子であることを忘れないでくれ。もし、世界のバランスを乱すようなことがあったら……僕は全力で君たちを打倒する」


    　彼は陽はる翔とたちを一いち瞥べつし、プラチナの長髪をかきあげて街から静かに去って行った。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「貴たか法のり様。〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が動いたようです。各地に放った者たちから少しずつ情報が入ってきております」


    「続けろ」


    「はい」


    　アルトガーデンから離れた地方都市、ハリスガーデンの一角。


    　そこに貴法のギルド、〝イルミナティ〟のホームがあった。


    　煉れん瓦が造りのこの建物は街のシンボルにもなっており、鋳ちゆう鉄てつの尖せん塔とうが最も高く作られている。宮殿に備えつけられているような巨大な機械時計は、この日もしっかりと時を刻んでいる。尖とがった赤い屋根の下に吊り下げられた大だい時じ鐘しよう──ロンドンのものと同じ名前を名付けられたビッグ・ベンは正午の時報を鳴らしていた。


    　ギルドホームの最上階、リーダー専用の階層で貴法は豪ごう奢しやなエグゼクティブデスクにつき、秘書から報告を聞いている。


    「〝サザンクロス〟が空く閑が旭姫あさひ様を狙い、千人ものメンバーをアルトガーデンに投入したとのこと。中級者インコンプリート七百名、上級者エキスパート三百名とのことです」


    　ピクリと貴法の眉が上がる。


    「ふん。旭姫の力をほしいと思ったのもあるだろうが、旭姫を狙うのを禁じた我々に対する当てつけも多分にあるな。〝イルミナティ〟は超位ギルドの中では新興だ」


    「〝リエンド〟を上位ギルドに失しつ墜ついさせてから間もありません。あの状況下でギルドオーダーを発したのは早計だったのでは？」


    「あのふたりに旭姫を守る力があればそうはしていなかった。だが、咲さ月つきはともかく陽翔はあまりにも役に立たない。であるならば、守るための一手は打たなければならん。それに、両ギルドともいつかは当たる相手だ。それで？」


    「空く閑が旭姫あさひ様たちは抵抗し、三十分ほど耐えたようです。そこに〝ブリルソサエティ〟が乱入し、戦いを収めました。こちらは奇襲をかけて優勢だったようですが、矛ほこをすぐに引いたとのこと」


    「自治厨ちゆうらしい。連中は何の対価もなしに助勢したのか」


    「いえ。三人を庇護下に……と誘っています。断られたようですが」


    「取り込むつもりで来たのか。助けに入ってまで。御苦労なことだ」


    「ただ……去り際に『世界のバランスを乱すようなことがあったら全力で打倒する』と宣のたまったと」


    「はっ」


    　貴たか法のりは小さく鼻を鳴らす。


    「〝ブリルソサエティ〟お得意の『節度ある管理』とやらか。自由な世界で節度だと？　聞いて呆れる。旧世界の頃からろくなことをしないな、連中は。頭が変わっても身体からだが骨まで腐くさっていればどうにもならないということの証左だ」


    「いかが致しましょう？」


    「監視は付けておけ。アンゲルスは上級の心奏使い。プレイヤーの洗脳支配が可能な危険な男だ。恐怖を操るセンスにも長けている。万一の危険を常に考慮するように伝えよ」


    「わかりました。では、そのように」


    　秘書の女性プレイヤーは部屋を出て行った。


    　貴法は首からぶら下げたネックレスを大事そうに握り込む。


    「偽善者め。僕の旭姫を狙うつもりなら、こちらにも考えがあるぞ……」


    　吐き捨てるような呪じゆ詛そが口から溢あふれた。

  


  
    ［間章　追憶 ～the side of Satsuki act.1～］


    



    　それはまだ、子供の彼らが〝スバル〟になる前の話──。


    　アルトガーデンのあるノアキス大陸の西、リシア半島。煉れん獄ごく洞どうと呼ばれる光の届かぬ洞窟に彼らは潜もぐっていた。


    「あはははははははっ！　そーれっ、行け行けー！　全部、私が倒してやるんだから！」


    　簡素なローブに身を包んだ咲さ月つきと共に、九体の精霊が煌こう々こうと輝き、火が、氷が、水が、鋼はがねが、雷が、風が、闇やみが、光が、土が──空間を覆い尽くしていた。


    　魔導の天才。


    　後に【精霊の女王イノセンシア】と呼ばれる片へん鱗りんを存分に見せながら、咲月はダンジョンに出てくるモンスターをいとも簡単に倒していく。


    　陽はる翔とたちは、ほとんどやることがなく咲月のあとを松たい明まつを持ちながらついていくだけだ。


    「おいおい、咲月。俺たちにやることがなくなっちまうぞ」


    「大丈夫よ！　私は強くなったんだから、全部任せておいて！」


    　陽翔が何を言っても、一事が万事この調子だ。


    「やれやれ。咲月のやつ、センスが目覚めて以来、ずっと前衛に居座っているな。僕らの出る幕がないぞ」


    「……で、でも貴たか法のりくん。きっと咲月ちゃんは嬉しいんだよ。今まで……ずっと、皆のフォロー役だったし……。前から、いつも……」


    「いつも？　咲月が何か言ってたのか？」


    　貴法に問いかけられ、ハッとしたように希のぞみはブルブルと首を振る。


    「……私、役に立ってるのかな、って言ってたなんて言えないよぅ」


    　希は誰の耳にも届かないように小さく呟つぶやいた。


    「でも、ホントにすごいよね。咲月。あたしもなんかすごい心奏センスが目覚めないかなぁー」


    　旭姫あさひがあっけらかんと言いながら、咲月を羨うらやましそうに見る。


    「やっちゃえ、ヴルカン！　──覇は炎えんノ閃せん光こう」


    　部屋全体を赤き熱波が覆い、そこに十体はいたはずの獣けものたちを瞬またたく間に灰にしてしまう。


    　圧倒的な力を振るう咲月の表情が、とても生き生きしていたこともあっただろう。誰も咲月を止めることはできない。


    　ただ、明らかに彼女は力に溺おぼれていた。ダンジョンが多少崩れようがお構いなしで攻撃を放ち、大容量の魔力に任せて精霊たちを使役している。制御に苦労をしているのか、流れ弾が来ることも珍しくなかった。


    　大丈夫なのかと不安になるが、今の彼らは咲月を諫いさめる言葉を紡つむげない。


    　彼らはまだ小学生であり、多弁な口を持っていないし、このダンジョンは咲さ月つきが覚かく醒せいしたからこそ、攻略に乗り出せたのだ。


    「おい！　咲月！　前に出すぎだって！」


    「大丈夫よ！　今の私に怖いものなんてないもん！」


    　陽はる翔との制止は耳に入れず、咲月はひとり通路を光の精霊で照らしながら突き進み、大量のモンスターたちを次々に屠ほふっていく。


    　付き従う精霊たちは敵が現れた端から瞬時に対応し、咲月に一ダメージたりとも喰くらわせない。攻撃にも防御にも隙すきがなかった。


    　しかし──その程度で攻略できるほど、《ユニオン》という世界は甘くない。


    　一体、白い毛玉のような雑ざ魚こモンスターを火で倒した瞬間──爆発したかのように周囲に煙を撒まき散らした。完全に視界が奪われ、モンスターの位置が把握できなくなってしまう。


    　そして、咲月は突出して背中ががら空きだった。目の前の敵を屠ることに夢中になるあまり、背後から敵など来ないと思い込んでいた。


    　粘性の塊かたまりのモンスター──ダークローパーがそろそろと忍び寄り、生はえた触手を伸ばして一気に襲いかかる。


    　六本の触手が、咲月の手足と首、さらに胴に巻き付いた。


    「えっ!?　こ、こんなもの──」


    　振り解ほどこうとした瞬間──手足に電撃が迸ほとばしる。


    　ローパーの攻撃など大したダメージにはならない。まだまだ咲月のＨＰには余裕がある。


    　だが、問題はダメージではなかった。


    　麻ま痺ひ。全身がステータス異常を起こした。指も口も、何も動かせない。完全に力が抜けてしまったが、触手は彼女の身体からだを支えており、倒れることを許さなかった。


    　指示がなくなったことで、精霊たちは攻撃行動も防御行動も行わない。精霊に自律行動をさせる方法を知るのはもっと未来の話だった。


    　白煙がゆるやかに散り、生き残っていたモンスターたちが、無防備な咲月に迫る。


    　抵抗すらできず──あとはＨＰを削けずられてゲームオーバーだ。


    （やだ、やだやだやだ！　こんなところで……！）


    　助けを呼ぼうにも口が動かない。


    『ガアアアアアッ！』


    　獣けものたちの鋭利な爪が、凶暴な牙きばが、強きよう靱じんな尻尾しつぽが、口から吐かれた炎が咲月の身体へと殺到する。今まで無残に殺された仲間たちの恨みを晴らすかの如き、殺気を纏まとって。


    （助けて……。誰か、助けて……！）


    　濡れた瞳ひとみをギュッとつむった瞬間──一筋の剣けん閃せんが燦きらめいた。


    「はああああああああああああああああああああああああっ！」


    　陽はる翔とが咲さ月つきの目の前に躍り出る。


    　無数の爪を剣で弾き、鋭い牙きばは腕を咬かませて受け止める。


    　すべてを無力化することは叶わない。尻尾しつぽは陽翔の胴体を貫き、迫る炎が陽翔の身体からだを焦こがしていった。


    　もちろんダメージに痛みがあるわけではない。だが、それは心に痛みを与えるような凄せい惨さんな光景だった。


    「闘気使いを──舐なめるなぁ！」


    　絞しぼるように闘気を剣に集中し、刃を横に薙なぐ。


    　モンスターたちの身体を一気に斬り裂いた。


    　しかし、ダメージを与えただけで蹴け散ちらしたわけではない。


    　当時の陽翔は、咲月ほどの力を持っているわけでもないのだ。


    　それでも彼は自身を盾にして、正眼に剣を構える。


    （なんで──）


    　陽翔が攻撃に晒さらされるが、どれだけ傷つこうと咲月の身体へは決して届かせない。


    （死ぬかもしれないのに……どうして）


    　陽翔は昔から、世話焼きで守りたがりで、おせっかい。


    　ここまで早く追いついたのは、闘気を使って身体能力を上げたからだろう。


    「こいつに噛かみつくなら、俺を倒してからにしろ！」


    　剣を横にして狼おおかみ型モンスターの牙を抑えながら叫ぶ。


    　これだけのモンスターに囲まれて絶望的だというのに、陽翔は何ひとつ諦あきらめていない。


    　乱戦の最中、一本、また一本と咲月を縛る触手を斬り裂いていった。


    　そして──銃声が響く。


    　弾丸は銛もりのような形に変化し、数体のモンスターを貫いた。


    「お待たせ！」「派手にやってるねぇ」


    　旭姫あさひと、クライヴだった。後ろには貴たか法のりと希のぞみもいる。


    　六人が揃そろえば、さしものモンスターたちも迂う闊かつに手を出せない。


    　異形の怪物たちは形勢不利と判断したか、そろそろと陽翔たちを見ながら距離をとって、その場から去って行った。


    「ふぅー……っと、あぶね！」


    　触手から解放され、倒れ込む咲月を陽翔は支える。


    　身体の麻ま痺ひは解けていないが、喋しやべれるぐらいには回復していた。


    「な、なんで頼んでもいないのに助けたのよ……。別に、私ひとりでも充分だったのに」


    　心にもない言葉を言ってしまう。


    　ただ悔しくて、情けなくて。


    　下らないプライドを守るために、強がってしまった。


    　陽はる翔との身体からだはひどく傷つき、そこかしこから血が流れている。群がるモンスターは怖くなかったのか。牙きばや爪に足は竦すくまなかったのか。ゲームオーバーに怯おびえたりしなかったのか。自分のために、彼は傷ついてしまった。


    「陽翔はどうして……危険だって、わかってたでしょ！　死ぬかもしれなかったんだよ!?」


    「そんなの決まってるだろ」


    　陽翔は迷うことなく、笑顔を返す。


    「どれだけお前が強くなっても、咲さ月つきの盾たてになるのは俺の役目だからな」


    　まったくの照れもなく、真顔で。彼はそう言った。


    　咲月の心臓が跳ね上がるほど脈を打つ。


    （なんだろう。心臓のあたりが、どくんどくん言ってる……）


    　まだ彼女はその感情の名前を知らない。


    　だけど、渦巻く気持ちを理解するのに、そう時間はかからなかった。

  


  
    ［第二章　不協和音］


    



    　二大ギルドとの抗争があってからログアウトして、翌日の朝九時。


    　陽翔がいつも使う最寄り駅の改札前は、多くの人で賑にぎわい、次々とシャッターが開き商店の営業が始まっていた。


    　スーツを着た大人たちは忙しそうに店の前を行き交っている。一分一秒でも惜しむように。疲れた顔をしながら汗だくになっていた。


    　逆に若者たちは夏休みだからか、友人とのひとときを満喫しているかのように笑顔の者が多い。熱中症を起こしそうな暑さもお構いなしだ。夏のコントラストがあまりにも強い。


    「ネトゲみたいだよな……。ガチ勢とエンジョイ勢というか」


    　こうして眺めていると、現実と虚構が曖あい昧まいに思えてくる。


    　エフェクトが出ていない、あるいはモンスターがいない。それらゲームならではの虚構がなければ、《リユニオン》との区別がつかなかった。人の造形も、風景も、温度も、質感も。汗の流れ方や感触すら、まったく同じに見える。


    　人の身体を構成しているものをすべて情報と化し、感覚をデジタルの中で再現する技術が誕生したのは陽翔が生まれた年だ。ヴァーチャルをリアルに追いつかせたのが《ユニオン》のスタッフチームであり、これらが技術革命となって広がるのはすぐだった。


    　ＮＰＣの積んでいるＡＩも絶え間なく進歩を刻んでいる。完成度の問題はあるが、それも少しずつ向上していた。現時点で倫理的な問題はあるだろうが、死者が完全再現されるのも遠い日ではないだろう。《リユニオン》はまさにデジタルの中に作られたもうひとつの現実だ。


    　虚構が現実を追い抜く日が、いずれ来るのかもしれない。あの世界を体験してしまうと、誰もが現実をとても生きづらい空間だと考えてしまうのだ。《ユニオン》時代に縁のあったプレイヤーたちも「こっちの世界で生きていたい」と言っていた。本気だったかどうかは、当時の陽はる翔とにはわからなかったが。


    　陽翔は寄りかかっていた柱から身を起こして振り返る。そして力を込めつつ、ゆっくりと拳こぶしを当てた。ゲームでは簡単に破壊できる柱も、ここでは物理法則に阻はばまれる。爽快感など何もない。


    「何やってるのよ……」


    　呆れたような声に慌てて振り返ると、ようやく待ち合わせ相手がやってきた。


    　薄い水色のノースリーブに、生き地じの軽そうな短めのスカート。小さな鞄かばんを肩に提さげている。急いで来たのか少し額ひたいに汗が滲にじんでおり、ハンカチで拭ぬぐっていた。


    「よ、よう、咲さ月つき……」


    　陽翔は慌てて拳を引っ込める。


    　咲月を見て、急に心臓がドキドキと高鳴った。


    　そんな陽翔の姿を不審に思ったか、咲月は近づいて陽翔の顔を下から覗のぞき込む。


    「どうしたのよ。何でいきなり目を逸らしてるの」


    　言えるわけもない。私服姿に見み惚ほれてしまっただなんて、そんな歯の浮くような台詞せりふを口にできる甲か斐い性しようはなかった。


    　未だに跳ねっ返りだった頃の印象が強く、ギャップの生み出すインパクトはとても強い。自分よりも、幾つか年上の大人に見えてくる。


    　自分の姿を見て、適当に服を着てきたことにじわじわと後悔の念が湧いてきた。


    「どうせ、またゲームでやってるみたいに壊そうとしてたんでしょ。それで昔、拳を痛めたの忘れたの」


    「な、なわけねーだろう。ガキじゃねーんだから。ゲームとリアルをごっちゃにはしてねーよ」


    「どうだか。子供の頃、私に『今のお前だったら空飛べんじゃね？』って言ってきた前科があるでしょ」


    「うぐ……。まだ覚えてたのか」


    　こういうお叱しかりを受けると、やはり咲月だなと安心してしまうのが、陽翔としては妙な気分だった。


    「ほら、行こうぜ」


    　恥ずかしい黒歴史をさらに掘り返される前に陽はる翔とは歩き出す。


    　咲さ月つきは陽翔の右隣に並んで肩を寄せた。


    「悪いな。付き合わせて」


    「別にいいわよ。私も買わなきゃいけないと思ってたし。結構、高いけど大丈夫？」


    「お年玉が残ってたからな。特に使うようなものもなかったし。で、何を買えばいいんだ？」


    「今だと最新機種はエンセファロンⅢね。起動が早くなってるのと、通信容量の上限が上がってるみたい。もっとも、初代のものでも推すい奨しよう環境を満たしてるはずだけど」


    「だけど、ネットで噂うわさされてたからな。ハードが古いと初期動作がコンマ数秒遅れるんじゃないか……って。最新のプログラムを処理し切れてないとかなんとか」


    　陽翔の使っているエンセファロンは、《ユニオン》の発売と同時に流通に乗った当時の最新ハードだった。それから三年後にⅡが出て、今はⅢが出ている。


    　エンセファロンⅡは《ユニオン》がサービスを停止したことと、《リユニオン》が出るまでキラータイトルもなかったことで、販売には苦戦したとのことだった。


    「今、俺が戦ってる時の変な感覚はそれが原因ってことも考えられるしな」


    「動きの隙すき間まに妙な違和感ってやつ？　でも、道具を言い訳にするのも格好悪くないかしら」


    「重々承知だよ。でも、今後のことも考えて、可能性は見み出いだすか、潰すかしておきたい。ハードが古いせいじゃないとわかるだけでも充分だろ？」


    　自身が原因か、機械が原因か。明確にするだけでも意義がある。


    「そこまで大きく変わらないと思うけど……」


    「少しでも有利になれば御おんの字だ。起動が早くなるなら、それだけでもいい」


    「ま、陽翔らしいわ」


    　咲月はクスッと小さな笑みを浮かべた。


    「今日は随分と機嫌がいいな、咲月」


    「そ、そう？　そうでもないけど？」


    「いつもより顔が明るいぞ」


    「そ、そんなことないし」


    　恥ずかしがるように陽翔から目を逸らす。


    「でも、昔みたいに陽翔と一緒に出掛けられるのは少し嬉しいかな」


    「そうか？　まあ、こうして外に出るのは懐なつかしい気がするけど」


    「……別に深い意味はないからね？」


    「深い意味って何だよ」


    「き、聞き返さないでよ！」


    　軽口を叩きながらふたりは駅の傍そばにある家電量販店に向かう。七階にあるゲーム売り場までエレベーターで上がると、たくさんの子供や高校生たちで賑にぎわっていた。


    　家族、あるいは友人と話しながらゲームのパッケージを手に取ったり、ゲームのデモを巨大なディスプレイで見たり、コントローラーを持ってデモプレイを楽しんでいる。


    　没入型のゲームタイトルはどんどん増えているが、ディスプレイ型のゲームもまだまだ根強い。またオールインワン・コンピュータ端末──Ｗｉｔｈウイズによるゲームも大量に制作されている。


    　そして、ダウンロード販売が一般的になり、携帯するデバイスで大容量のムービーを見ることができるようになっても、店に直接来てソフトを見たり買ったりする層は決して消えなかった。


    『ダウンロード販売のソフトはプレイした後、お店に売れないじゃない』とは、親しん戚せきの叔母の言葉だ。陽はる翔とは物心ついた頃からダウンロード販売のソフトしかプレイしておらず、そんな発想がなかっただけに目から鱗うろこが落ちた。


    「エンセファロンはあっちね」


    　咲さ月つきに誘導されて、陽翔は売り場へと足を運ぶ。


    　青い箱に入ったエンセファロンⅢが棚にずらりと並んでいた。箱にはハードの写真が載っており、初代と比較すると全体的に引き締まったイメージだ。裏には機能について書かれており、重さを確認すると半分ぐらいになっている。


    　初代も青い箱に入っていたことをふと思い出した。クリスマスプレゼントとして、枕元に置かれていた時は感動したものだ。


    「ん？　これ、写真間違えたのか？」


    　並んでいる中にひとつ、形状の違う写真のものを見つける。Ⅲに比べるとかなり無骨で、大きさがまったく違った。


    「ああ、それはⅡだわ。売れ残りかしら」


    「なるほど。道理で。右上にⅡって描いてあるな」


    　箱を手に取って持ち上げる。初代よりも重いようで、Ⅲの箱を持った後だとかなりの重量を腕に感じた。


    　箱を裏にして機能が書かれた箇所を調べる。


    「あれ？　Ⅲと大して変わらない……っていうかⅡの方が一部、性能よくないか？」


    「そうなの？　いまいち私にはわからないけど」


    　そっちの話をするなと言うように嫌そうな顔で首を振る。思えば《ユニオン》の初期設定は陽翔が代わりにやったのだ。咲月は教えたことはすぐにできるが、最初のタイミングで手間取る。初めての時、「この黄色いボタン押したら、いきなり火花散らしたりしない？」と普段とは打って変わってビビりまくっていた。


    「積んでるＣＰＵの性能がかなり凄いな。省エネからは程遠いけど。メモリも、バスクロックが超一級品だったのにコスパがよくなくて市場から駆く逐ちくされたやつに似てる。通信に関しても申し分ないな。電子サーキットはⅢと同じだ」


    「……何言ってるのかわからない。それ暗号？」


    「要するにⅢに比べて、パワーだけで言えば上ってことだよ。そうか。Ⅱでも性能は申し分ないけど、Ⅲは省エネと軽量化に力入れたんだな」


    「でも、Ⅲの方が小さいし、取り扱いやすいじゃない」


    「まあな。だけど──」


    　陽はる翔とはⅡの箱を手に取った。


    「俺はこれを買うよ」


    「本気？　最新型じゃないわよ？　ログアウトした時、首疲れないかしら……」


    「俺は少しでもいいものを買いたい。省エネも発熱も興味ないしな」


    「陽翔がいいなら別にいいけど……私はⅢを買うからね」


    　レジに並んでそれぞれ購入し、紙袋に入れてもらって店を出る。


    　外では凄まじい日射がふたりを襲った。待ち合わせから一時間しか経っていないのに、気温はぐんぐんと上がっている。何もしていないのに汗が噴き出てきた。


    「陽翔。このあとどうするの？　……もう帰る？」


    「いや。咲さ月つき、もう飯食ったか？」


    「食べてないけど」


    「ならちょっと早いけど、昼飯に行こうぜ。付き合ってくれたお礼に奢おごるからさ」


    「……いいの？」


    「いいよ。ⅡはⅢに比べて安かったから、お金も浮いたしな。どこかいい店知ってれば、そこに行こうぜ」


    　咲月がぱああっと華やいだ笑みを浮かべる。


    　その表情に、陽翔は不覚にもドキリとする。


    「ありがと！　じゃあ、行きたいお店があるんだ」


    



    



    　陽翔が連れてこられたのはお洒しや落れなスイーツショップだった。


    　椅い子すや机も白で清らかさを前面に出しつつ、欧風サロンのような雰囲気を醸かもし出している。スイーツメインではあるが、ランチも一応あるらしい。


    　店内は女子ばかりで、陽翔からすると居い心ごこ地ちが悪かった。野や暮ぼったい服装をしていることが本当に悔やまれる。服だけで改善できる問題なのかはさておいて。


    　席に着くと、ウェイターがやってきて丁てい寧ねいな動作で水を置く。


    「俺、カルボナーラで」


    「私は期間限定の、三種のケーキセット」


    　愛想よく頷うなずき、ウェイターは下がっていった。


    「……昼にケーキを食うのかよ」


    「け、ケーキだってご飯だもん。お腹の中で最終的には糖質に変わるんだから、何食べても変わらないわよ！　前に来た時、これともうひとつの限定と迷って……」


    「いや、知らんし……。お前がいいなら、俺も文句は言わんけど」


    　しばらくすると頼んだ陽はる翔とのパスタと、咲さ月つきのガトーショコラ、キルシュトルテ、リンゴタルトが載ったケーキセットがやってくる。


    　三つのスイーツを前にして、咲月の目が輝いていた。


    「えへへ。美お味いしそう」


    「……確かに美う味まそうだな」


    　色彩豊かなスイーツはとても食欲をそそる。頼む理由もよくわかった。
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    　物欲しそうな顔をしてしまったからか、ケーキに向かう咲月のフォークが止まる。


    「……いる？」


    「え……。いや、夕方ぐらいならともかく、昼だし」


    「別にいいのに。ほら」


    　そう言って咲月がリンゴタルトをフォークで切り、こちらに向けて差し出してくる。


    　そのまま食えということだろうか。陽翔が気まずそうにまごついていると、咲月が頬ほおを朱に染めてその手を引っ込めた。


    「や、やっぱりあげない！」


    「それは別にいいんだが……三つも食ったら太らないか？」


    「大丈夫よ。私、太らない体質だし」


    「そういう人間に限って体脂肪が──」


    「何か？」


    「いや、なんでもないです。はい」


    　女子がデザートを食べる前に、体重の話は御ご法はつ度とだ。妹に何度も釘を刺されている。


    　ガトーショコラにフォークを入れる咲さ月つきを前に、陽はる翔ともフォークでパスタを巻きながら口に運ぶ。


    　ランチにも力を入れているのか、舌触りがなめらかでなかなかに美う味まかった。


    「どう？」


    　咲月が不安そうに尋ねてくる。店に連れてきた手前、陽翔がどう思っているのか気にしているのかもしれない。


    「いや、美味いよ。いい店知ってるな」


    「そうでしょ？　友だちと前に来たんだ。ランチは頼んだことなかったから心配だったけど。気に入ってもらえたならよかったわ」


    「でも、来る機会はそうそうねぇよ」


    「なんで？　男同士だとやっぱり気き後おくれするってこと？」


    「俺、学校に友だちいねーし。襲ってきたふたりとも、もともと仲がいいわけじゃないしな」


    「……あ、そう」


    「いや、そこで気まずそうな顔しなくてもいいよ。自業自得だし。むしろ、お前の学校生活を聞かせてくれ」


    「別にいいけど、つまらないわよ。私の学校での話なんて」


    　ふたりで昼食に舌した鼓つづみを打ちながら、何気ない会話を交わす。


    　昔なら絶対にしないような話だった。小学生の頃はお互い常に一緒にいたこともあって、情報はほとんど共有されていた。


    　こうしてこれまでの話をしているのはとても新鮮で、まだ若くとも年を重ねてきたことを実感する。


    「ごちそうさまでした」


    　陽翔に遅れて咲月が食べ終わると、静かに食後の紅茶を口にした。


    「昔はこういうお店に憧れてたけど、一度入っちゃうとなんてことなくなるのよね」


    「子供の頃に抱いたものって、そんな感じだよな。めちゃくちゃ美味いマカデミアンナッツをいっぱい食べたいって思って、高校に入ってからたくさん買ってみたけど満たされなかったし」


    「旭姫あさひも『山のような生クリームを食べたい』なんておかしなこと言ってたっけ。……懐かしいな」


    　咲さ月つきの言葉に罪悪感に縛られたように陽はる翔との顔が愁うれいを帯びる。


    「旭姫のやつ、大丈夫かな……」


    「どうしたのよ、藪やぶから棒に」


    「いや、結局ログアウト方法も見つからないし、夜はずっとあいつひとりにしてるわけだろ？　寂しがってないかなって」


    　咲月が不機嫌そうに唇くちびるを窄すぼめた。


    「……ゲーム世界じゃないのに」


    　まるで夢心ごこ地ちから、強引に現実へと引き戻されたかのように。


    「陽翔は四六時中、旭姫のことを考えてるわけ？」


    「考えざるを得ないだろ。今日のこれも成果が得られなければ、時間を浪ろう費ひしてるみたいで旭姫に悪い気がするし」


    　自分との時間を無駄と言われたように感じたのか、咲月の表情がさらに険けわしくなる。


    「今日は遅れるってちゃんと言っておいたでしょ。旭姫を心配するのもわかるけど、陽翔はもう少しリアルの自分のことも心配しなさいよ」


    「大丈夫だよ。俺の心配なんていい。ずっと向こうの世界で生活しなきゃいけない旭姫のことを心配してやってくれ」


    「大丈夫だよって……なんで自分のことになると、おざなりになるのよ」


    「自分のことをおざなりにしてるつもりはないけど……今、優先するべきは旭姫のログアウトだからだろ」


    　咲月は何を言っても無駄と悟ったのか口を噤つぐんだ。


    　陽翔の言っていることは正しい。最優先事項は咲月だって同じだ。


    　しかし、それでも心の中のもやもやが消えないのか、咲月は不満げに目尻を引き攣つらせる。


    「ねえ……正直に言うけど、私たちの手に余ってない？」


    「どうしたんだよ、唐突に」


    「旭姫のことを、運営や、もしかしたら警察にも言った方がいいんじゃないの。あと……旭姫の親御さんにも。私はゲームのシステムのことなんてさっぱりだし、ゲームの中から解決できるかどうかなんてわからないじゃない」


    　語るのに迷いもあったのだろう。瞳ひとみが震えていて落ち着かない。瞬またたきも多かった。


    「俺はあいつに会ってからすぐに運営に言ったぞ。もっとも旭姫のアカウントがないって簡素に返されただけでなしのつぶてだった。あれはまったく信用してないな」


    　Ｗｉｔｈウイズを取りだしてメッセージを見せた。サーバー側で共有されているデータはゲーム内だけではなく、一部のデータはこうしてリアルの方でも閲えつ覧らんすることができる。


    　そこには簡素に、『空く閑が旭姫あさひ様のアカウントは登録されておりません。もう一度ご確認のほど、よろしくお願い申し上げます』と表示されている。


    「スタッフが中にいるわけでもないからな。直接訴えることもできない」


    　プレイヤーに紛まぎれ込んで調整や確認のためにゲームをプレイしているはずだが、明かされることはない。かつてＭＭＯＲＰＧで存在していたゲームマスターという枠は《リユニオン》にはいないのだ。運営はプレイヤーに関わるのを極力避けている。


    「警察にも信じてもらえるとは思えん。ゲームの中で、死んだ女の子が復活してたとか、絶対ゲームのやりすぎって言われるだけだ。前例がない以上、笑われて終わるだけだろ。事件性がないと思われてる事故を蒸し返すにはもっと情報が必要だし、今の状況で蒸し返して旭姫のおばさんたちに伝えるのは……」


    「確かに、難しい問題だけど……」


    「だから旭姫のおばさんに直接言うのも悩ましいところなんだよな。会わせたい気持ちもあるけど、親御さんがセンスチェックを通れるかどうか。旭姫がいるから《リユニオン》に入ってみませんかって言ってもまず信じてもらえないだろうし」


    　咲さ月つきの表情が陽はる翔との言い分を責めるような、そんな目つきになる。


    「随分と旭姫の存在を明かすのに否定的なのね」


    　少し言葉に棘とげがあった。普段よりも言葉尻がキツい。


    「それって何。旭姫を独り占めしたいとかそういう気持ちなの？」


    「何言ってんだよ。軽率な真ま似ねをして後悔するのは絶対に嫌なだけだ。あいつが事故に遭って、またゲームオーバーになった場合、どうなるかわからないんだぞ」


    「そんなのわかってるもん！」


    　咲月は荒々しい語気で言い放つ。


    　陽翔は意外だったせいか、目を見開いた。


    　周囲の客たちが一斉にこちらを向く。


    「……あ、す、すみません」


    　咲月は周囲に謝罪しながら、肩を落として項うな垂だれた。


    　ふたりの間に気まずい空気が漂う。


    　周囲の客たちの微かすかな会話だけが耳に響いた。


    「……ごめん、陽翔」


    　すぐに咲月が言いすぎたと思ったのか、申し訳なさそうに頭を下げる。


    「いや、気にしないでいい」


    「でも……」


    「見つけよう。あいつがログアウトできる方法を。真相を俺たちで解き明かすんだ」


    　咲月は少し躊ちゆう躇ちよしながら、戸惑い気味に頷うなずいた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　エンセファロンⅡと初代を無線で接続し、一部のローカルデータやアカウントデータの引き継ぎを行う。《リユニオン》のデータはほとんどサーバー側にあるが、こうしてデータ移行をした方が多少は早い。


    　処理完了のＳＥをⅡから聞き取って、陽翔は頭に被る。初代よりも体感的には二倍ぐらい重い気がした。それでも背もたれにヘッドレストがある分、楽ができる。


    「アクセス」


    　初代よりもずいぶんとうるさいファンの音が響いた。ＣＣＦＬ冷陰極管インジケーターランプの明滅が初代よりも早く、あっという間に《リユニオン》を起動させる。


    「《リユニオン》、アクティベーション。ログイン」


    『登録名、天羽あもう陽はる翔と。ログインします』


    　その瞬間、昨日よりも早く旭姫あさひの泊まる宿屋へと視界がフェードした。体感的には一秒か、二秒ぐらい早くなった気がする。


    　少し身体からだを動かしたりしてみたが、神経の伝達速度がより直接的になった気がする。戦闘に入ればより顕けん著ちよになるだろう。もっとも、感覚のズレが解決できただけで闘気のセンスが戻ってきたわけではないが。


    「あっ、陽翔も来た。遅いぞー」


    「昨日、遅くなるって言っただろ」


    　振り向くともうすでに咲さ月つきも来ており、旭姫と一緒にベッドの縁ふちに座っている。


    　ただ、その頭には巨大な青いリボンがこれ見よがしについていた。蝶ちようのモンスターを手懐けたのかと思うぐらい大きい。


    　陽翔の視線に気付いて恥ずかしそうに俯うつむき、不機嫌な顔になる。


    「咲月。なんだ、それ」


    　咲月は頬ほおを染めながらキッと陽翔を睨にらみつける。


    「え、エンセファロンⅢの特典装備よ！　悪い!?」


    「い、いや。悪くないけど」


    「つけてるのは魔力の消費を抑えてくれるからであって、別に気に入ってるからじゃないから！　何の用途もない雰囲気アイテムじゃないからね!?」


    「わかったわかった。でも、似合ってるんだから、いいと思うけどな」


    　咲月の頬がさらに紅潮していく。


    「そうだよねーっ。可愛いよね。チョウチョの妖精さんみたいで！」


    「可愛くないもん」


    　消え入りそうな声で否定するが、旭姫あさひはずっと褒ほめっぱなしだったらしい。咲さ月つきは居い心ごこ地ちが悪そうに膝ひざに置いた手をもじもじとさせていた。


    「いいから！　とにかくさっさと行くわよ！」


    　咲月はすっくと立ち上がり、部屋を出ようと扉に向かう。


    「行くのはいいけど、どこに行くんだよ」


    「人捜しの情報屋探すんでしょ」


    「まあ、それはそうなんだが……」


    「それ以外に、何かやりたいことがあるわけ？」


    　足を止めて振り返り、咲月は陽翔に水を向けた。


    「昨日のエリシアについての話なんだが」


    　陽翔が言うと咲月が不機嫌そうに眉を顰ひそめる。旭姫もあまり乗り気ではなさそうだ。


    「何。彼女のことを蒸し返すの？」


    「蒸し返すってのは、決着がついたものをもう一度、問題にするってことだろ。あいつについてはまだ全然解決してない」


    「そうだけど……」


    　エリシアが昨日残した言葉は、『旭姫。記憶から引き出したまえ。君の力──それが発動した思い出深き場所を』という、曖あい昧まいなようで具体的なものだ。


    「旭姫。覚えてるか？　……〈未来視プロフエアータ〉が初めて発動した場所を」


    「うん、もちろん覚えてるよ。天てん至し塔とう！　あそこってすごい綺麗な場所だったよね！　天てつ辺ぺんからの眺めが、うわあって感じで！」


    「うわあっ……って。どういう感じだよ」


    　はしゃぐ旭姫に呆れた視線を向けていると、横目にちらりと微妙な顔をした咲月が映った。


    「咲月。どうかしたか？」


    「えっ、あ……ううん。なんでもない。天至塔……、天至塔よね」


    「そこに行ってみないか？」


    　咲月はやはり煮えきらない様子で、


    「それって……エリシアって女を信じるってこと？」


    「まさか。心の底から信頼なんてできないな」


    「だったら……」


    「だけど、前回のダンジョンで曲がりなりにも一歩進めたことは事実だ」


    「あんなヒドい目にあったじゃない。〈無垢なる闇プルガトリオ〉が復活して。まさか三人で戦う羽目になるなんて思ってなかったわよ」


    「だから準備はしておこう。幸い、始めたての頃ならともかく、今の俺たちならあそこは余裕だろ。それともダンジョンが変わってたりするのか？」


    「そんなことはないはずだけど……」


    　咲さ月つきはあまり乗り気ではなさそうだ。


    「旭姫あさひのことを心配するのはわかるけど……虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずって言うしな。何かしら罠があることを前提として準備していけば、今の俺たちならそうそうやられはしないさ」


    　咲月は腰を浮かそうとしない。


    「行きたくないのか？」


    「い、行きたくないわけじゃ……」


    「無理しなくてもいいぜ？　俺と旭姫のふたりでも、たぶん攻略だけなら──」


    　瞬間、動揺したように咲月の身体からだが強こわばる。サッと顔が紅潮した。


    「だ、大丈夫よっ！　決まったのならさっさと行くわよ！」


    　怒った様子でずんずんと足早に部屋を出て行き、陽はる翔とと旭姫は顔を合わせて怪け訝げんそうに首を傾かしげた。


    



    　豊穣の大地、ノアキス大陸。最東端に聳そびえ立つ三十階層からなる巨大なダンジョン。


    　──天てん至し塔とう。


    《ユニオン》はサービスを開始してから幾度となくイベントを開催し、大なり小なりダンジョンを追加してきたが、天至塔は最初から存在する十三のダンジョンヒストリカル・サンクチユアリのひとつだ。一層一層がとても高く、天井は床から常に三十メートル以上離れている。全長は記録によると一キロ近い。


    　このダンジョンには初心者ルーキーが中級者インコンプリートに上がるために必要なものがすべて揃そろっている。敵の強さ、装備、対応法、戦術、所持アイテム、罠の見破り方、マッピング。まさに登竜門とも言える場所。当然、センスも求められる。


    　中はアイボリーの石で築かれており、窓はなく、八角形の塔の中は迷路のように入り組んでいた。最上階にいるボスモンスターを倒すことが目的となる。不可視のバリアが張られており、空を飛ぶ、外壁を登る、転移で中に入る……といった攻略法は採ることができず、一階の扉以外に侵入する方法はない。


    「はっ！」


    　通路内で陽翔が剣を一いつ閃せんすると、腰ほどまである黒色の鳥類──形だけ見れば寸胴なヒヨドリに似たモンスターが胴体を真っ二つにされて、羽毛を撒まき散らしながら床に伏す。


    「次！」


    　標的を切り替え、剣を構え直す。


    　狙うはもう一匹の鳥だが──陽翔を飛び越えるように羽ばたき、振り返ることなく奥へと引っ込んでいった。


    　逃げた後、モンスターを大量に連れてくるタイプなら逃がすのは愚ぐ策さくだが、あの鳥モンスターの習性は心得ている。敵かなわないと悟って逃走しただけだ。


    「手応えがないな」


    　昔はあの鳥が一匹出てきただけで、嘴くちばしや脚あし、吐き出す唾だ液えきによって動きを制限されて瀕ひん死しになったものだが、レベルが足りずとも今の陽はる翔とには溢あふれんばかりの闘気がある。


    　全盛期には届かずとも、通常のＡＩしか積んでいないモンスターであれば苦戦もしない。背後から来ようとも、陽翔の闘気は敵の存在を感知するし、咲さ月つきや旭姫の援護もある。


    「昔はここを攻略しようって必死だったよね」


    　旭姫あさひが代わり映えのしない周囲を見渡して、懐かしむように言う。


    「お前が一番必死だっただろうが。中級者インコンプリートになるのー！　って」


    「えー。そうだったっけ～？」


    　メンバー全員がまだセンスを覚かく醒せいさせておらず、光り輝く〝スバル〟ではなかった時代。


    　あの頃は、強い上昇志向が全員の中で炎のようにくすぶっていた。


    　レベルが上がれば強くなれる。センスが向上すれば苦戦していた敵を倒せる。強敵を屠ほふれるようになれば、まだ見ぬ大陸へ行ける。謎なぞのダンジョンへ行けば面白い装備が手に入る。あらゆる未知が、彼らを次のステージへと駆り立てた。


    　もっと前へ、もっと先へ。


    　陽翔たちは一足飛ばしで冒険をしていた。傍はたから見れば生き急いでいると思われていたかもしれない。


    「ここを攻略した時って、確かもう咲月はセンスを覚醒させてたよね？」


    　壁に木を打ち付けただけの階段を上りながら、旭姫が後ろにいる咲月に水を向ける。このやけに長い階段にはモンスターが出ないため、警戒心も薄かった。


    「え、ええ。そうね」


    「あの時の咲月、凄かった！　九体ぐらいの精霊を自由自在に操って、敵をやっつけてたもんね！　咲月がいなかったら、ここの攻略なんて無理だったよ」


    「そもそも咲月が覚醒したから目め処どが立ったわけだしな」


    「……別に、そんなことはないでしょう。遅いか早いかの違いでしかないわ」


    　陽翔も少しずつ当時のことを思い出す。


    　当時、咲月はセンスをいち早く覚醒させて波に乗っていた。


    　精霊を複数体同時に扱うという離れ業わざを見せて、周囲を殲せん滅めつする様は中級者を飛び越え上級者エキスパートに比ひ肩けんしていたように思う。事実、魔導の頂点に立つのに、さほど時間はかからなかった。


    「あの頃はセンスが強くなっただけで、制御する術すべを持たなかったわ。だから私の中では初心者ルーキーのままだったわよ」


    　大容量の魔力に、複数の精霊を同時に扱う頭脳。


    　それがあってもなお、心はセンスに影響を及ぼす。咲月は簡単ではないことをよく知っていた。


    「結局、私が突出して皆に迷惑かけたんだから」


    「でもでも！　ホントに強かったよ」


    「強いっていうのは、火力が高いことを言うんじゃないわ。状況に合わせて適切な行動ができることを言うの」


    　思い出したくないのか、眉根を寄せて自分自身に言い聞かせるように呟つぶやく。


    「ほら。早くしなさい。さっさと最上階まで行くわよ」


    　咲さ月つきは脇目も振らず前だけを見て罠などお構いなしに進んだ。飛んでくる矢や炎を精霊たちが冷静に跳ね返している。


    　陽はる翔とと旭姫あさひは慌てて彼女を追いかけた。


    



    　最後の階段を前に、陽翔たちは装備やアイテムの最終確認をする。


    「ここのボスって面倒くさい白の霧だったよな？」


    「そうね。霧化ミストシフトと実体化を繰り返して攻撃してくる機械と岩石の中間生物。実体による肉弾攻撃。霧化で周囲を見えなくなるほど白くして雑ざ魚こ敵を召喚。内訳はもっとあるけど、基本的にはこのパターンよ。情報収集は軽くしてきたけど、昔と変わってないわね」


    「初めての時はまったく情報を知らなかったから苦労したよな。周囲を視界不良にされて皆と連携は取れないわ、いきなり攻撃されてダメージ喰らうわで散々だった」


    「霧のまま攻撃なんて卑ひ怯きようだぞ、って陽翔言ってたよね～」


    　旭姫が懐かしそうに頬ほおを緩ゆるめる。


    「そりゃそうだろ。霧化されると物理攻撃が効かなくなって、こっちがダメージ与えられないのに一方的に攻撃されるんだぜ？　攻撃してきたのは雑魚敵だってわかったけどさ」


    　あわや全滅もあり得たのだ。


    　覚かく醒せいしていた咲月も魔導の力がほとんど尽きてしまってボスにダメージを与えることが叶わない。陽翔たちは大混乱に陥おちいり、あらゆる状況が絶望を指し示していた。


    　そこで──旭姫の〈未来視プロフエアータ〉が覚醒するまでは。


    「旭姫が『火の精霊で、霧の真ん中を撃って！』って叫んで。咲月が残った力で必死に炎で照らして、俺が闘気で強化して、貴たか法のりが現象を操作して……実体化させることに成功したんだよな」


    　光で照らすことが、モンスターの行動を操るためのトリガーだったのだ。


    「危機一髪だったよねー、咲月」


    「……ええ。そう、ね」


    　楽しそうに語る旭姫だったが、咲月の返事は力がない。言葉にいつもの饒じよう舌ぜつさがなかった。ここに来てからというもの、あまりにも大人しすぎる。


    　少し心配になって陽翔は咲月の顔を覗のぞき込んだ。


    「咲さ月つき、お前体調が悪いのか？　さっきから歯切れが悪いというか」


    「えっ？　そ、そんなことないわよ」


    　顔色を見るに病気などではなさそうだが、気が乗らないように陽はる翔との目には映る。


    　咲月ははね除のけるように陽翔の肩を押して距離を離した。


    「心配は無用よ。こっちの準備は大丈夫。いつでもいいわ」


    「ならいいけど……。今の俺たちなら適当でも倒せるはずだ。入り口が閉まるような罠もないし、脱出アイテムもきちんと持ってる」


    　登竜門のダンジョンだけあって、帰還不能などの意地の悪い仕掛けもない。


    「万一のために俺も閃せん光こう球きゆうを持ってるけどな。霧化ミストシフトした時は、咲月の魔導で対処を頼む」


    「了解よ。光の精霊カイツールは常に出しておくから、すぐに発光させられるわ」


    「咲月に光の魔導を弾丸に入れてもらったし、あたしも行けるよー」


    　最後の階段を上る。


    　最上階には通路も天井もなく、とても広い空間と、雄大な大空が広がっていた。高いだけあって、掴つかめそうなほど雲が近い。


    　陽翔たちが足を踏み入れた瞬間、雪を固めて整形したような真四角の白く巨大な石が順々に膨ふくれあがる。大きさはどれひとつとして同じではない。


    　石がひとつずつ重なっていった。まずは二本の足ができ、そこに胴体が乗り、肩の部分に腕となるものが連結されていく。最後に口が四角に彫ほられた頭が首に刺さり、顔からはレンズのような目が突き出た。


    　子供が積み木で作り上げたような、角張った不格好な人型。


    　天てん至し塔とうにおける守護者──ミストゴーレムだ。


    『ピッピピピピ　シンニュウシャ　カクニン　センメツモード　イコウ』


    　ロボットのような機械音声。


    　ガラスのような透明な目が怪しく光ると同時に、拳こぶしを振り上げて襲いかかってくる。


    「行くよっ！」


    　旭姫あさひが仕掛けた。右手に持った銃で発砲。


    　銃弾の描く輝線が一直線にゴーレムへと向かう。右みぎ肘ひじ部分に命中し、石を抉えぐる音が響く。


    「まだまだ！」


    　追加で放たれた弾も寸分違わぬ座標に着弾。


    　ゴーレムの右肘をいきなり破壊した。分断された右腕が床へと落ちる。


    「うわぁ。あたし、強くなってる！」


    　以前は部位破壊など一度もできなかっただけに、感慨深そうに声をあげる。


    〝スバル〟は一度倒したボスモンスターをもう一度倒したりするような真ま似ねをしてこなかった。


    　相対的に弱くなったモンスターを目まの当たりにして、自身の成長を再確認できたようだった。


    　以前、倒した頃に比べると、旭姫あさひの銃の腕も雲うん泥でいの差だ。


    「そりゃそうだよな」


    　陽はる翔とが跳躍し、空から闘気を込めた剣を大きく振り下ろす。


    　頭頂部を切ったつもりだったが、避けられてしまった。


    　だが、大きく避けられなかったゴーレムは左肩を斬り裂かれ、左腕が丸ごとなくなる。腕による攻撃手段を失い、回避も楽にできるだろう。


    『ガガッ！　ギギッ！』


    　着地した陽翔に、ゴーレムが石の軋きしむ音を立てながらやぶれかぶれな蹴けりを放った。


    　それに合わせて陽翔が腰を入れた拳こぶしで対抗すると、蹴りは弾かれ、ゴーレムはたたらを踏んで後退する。


    「──溶かせ、バチカル！　焔ほのおの劫ごう弾だん」


    　咲さ月つきの精霊が巨大な炎を飛ばし、ゴーレムを溶かしていった。凄まじい勢いでゴーレムのＨＰが減っていく。


    　今の三人と、過去のボスモンスターの力量には埋めきれないほどの大差があった。


    「むぅ……」


    　旭姫がつまらなさそうな表情を作ると同時、最後の足あ掻がきとばかりにゴーレムは霧化ミストシフトする。


    「霧……っ！」


    　咲月の表情が引き攣つるのと同時、周囲が一寸先も見えない白い霧に包まれた。


    　陽翔の目から、ふたりが見えなくなってしまう。吹きさらしの空間でも霧は風の影響を受けないため視界が自然と晴れることは期待できない。しかもこの霧には魔導センスによる消耗を促進する効果がある。


    　昔はここで混乱をきたし、絶望的な状況まで追い込まれたが、昔とは何もかもが違っていた。もう陽翔たちは初心者ルーキーではないし、対処法も心得ている。


    　陽翔は闘気を探り、今、守るべき旭姫の傍そばへと一足飛びで駆け寄った。


    「咲月！」


    　叫ぶ。


    　だが、反応がない。待てども一向に発光せず、霧化から実体化フェーズに移行しなかった。


    　視界が塞ふさがれる中、陽翔の肌は突如として幾つもの気配を察知する。ミストゴーレムが数体の雑ざ魚こ敵を召喚してしまったのだ。鳥モンスターが凶暴な嘴くちばしで噛かみつくべく、旭姫の背後に向かって跳んでくる。


    　陽翔は旭姫の肩越しに剣を突き刺し、そのまま空中へと投げ飛ばした。


    「どうしたってんだ!?」


    　面倒を避けるために、召喚される前に元のゴーレムに戻しておきたかったのだ。


    　やむなく陽翔はポケットからアイテムを取り出す。


    「旭姫あさひ！　お前も頼む！」


    　茶色い丸い球を放り投げると──鼓こ膜まくを斬り裂くかの如き、轟音と閃光が迸ほとばしる。火薬と粉状の金属を組み合わせて作られた閃せん光こう球きゆうだ。


    　旭姫の弾も発射され、白い霧を上書きするような純白の光がすべてを覆った。


    『ミスト　イジ　フカノウ　ジッタイカ　シークエンス　イコウ』


    　ゴーレムは実体化し、先程と同じ積み木細工のような姿を晒さらした。破壊した左腕と右腕を回復された状態となっている。


    「咲さ月つきは……？」


    　霧が晴れて、陽はる翔とは周囲に視線を巡らせると、咲月は──ローパーの触手に捕まり、麻ま痺ひさせられていた。


    「なにやってんだ、咲月？　油断したか？」


    　咲月らしからぬ失態である。


    　雑ざ魚こ敵に捕まっていたということは、霧化ミストシフト後に何もしなかったということである。いや、あるいは──何もできなかったのか。


    　ただ、陽翔はその情景に既視感を抱いた。似たようなことが以前もあったような……。


    「咲月！　今、助けるよ！」


    　陽翔の思考を遮さえぎるような音が、旭姫の銃から響いた。弾丸は一直線に進み、寸分違わず触手に命中し、咲月を束縛から解放する。


    　それでも遅かった。


    「あ──」


    　彼女の身に、ゴーレムの巨大な拳こぶしが迫る。


    　咲月はゴーレムの背後にいる陽翔を見み遣やった。縋すがるような面おも持もちで。


    　陽翔の中で既視感がさらに強くなる。


    　しかし、今陽翔がいる場所からでは間に合わない。闘気によって超速移動をするには準備が足りていなかった。事態を予想しておらず油断していたと言えばそれまでだが、今の咲月が雑魚敵に捕らわれるなど、陽翔の中ではあり得なかったのだから。


    　土の塊かたまりのような拳は、真正面から咲月に命中する。


    　咲月の頭上に浮いたＨＰゲージが一気に減った。咲月が床を転がり、ゴーレムが地響きを立てて追い掛ける。


    「咲月ッ！」


    　これ以上、悪戯いたずらに戦闘を長引かせても仕方がない。


    　陽翔は自身の闘気を一気に剣へ集めた。


    「もう手探りなしだっ！　喰くらえっ！」


    　再度、咲月めがけて拳を振り上げるゴーレムの背中に向かって──一いつ閃せん。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　流星と化した獅子が爪を振るい、喰くらいつくように闘気が襲いかかった。


    　金色の牙きばに咀嚼され、ミストゴーレムの胴体が引き千切られる。ゴーレムのＨＰがゼロになると岩石がバラバラになり、床へと転がる。


    『シンニュウシャ　シンニュ　シンニュ　シンシンシンシンシンシンシシシシシシシ』


    　壊れたラジオのように奇怪な音声を吐き出し──ゴーレムは白い霧を蒸発させ、身体からだを薄くしていく。


    　風に浚さらわれるようにゴーレムは消えていった。


    「ふ～、倒したー。初めての時は〈未来視プロフエアータ〉を使ってギリギリの勝利だったのに。三人だけでも余裕だったね」


    　旭姫あさひがしみじみと呟つぶやく。


    「大丈夫か、咲さ月つき」


    　陽はる翔とは膝ひざをついて座っている咲月に駆け寄った。


    「どうしたんだよ。お前らしくもない。ローパーに捕まるなんて」


    「……ちょっと油断しただけよ。悪かったわね」


    「しっかりしてくれよ」


    　冗談交じりで出た言葉。しかし──。


    



    「だったらこんなダンジョン、あんたたちがふたりで仲良く攻略すればよかったでしょ！」


    



    　咲月の表情が怒りに染まる。


    「陽翔が攻撃して、旭姫を守るだけでよかった！　私なんて別にいらなかったじゃない！」


    　勢いのまま吐かれた言葉に、陽翔と旭姫が目を丸くした。


    　陽翔からすればいつものように言っただけで、咲月を責めようという気などさらさらない。だというのに、返ってきたのは過剰とも言える反応だった。


    　咲月がハッとした様子で口を塞ふさぐ。つい、口をついてしまったというように。


    　誰も声を発することができない。陽翔も旭姫も言葉を失っている。風の鳴き声だけが響く時間が続いた。


    「……ごめん。言いすぎた」


    　咲月が目を逸らしながら、陽翔に謝ってくる。


    「い、いや。俺も軽率だったよ。その……悪かった」


    　陽翔も慌てて頭を下げた。


    　咲月は座り込んだまま動こうともせず、何も語ろうとはしない。


    「……もう用はないし、出ようぜ」


    　居たたまれない空気の中、陽はる翔とがそう言っても咲さ月つきは眉をピクリとも動かさなかった。


    　陽翔と旭姫あさひが階段を下りようとして、ようやく立ち上がる。


    　その姿はとても弱々しく、小さな子供のように見えた。


    



    「結局、〈未来視プロフエアータ〉も発動しなかったし、何もなかったな。で、旭姫。お前は何か思い出したか？」


    「ううん。何も！」


    「お前なぁ、少しは……いや、愚ぐ痴ちっても意味ないけど」


    　ダンジョンに入った時の扉に向かいながら、隣を歩く旭姫に陽翔は呆れた目を向ける。


    　それからちらりと、後ろを窺うかがった。


    　咲月がかなり離れてついてきている。眉を顰ひそめて俯うつむき、近づくなという雰囲気を全身から醸かもし出していた。


    　旭姫は陽翔の耳に口を寄せて小さく囁ささやく。


    「ねえ、咲月のことほっといていいの？」


    「ほっといていいのったってなぁ」


    　いいわけはないが、なぜ怒ったのかが陽翔には理解できていない。


    　こちらがわかってないのにまた謝ったら、咲月は怒るだろう。子供の頃からその辺りははっきりとしている。不機嫌になる理由がわからないことは多かったが。


    　気まずいまま一階へと辿り着き、疲れたように溜息を吐つきながら扉から外へと出る。


    　木々が生おい茂る森の中で、緩ゆるやかな風が肌を撫でていった。塔の上に吹き荒すさぶ強風とは大違いだ。


    「うーん。やっぱりダンジョンって狭いよね。まだちょっと早いけど、もう街に帰ろっか」


    　旭姫は伸びをしてから、帰還アイテムを出すべくポケットに手を入れる。


    　すると何かに気付いたように首を傾かしげた。


    「あたし、こんなの入れたっけ」


    　ポケットの中から摘つまみだしたのは──半透明の小さな赤い石。


    「それ、前のやつか？」


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉を倒してからダンジョンを出た後、旭姫が見つけたものと酷こく似じしている。


    「ううん。あの石は宿屋に置いてあるよ」


    「……どれだけ遠ざけても絶えず持ち主のところに戻る、呪いのアイテムじゃないだろうな」


    「ちょ、ちょっとやめてよ！　冗談でも怒るよ！　前の石とはちょっと形状が違うから、別のアイテムだもん！　絶対！」


    　旭姫が頬ほおを膨ふくらませて、石を空にかざす。


    　その姿に陽翔の背筋を冷たいものが走った。旭姫が倒れた光景が脳内を埋め尽くす。


    「なんだろう。これ……何か、懐かしい……」


    「旭姫あさひ、待て──」


    　透き通る光を眺めるように見上げるのを、制止するのも束の間。


    　突如、石を淡い光が包んだ。


    「えっ!?」


    　今のエフェクトには見覚えがある。


    　天理による、転送。


    



    「それを見てはダメだ。旭姫」


    



    　声のした先にいたのは──銀竜のガントレットを持つ少年。


    【白闇の支配者リバース・ラー】──御み門かど貴たか法のりだ。


    　旧世界では天理センスを極め、すべてを見通し、世界のルールすら支配下に置くと言われた天才。《リユニオン》においては、超位ギルド〝イルミナティ〟のリーダーだった。


    　かつて〝スバル〟で苦楽を共にした仲間であり、幼なじみのひとりでもある。


    　背後には、彼のギルドのメンバーたちが陽はる翔とたちの進路を塞ふさぐように立っていた。太い枝の上に立っている者もいる。空に逃げても無駄だと暗に言っているかのようだ。


    　彼らは揃そろって白が基調の装備に身を包み、手首に銀竜の紋章が刻まれたバングルを身につけていた。


    「貴法！　何するの！　返してよ！」


    　旭姫が不機嫌そうに貴法を睨にらむ。


    　貴法は指で旭姫の持っていた石を摘まみながら、居たたまれない面おも持もちで旭姫を見返した。


    「このアイテムは危険なものだ。見てはならない」


    「な、なんでよ」


    「僕の天理は、世界の理ことわりを掌握するセンスだ。だから、物事の理がある程度わかる。原理こそ解析しなければわからないが──これは僕の目には『よからぬもの』にしか見えない。即刻、破は棄きするべきだ。あまりにも不可解な想念が詰まりすぎている」


    　貴法は旭姫から視線を外し、陽翔を睨む。


    「以前、同様の石を手にして倒れたというのに、陽翔。貴様は旭姫を殺す気か」


    「……なんで知ってるんだ。貴法」


    「世界のあらゆる場所に耳じ目もくとなる者を放っている。その程度の情報、自然と手に入るのさ。僕のギルドに限らず、超位ギルドはどこも同じだ」


    　貴法の目が凄みを増し、ゆっくりと右手が上がる。


    　ガントレットに模もされた竜の牙きばが陽翔に向けられ、ギラリと光を放った。


    「だからこそ行動には気を遣わなければならないはずだ。〝ブリルソサエティ〟と〝サザンクロス〟からお前は旭姫あさひを守れたか？　守れなかっただろう」


    「それは……」


    「力を取り戻してその体ていたらくだ。ふたつのギルドが互いに牽けん制せいしているおかげで今はどうにかなっているが、いずれ旭姫は奪われてしまう」


    「お前になら守れるってのか？」


    「当たり前だ。僕はお前とは違う。昔の僕ともな。この時のために、僕は《リユニオン》で準備を整えてきた。〝サザンクロス〟に襲われた時とて、助けるために介入の準備はしている。そのための〝イルミナティ〟だ」


    　すると、陽はる翔との表情が苛立たしげに曇くもる。


    「よくもまあ好き勝手言ってくれるもんだな。旭姫の望みもわかっていないくせに」


    「何を言っている。ログアウトをしたいことなど知っている」


    「そうじゃねぇんだよ。旭姫が望んでいることはな！」


    「仮に望みが何だとしても、そのためには彼女を守る力が必要だ。力もない貴様が何を語ったところで、僕の耳には届かない。力なき意志など迷惑千万でしかないのだから」


    「なら、本当に力がないか、試してみろよ」


    「……陽翔風情ふぜいが舐なめた口を」


    　挑発的な陽翔に、貴たか法のりの表情が怒りに染まった。ガントレットが持ち主の感情に合わせたかのように、目を赤く染める。


    「ちょっとふたりとも！　やめてよ！」


    　旭姫が咄とつ嗟さに止めに入るが、お互いもう聞く耳など持っていない。


    「旭姫。待っていてくれ。この男に現実を教えてから、ゆっくりと話をしよう」


    「ゲームの中で現実を教えるとは、洒しや落れた冗談だな。貴法」


    「ほざけよ、落らく伍ご者しや」


    　ふたりが武器を構える。


    　陽翔は剣を鞘さやから抜き、貴法は右手のガントレットを前にして左手を腰まで引いた。


    「だからやめてってば！　咲さ月つき、ぼーっとしてないで、ふたりを止めて」


    「え──」


    　咲月は今気付いたかのように顔を上げた。


    　しかし──。


    「〈第弐世界ソリチユード〉！」


    　貴法がセンスを発動。周囲が灰色に塗り潰されていった。旭姫や咲月、ギルドメンバーたちすらも消え失せた。世界に貴法と陽翔のふたりだけになったかのようだ。


    〈第弐世界〉。空気中の分子と量子を操作し、今いる空間から僅わずかにずれた位相空間を作り出すセンス。世界そのものが違うがために目に映る光景は──生おい茂る草も褐かつ色しよくの土も澄み渡った空も新緑に包まれた木々も、色を失いグレーとなる。


    「これで思う存分、力を振るえる。旭姫あさひや咲さ月つきを巻き込む心配もない」


    「今の姿を見せられないだけじゃないのか？　お前、性格が変わって、顔にまで表れてるぜ」


    「過去の亡ぼう霊れいが……ッ！」


    　貴たか法のりが一気に距離を詰めてくる。


    　陽はる翔とは一瞬遅れた。貴法は元々、中距離万能タイプ。攻撃、守備、支援、連携、何でも可能だ。近距離を苦手とするわけではないが、〝スバル〟においては前へ前へという性格でもなかった。昔のイメージに引き摺ずられてしまった。


    　咄とつ嗟さに腕を交差させて竜の拳こぶしをすんでのところで防御。


    　ガード越しだったはずなのに、ＨＰは大きく削られ、吹き飛ばされる。背中が木々の幹に当たり、みしみしとしなる音を響かせた。


    「マジかよ。闘気、かなり使ったぞ……!?」


    「闘気のガードなど僕には意味がないことを忘れたか？　腑ふ抜ぬけているな」


    　貴法の耐性破壊は、闘気にも適用される。ある種、バフによる防御がすべて無効化されるということだ。


    「なら、避ければいい！」


    「そう来るだろう。いや、貴様はそうするしかない」


    　竜の顎あぎとが陽翔を向く。


    　突如、風圧に身体からだを吹き飛ばされた。


    「しまっ──」


    　触れたものを解析し、理ことわりを意のままに操るセンス、天理。それは当然、大気にも適用される。大気中の窒素分子や酸素分子を操作し、突発的な風を作り出したのだ。


    　空中に投げ出されてしまった陽翔は、体勢を立て直しながら貴法の姿を捜す。


    「いない……!?」


    「どこを見ている」


    　声は上から──地上から空への転移！


    「〈竜影撃フラーレン〉！」


    　ガントレットから黒き竜の波動が放たれる。


    　炭素分子が周囲の分子と共有結合を起こし、鉱物を伴ともなった黒き竜巻が発生。陽翔を噛かみ砕かんと黒竜が襲いかかる。


    「くそっ！」


    　陽翔は足に闘気を集中。推進力として放出し、空中で直角に方向転換する。


    　貴法の〈竜影撃〉は空くうを切り、大地を穿うがち土塊を巻き上げた。


    　ふたりは着地して睨にらみ合う。


    「やはりその程度か。陽はる翔と。それで僕に勝つつもりだったとは笑わせる」


    「……さすがに、強いな」


    「当然だ。僕は《リユニオン》に入ってからもセンスの鍛練を怠おこたらなかった。貪どん欲よくに知識を得て、少しでも世界を知ろうとした。天理とは自身の知識と密接に関わる。天理で情報が入ってきたところで、どんな性質を持っているのか解析できなければ操作のしようがないのだから」


    　昔から貴たか法のりは勤勉で、知識量は豊富だった。


    　故ゆえに、天理。天の理ことわりを、世界の理を知る力。


    　彼にとって天性のセンスと言える。


    「だからこそ、わかることもある」


    　貴法が余裕の表情を浮かべて構えを解き、陽翔を見据えた。


    「旭姫あさひは本物だ。それは間違いない。僕の天理センスはそう告げている」


    「そうかよ。奇遇だな。俺には天理センスがないけど、旭姫が生きてるって思ってるよ。もちろん咲さ月つきも信じてる。そして、本人自身もだ」


    「だが、貴様らは彼女がログアウトをできると思っている。違うか？」


    「……あいつは、現実でもやり残したことは多いだろうからな。ログアウトさせてやりたいんだよ。お前もそうじゃないのか？」


    　貴法は静かに首を振る。


    「彼女はログアウトなどできない」


    「……なんだと？」


    「世界の理ことわりが、彼女を現実に戻すための術すべを持たない。原因は未だ解明できていないが……彼女にその道は断たれている。彼女が生きていようといまいと、変わらないだろう」


    「……お前も、あいつが死んでるっていうのか？」


    「その議論はもはや無意味だ。彼女は確かにこの世界に存在し、どこにもいかない。それだけが唯一無二の真実と言える」


    　そう言って陽翔を指さす貴法。


    「お前にここで生き続ける気はあるか？」


    「ログインしっぱなしってことかよ。あり得ねぇ。この世界がどれだけ理想であっても、現実にだって多少は大事なものがある」


    「僕には、その覚悟がある。旭姫はもう出られない。ならば僕は不便だろうと、彼女にこの世界で生き続けてほしいと願うまでだ。ボクが彼女をずっと傍そばで支えてみせる」


    「本気で言ってんのかよ……」


    「現実に未練があるような柔やわな覚悟はしていない」


    　貴法は拳こぶしを自らの顔の前で握り締める。


    「──彼女と共に同じ生を歩む。それが、一生をかけた僕の誓いだ」


    「ご立派な意見だが、あいつの意思は無視かよ」


    「現実では身ひとつで空を飛びたいという望みは叶わない。無理なものは無理なんだ。諦あきらめさせるのも僕の役目だろう」


    　陽はる翔とは貴たか法のりの言葉を聞いて呆れたように睨にらみつける。


    「あいつの前でもそう言えるのか」


    「そんなこと、今から消える貴様に聞く必要があるのか？」


    　貴法は再びガントレットを前に構えた。


    　それが自らの回答だと言うように。


    「なあ。お前の中には〝スバル〟を再結成させたいって気持ちはまったくないのか？」


    「なんだと？」


    「旭姫あさひは……自分のログアウトと、〝スバル〟の復活を天てん秤びんにかけたら、間違いなく後者を選ぶ。馬鹿だからな」


    「貴様……」


    「旭姫を守る。そりゃ結構。なら、なんで一緒にやろうって言わない？　俺が気に食わないのならいいさ。なんで、咲さ月つきを誘わない？」


    「……僕ひとりで充分だからだ。貴様らの力など、僕は必要としていない」


    「それと、もうひとつ。なんでお前は旭姫がログアウトできないと決めつけてるんだ」


    「そんなもの僕の天理が──」


    「お前の天理は世界のすべてを知っているのか？　まだ見たこともない解決法だってあるかもしれない。だったら、俺たちは探すべきだろう！　あいつが笑顔になれる方法を！」


    「何を根拠に……。天理の力は絶対だ。裏切ったことはない。彼女がログアウトできないと告げている」


    「じゃあ、お前は映像を見たのか？」


    「映像だと……？」


    「旭姫が石を見た瞬間、倒れた。けど、その時に奇妙な映像が──」


    「黙れ！」


    　バアン！　とけたたましい音が響いた。


    　周囲の木々の幹が折れて、めきめきと音を立てて次々と倒れていく。


    　貴法のガントレットから衝撃波が飛ばされたのだ。


    「もういい。貴様の口が旭姫を語るな……戯ざれ言は充分だ」


    「……聞く耳持たずか」


    「これ以上、旭姫に間違った希望を与えられては敵かなわない。お前は敗北の二文字を抱いて永遠に消え失せろ──この世界からな」


    　再び、貴たか法のりの姿が掻かき消えた。


    　次の瞬間、目の前に現れる。天理の高等センス〈近距離転送トランスポート〉だ。


    　銀竜のガントレットが陽はる翔との喉元に迫る。


    　陽翔は咄とつ嗟さに剣で拳こぶしを弾き、どうにか逸そらした。


    「〈原子腐食ルインコード〉！」


    　だが、貴法相手に逸らすことは悪手。弾いた剣の刃が赤く腐食していく。金属原子が空気中の酸素や水分と反応を起こし、錆さびが生成されたのだ。


    「店売りの剣の素材など、すべて把握している。無力化など赤子の手を捻ひねるよりも簡単だ」


    　そして繰り出される連続攻撃の嵐。


    　まったく逆転へ繋つながる隙すきがない。拳を逸らし、躱かわし、受け流しているものの、ＨＰが少しずつ削られていく。剣は錆が進行し、刀身はほとんど鈍い赤色に染まっている。


    　陽翔が力を取り戻しても、貴法はその上をいっていた。センスは子供の頃のような荒々しさが鳴りを潜ひそめ、さらに成熟されている。


    「こうなったら……！」


    　陽翔は背後に跳んで、貴法から離れた。そして、剣先を後ろに下げて構える。


    　本能に突き動かされたように、身体からだが勝手に構えた。


    　──最速の一撃を叩きこむ……！


    　予備動作を見逃さずに、貴法の動きをコマ送りのように捉える。


    　陽翔の身体に黄金の闘気が輝き、獅子を象かたどった。


    　呼応するように、貴法の身体が銀のオーラに包まれる。


    「喰くらえ──〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    「消えろ──〈竜神光波アツシユブレイク〉！」


    　お互いの固有技ユニークスキルが放たれる寸前──異変が起こった。


    　灰色の空間に突如として、ごく小さな亀裂が入る。


    　傷は少しずつ広がり、放射状にひびが走っていく。外から卵の殻からを割っているかのように。


    　耐えきれなくなったのか、ガラスのような音を立てて世界が割れた。


    　灰色の世界に色彩が戻っていく。空に青が、木に褐かつ色しよくが、草に葉に緑が色づいた。


    　世界が切り替わると同時に、ふたりの凄まじいエネルギーがまるで最初からなかったかのように霧む散さんする。


    「まったく……。破壊にここまで苦労するなんて。とんでもないセンスね」


    　空で構えるのは、十二体の精霊を従えて鞭むちを持つ咲さ月つきだった。


    　彼女を見て、貴法は諦あきらめたように溜息を吐つく。


    「僕の〈第弐世界ソリチユード〉を無理矢理、破壊したのか。さすがだな、咲月。陽翔とは大違いだ」


    　旭姫あさひが銃を取りだし、銃口を貴法に向けた。


    「陽はる翔とを──仲間を傷つけるなら、貴たか法のりだって容よう赦しやしないから」


    　真まっ直すぐに貴法を睨にらみつける。


    「旭姫あさひ……」


    　貴法の表情が、潮しおが満ちたように悲しみに包まれる。


    「リーダーに銃を向けるなんて！」「貴法様がどれだけお前のことを想ってッ！」「何様よ！」


    〝イルミナティ〟のメンバーたちは即座に反応して、武器を構えた。


    「やめろ！」


    　貴法が叫び、行動を止めさせる。


    「あなたもやめなさい、貴法。これ以上は──」


    　咲さ月つきが精霊を浮遊させながら、鞭むちを構えて警告した。


    「わかってるさ。旭姫に銃まで向けられた以上、僕は諦あきらめて去るほかない」


    　地上に降りてきた咲月に、貴法が視線を送る。


    「咲月……僕と君は共犯者だ。お互い、利害は一致すると思っていたが」


    「な──」


    「言っている意味がわからないはずはないだろう。お互い理想へと至る道は、すでに在るというのに……」


    　咲月が俯うつむく。それ以上、彼女は言葉を紡つむがなかった。


    「貴法……」


    　旭姫が悲しそうに銃を下ろす。


    「僕は間違ったことをしていない。陽翔は……君にとって害毒でしかないんだ。きっと君もいつかわかる。できれば……早くわかってほしい」


    「どうして……どうして一緒に行こうとしてくれないの？」


    「色々とあるんだ。君がいなくなってから……何もかもが変わったから」


    「また……六年？」


    　旭姫が悲しそうに目を伏せて、口を真一文字に引き結ぶ。


    　見ていられないというように、貴法は顔を逸そらした。


    「貴法様。連中に動きがあったようです」


    　貴法の傍かたわらに秘書らしき女性が歩み出ると、貴法は顔を顰しかめる。


    「ふん。もう動いたか。……用は済んだ。ホームに戻るぞ」


    　そして、貴法たちは背を向けた。


    「貴法！」


    　背中に旭姫が叫ぶと、貴法は寂しそうな瞳ひとみで振り返る。


    「クライヴや希のぞみのことは知らないの？」


    「……少なくとも、僕の知っている範囲に彼らの影はない。もう六人の、あの日々には戻れないんだよ、旭姫あさひ」


    　彼は胸元の何かをぎゅっと握り締め、それ以上何も言うことなく立ち去った。


    　静寂が戻ってくる。平穏になった青空の下、鳥たちが鳴きながら枝から枝に移っていた。


    「……怪け我がはない？　陽はる翔と」


    　気をとり直したように、心配そうな様子で咲さ月つきが語りかけてくる。


    「大丈夫だよ。それよりも咲月。助けてくれてありがとうな」


    「……別に、どうってことないわよ。あのぐらい。あの場で陽翔を助けられるのは私しかいなかったし……」


    　照れくさそうに咲月は顔をそむける。


    「さすが咲月だよ。本当に頼りになるよな」


    「あ、あの。陽翔……。あのね」


    　咲月が何かを尋ねようとしたその矢先、俯うつむいて悲しそうな旭姫が陽翔の目に入る。


    「咲月、ちょっと悪い」


    　慌あわてて旭姫の下に駆け寄った。


    「貴たか法のり……〝スバル〟のパーティリングもつけてなかった」


    　切なそうに旭姫が呟つぶやく。戻ってほしい人にその意志が見えなかったのだから堪こたえたはずだ。


    「まあ、パーティリングっていっても《リユニオン》じゃ新しく作り直すしかないからな。俺の場合は奇跡的に見つかったけど」


    　陽翔の左手の中指には、ボロボロのパーティリングが嵌はまっている。


    　六年前、旭姫と交換した彼女のパーティリングが。


    「もう〝スバル〟が嫌になっちゃったのかな」


    「さあ、な……」


    　旭姫に執着しているのはわかる。


    　天理で本来なら見えないものまで見えすぎて、意い固こ地じになっていることもあるだろう。


    　もちろん貴法のことだ。それだけではないはずだが。


    「ひとまず、どこかに腰を落ち着けようぜ」


    「そうだね」


    　そして、陽翔は咲月に向き直る。


    「咲月、戻ろう。……そう言えば、さっきなんて言いかけてたんだ？」


    　咲月は呼びかけに応えない。


    　塔を下りた時と同じく、失望したように覇気のない顔をしている。


    「ごめん。私、今日、ログアウトするね……」


    「え……。ちょ、ちょっと待てよ、咲月──」


    　陽翔や旭姫が止める間もなく、彼女はこの世界から消えた。

  


  
    ［間章　追憶 ～the side of Satsuki act.2～］


    



    　子供の頃──〈無垢なる闇プルガトリオ〉を打倒すべくダンジョンへと潜もぐる前。


    「約束の、指輪交換だよ。陽はる翔と」


    　朽くち果てた遺跡の中だというのに、その光景はまるで神聖な結婚式のようで──。


    　咲さ月つきは、息を潜ひそめて見つめることしかできなかった。


    　だが、長くは続かない。


    　強烈で、熾し烈れつで峻しゆん烈れつで、様々な感情が心の中を巡り、衝動が抑えられなくなる。


    　今にも大声を出して、ふたりの中に割って入りたくなる。


    　だけど、そんな勇気はなくて。


    　咲月は見つからないように、足音をさせずに逃げ出した。


    「なんで……なんで……ッ！」


    　知っていた。


    　旭姫あさひが陽翔に好意を寄せていることを。


    　そして、陽翔もまた旭姫を憎からず思っていることも。


    　そんなもの長年見ていればわかっていた。


    　自分が蚊か帳やの外にいることぐらい。


    　いつかはこういう日が来るのかもしれないという覚悟はしていたつもりだった。


    　それでも、まだそれを受け止めるには幼すぎた。経験が足りなかった。


    　初めての、失恋。


    　初恋の終わりであり、完全な敗北。


    　受け止めきれない。諦あきらめきれない。


    「うあっ、あっ、ぐ……」


    　走りながら、感情の奔ほん流りゆうが収まらず涙が溢あふれ出てくる。


    　もっと直接、想いを伝えればよかった。もっと素直になればよかった。もっとお淑しとやかになればよかった。


    　後悔を心にくべるようにして、脇目も振らずに全力で走る。


    　そこで咲月は何かにぶつかった。衝撃に押され、尻しり餅もちをついて転んでしまう。


    「……咲月？」


    　目の前にいたのは、同じく転んだ貴たか法のりだった。


    　何でこんなところに──そう思って、貴法の顔を見る。


    　瞳ひとみが泣き腫はらしたあとのように、赤く赤く染まっていた。


    「まさか……」


    　咲さ月つきの声に貴たか法のりは何も返さない。


    　ただただ俯うつむいて、悔しそうに歯は噛がみするだけだ。


    　──ああ、そうか。


    　合が点てんがいく。


    　きっと、彼も指輪交換の場にいたのだと。


    　旭姫あさひ以外は誰もが知っている。


    　貴法が旭姫を好きだということを。


    　傷ついていたのは自分だけではない。


    　ふたりの衝撃的なシーンを見て、感情を抑えられなかったのは貴法も一緒だったのだ。


    「見るな……！」


    　貴法が顔を隠すように背を向ける。


    　咲月は慌てて目を逸らした。惨みじめな自分を鏡映しにしたようで。


    　だが……咲月は心のどこかでホッとしていた。


    　あるいはそれは、負け犬同士の傷の舐なめ合いに近い心境だったのかもしれない。


    　ふたりは自然と背中合わせになる。


    「つらいね……」


    「ああ、つらいな……」


    　そんな言葉しか言うことができなかった。


    　言葉にできない想いは、心の中にほの暗いものを溜めていく。


    　だから、お互いがきっと思っている。


    『旭姫がいなければよかった』


    『陽はる翔とがいなければよかった』


    　だが、口にはできなかった。できるわけがなかった。


    　口にしたら最後、心が負けて悪魔に魂たましいを売り渡してしまう気がして……。


    　それでも。


    　そんな黒い気持ちが心の端っこを支配していたのは確かで。


    　咲月と貴法はネガティブな形ではあったが、心が通じ合っていた。


    「……行こう。これから〈無垢なる闇プルガトリオ〉を倒すんだからな」


    「うん。そう、だね」


    　歩く力が、弱々しい。


    　センスは精神状態に大きく左右される。


    　まだ心身共に幼かった彼らは、感情を制御する術すべなど知るよしもなかった。

  


  
    ［第三章　渦巻く陰謀］


    



    「貴たか法のり様。〝サザンクロス〟は、またも旭姫あさひ様の奪取に失敗。アルトガーデンに帰還したところを狙った小規模の遭遇戦だったようですが、今回は陽はる翔と様が撃退したようです」


    〝イルミナティ〟のギルドホーム最上階のスペースをすべて使ったリーダー専用の部屋。奥に備え付けられた高級そうなデスクに貴法は険しい顔つきで座っている。


    　正面に佇たたずむ秘書のプレイヤーリングが光り、幾つものインターフェースホログラフィーが目の前に表示されていた。貴法の下には旭姫に限らず、逐ちく一いち情報が入ってくる。それらを選別し、貴法に伝える前に秘書がまとめていた。


    「わかった。言うまでもないことだが……」


    「問題ありません。監視は怠おこたりません」


    「〝サザンクロス〟の連中も、旭姫たちもだ」


    「はっ。ぬかりなく」


    〝イルミナティ〟がおおっぴらにギルドオーダーを発してから旭姫を狙う者は極端に少なくなった。しかし、〝サザンクロス〟は気にすることなく、旭姫を襲っている。


    「それと、つい先程〝ブリルソサエティ〟が旭姫様に、再び接触したとのことです。即座に陽翔様に拒否されています」


    「まったく。飽あきもせずによくやるものだ」


    〝サザンクロス〟とは同レベルとなる〝ブリルソサエティ〟も、頻ひん繁ぱんに旭姫へ接触している。狙いは明らかに〈未来視プロフエアータ〉だが、彼らは旭姫たちを取り込もうとしている。〝サザンクロス〟から守って心証をよくしようとしているのだろう。


    　しかし……、


    『世界のバランスを乱すようなことがあったら……僕は全力で君たちを打倒する』


    　リーダーであるアンゲルスが発言したとおり、〝ブリルソサエティ〟は彼らの味方ではない。自治を気取っているだけだ。混乱が長引き、旭姫たちが絶対に仲間にならないと判断したら彼らは牙きばを見せるだろう。


    「そろそろ状況が動くぞ。連中が痺しびれを切らしてきた」


    「貴法様が独自に扱っている草からの情報ですか」


    〝イルミナティ〟はいち早く情報を集めるために、大陸のあらゆるところに密偵を放っていた。それは敵対ギルドの内部にも及んでいる。


    「ここまで草が役に立つとは思いませんでした。さすが、貴法様です」


    「僕だけではない。連中もやっている。〝イルミナティ〟にも何人か、スパイは入り込んでいるはずだ」


    「それは……」


    「とはいえ、ギルドメンバーをすべて監視するわけにもいかない。君らのように信頼できる者だけを傍そばに置いているのは相応の理由がある」


    「ありがたいお言葉です。きっと貴たか法のり様のお役に立ってみせます」


    「ならば、客を出迎える用意をしてくれ」


    　秘書が不思議そうな顔をする。貴法は続けて、


    「最近、〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟のギルドが非公式に会談を行っているという話をちらほら聞いている。しかも、頻ひん繁ぱんにだ」


    「なぜでしょう。我々を追い落とすために同盟でもするということでしょうか？」


    「少し違うな。それでは連中の最終目的──超位ギルドのトップには届かない。僕たち〝イルミナティ〟はまだまだ超位ギルドのカテゴリでは若輩に過ぎないが、それは〝サザンクロス〟〝ブリルソサエティ〟にも同じことが言える。我々の上には〝グノーシス〟、そのさらに上に〝ヒュアデス〟もいる。超位ギルドから落ちた〝リエンド〟の復権とてあり得ない話ではない。〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が同盟したところで、〝グノーシス〟には対抗できん。だが、〝イルミナティ〟がそこに入れば、打倒は夢ではない」


    「まさか彼らが同盟を結びに来ると？　旭姫あさひ様が要因となって敵対している以上、それはあり得ないのでは……」


    　貴法はゆっくりと首を振って、秘書に言い聞かせるように続けた。


    「連中の目当ては〈未来視プロフエアータ〉であって、旭姫ではない。そこが僕とは違うんだよ。草たちにはそこをギルド内で敢あえて流させた」


    「つまり利害は必ずしも相反しない……と？」


    「その通り。〝グノーシス〟を倒し、〝ヒュアデス〟を倒し、すべてを平定した後、この三ギルドで覇権を競う……そんな青写真を持って、連中はやってくる」


    　超位ギルドの覇権争いというのは常日頃から行われており、特に三つのギルドの名声がほぼ同一線上にある。


    　世界を脅おびやかす〝サザンクロス〟。


    　世界を自治する〝ブリルソサエティ〟。


    　二ギルドの対立構造に、新興である〝イルミナティ〟が少しずつ食い込んでいる。


    「もっとも我々と一時的とはいえ同盟など、向こうからすれば屈くつ辱じよくだろうがな」


    「ですが、信頼や貸し借りもない同盟では敵の押し付け合いになることは目に見えていませんか？　如い何かに自分たちの力を削そぐことなく、相手の力を削そいで共通の敵を打倒するか……現在に至るまで歴史において何度も行われてきたことです」


    「つまり、知恵比べということだよ。僕が連中に後おくれを取るはずもない」


    　貴法のギルド長室に慌ただしいノックが響く。貴法が「入れ」と促すと、ギルドメンバーである女性プレイヤーがひとり、焦った様子で入ってきた。


    「た、貴たか法のり様。〝サザンクロス〟のリーダー、レトスと……〝ブリルソサエティ〟のリーダー、アンゲルスが参りました。いかが致しましょうか？」


    　伝達を受けた貴法は、我が意を得たりと口端を吊つり上げる。


    　秘書は感心したように息を吐いた。


    「書類と音声録音用アイテムを準備してくれ。これから長い会議になる。わざわざやってきてくれたギルドリーダーを会議室に案内して、せいぜい再現度の高い最上級の茶でも出してやれ。失礼のないようにな」


    「承知致しました」


    　伝達係のプレイヤーが出ていくと、秘書が嬉しそうな顔を作る。


    「貴法様の言う通りでしたね。まさか本当にやってくるとは……」


    「ここから連中は、『僕らは〈未来視プロフエアータ〉さえ得られれば、旭姫あさひ自身に興味はない』と言ってくる。僕自身は逆だがな。三つのギルドで旭姫を保護下に置くことになる」


    「ですが、それでは私たちのメリットはどうなのでしょうか？　そもそも彼らをどこまで信用できるのか……」


    「問題ない。連中を信用などしていないが、しばらくは偽いつわりの手を結べる。さあ、行こう。〝イルミナティ〟の勝利のために」


    　貴法は立ち上がり、マントをはためかせてギルド長室を出る。会議室のある階下へ向かった。


    　秘書を連れて会議室に向かう道すがら、思考を巡らせる。


    　旭姫を自身の庇護下に置いておくために必要なものは、何よりも彼女からの信頼だ。


    　最も大事なものを失わずに、今彼女が最も信頼を置いてしまっている連中を自身の手を汚すことなく排除する。


    「旭姫の目を覚まさせる。それも僕の役目さ」


    　貴法は秘書にも聞こえないよう、胸の内に仕舞うように小さく呟つぶやいた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　三つの超位ギルドの非公式会談が終了し、レトスとアンゲルスは〝イルミナティ〟のギルドホームから転送され、ふたりだけで別の建物の中へと入る。


    　そこは完全にプライバシーを保証された空間、宿屋だ。高級ホテルの広い一室を借り切って、彼らはさらなる会談を行っていた。


    「ふん。貴法のやつめ。オレたちの目もく論ろ見みをわかっていたようだな」


    　レトスが面白くなさそうに舌打ちする。


    「そのぐらいの考えは誰しも頭の隅に浮かぶものさ。僕らのギルドメンバーの中に入り込んだ間かん諜ちようもいるだろうし、買収を受けている者もいる」


    　アンゲルスが穏やかな声で宥なだめて、言葉を続けた。


    「何にせよ、彼のおかげで旭姫あさひ捕縛の目め処ども立った。あとは〝イルミナティ〟を如い何かに出し抜くかだ。そのために必要な手段も取るわけだからね」


    「目処……ね。しかし、貴様も悪あく辣らつなことを考えるものだ。そんなことで自治気取りとは笑わせる」


    「レトス、君は勘違いしている。世界は善によって成り立ってなどいない。心奏で人の心を覗のぞけるようになって初めてわかった。流れに任せていてはゲームはいつか衰すい退たいする。……冗談ではない。ここは永遠に続く理想郷でなくてはならないんだ。旧世界の時に起こったような突然のサービス停止など、もはや僕らは受け入れられないのだよ。だから危険な芽は徹底的に排除しなければならない。できる限り、合法的な手段を使って、だ」


    　謎なぞの威圧感にレトスの背筋を怖おぞ気けが走った。


    　こうしてふたりで語り合うのは公式、非公式含めて数十回ほどあったが、今、初めてアンゲルスという男の本質に触れた気がする。それはひどく不気味な感触だった。


    「いつかは運営に具申できる立場になって、僕はもっと理想の世界を突き詰めてみせる」


    「……例の噂うわさか。オレらの上にいる〝グノーシス〟や〝ヒュアデス〟が運営に意見を求められているとかいう」


    「その通り。真しん偽ぎはわからないけど、疑えるだけの情報はある。火のないところに煙は立たぬ……とも言うしね」


    「今回はその第一手……というわけか」


    「そう。同盟などでは上に行くことはできないからね」


    　アンゲルスは不敵に笑みを浮かべた。その底知れない瞳ひとみは薄気味悪い光を放っている。


    「貴たか法のりは僕らを利用しようとしているが、僕らとて同じことが言える。仕込みは終わった。彼らを骨の髄ずいまで利用させてもらうとしよう。策士策に溺おぼれる瞬間というものを観覧しようじゃないか」


    　部屋の中に不気味な笑い声が響いた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が表立って活動をし始めてから、陽はる翔とたちはおおっぴらに行動できなくなった。


    　街中を歩いていれば〝サザンクロス〟に襲われることもある。昨日は探索から街に戻ってきた時に遭遇して乱戦に突入していた。心安まる暇ひまがない。


    　他のプレイヤーにも迷惑をかけてしまっている。赤の他人が巻き込まれれば当事者は堪たまったものではないし、〝ブリルソサエティ〟も黙っていない。


    　相手の数が多すぎて、いつ終わるとも知れぬ戦いに足を踏み入れるのは、陽はる翔ととしても御免被こうむりたかった。


    　陽翔と咲さ月つきだけでは、目も手も足りない。安全の確保される宿屋の中にいるだけでは旭姫あさひの記憶探索も、クライヴや希のぞみたちの捜索もできなかった。


    「だからー。クライヴと希がいればいいんだってばー」


    　長期契約を結んでいる宿泊部屋でベッドに座りながら、旭姫が得意げな顔をする。さも、名案を言ったという表情だ。


    　陽翔が備え付けられた椅い子すの背もたれに寄りかかりながら、小さく息を吐く。


    「そりゃわかるけどな。じゃ、どうやってふたりを捜すかって話だよ。向こうが勝手に接触してきてくれりゃ話は早いが、旭姫の名前が出てここまで超位ギルドが動いている以上、興味を持ってれば何かしらの反応は起こすだろ」


    「うーん。クライヴは捻ひねくれてるし、希は受け身だし……何もしないかも？」


    「希はわかるが、クライヴは捻くれてるって評価なのか」


    　今まで聞いたことがないだけに陽翔としては新鮮だった。


    「だってだって、クライヴってばいっつもあたしのことからかうんだよ？」


    「咲月も相当、からかわれてたっぽいしなぁ」


    「クライヴはあたしたちを驚かそうとしてて、接触する隙すきを狙ってるんじゃないかな？　だから、その前にあたしたちが見つけてビックリさせるの！」


    　あり得ない……と一笑に付すことができないのが困りものだ。


    　基本、飄ひよう々ひようとしているから何を考えているのかわからないというのもあるし、戦闘中にふざけて自らピンチを演出したりするようなこともあった。


    　普段から冷静で戦況を見極めながら最適な行動を取ることもあれば、突然似合わない熱血行動をすることもある。


    「だからクライヴと希を捜しに行こうよ」


    「いいけど……まだ咲月が来てないぞ。どうしたんだ、あいつ？」


    「あたしの方には連絡来てないよ？　リアルの方で何かあったのかな？」


    　何かあったと言えば、昨日のことがすぐに思い当たる。


    「昨日のことを気にして、入りにくいのか？」


    「咲月は繊せん細さいだから……。そうなんじゃないかな。陽翔は向こうで何か話してないの？」


    「いや、特には」


    「もう、そんなんだから──」


    　そこで陽翔のプレイヤーリングが光り始める。噂うわさをすればだ。


    　右手を動かしてメッセージリストのインターフェースホログラフィーを表示すると、咲月からのメッセージが入っていた。


    『すみません、かなり遅れます。先に動いててください。後から追いかけます』


    　昨日のことにはまったく触れず、とても簡素なメッセージだった。


    　怒っているのかどうかすらこの文面からでは読み取れない。遅れる理由すら書かれていなかった。


    「……先に行っててくれだって」


    　ただ、入ってくる意志がある。それを確認できたことは幸いだった。


    「陽はる翔と、咲さ月つきに謝ったほうがいいんじゃないの？」


    「謝ろうにも理由がわからないし……。ミストゴーレムにやられた時の対応がマズかったのか？　確かにちょっと冗談じみた口調で言ったけど、それが嫌だったのか？」


    「そうじゃないと思うけど……とにかく咲月はたぶんすごく気落ちしてると思うから」


    「心奏スキルで見たのか？」


    「見なくてもわかるよ。長年の幼なじみとしての直感ってやつかな」


    「……直感ねぇ」


    　訝いぶかしげな表情を浮かべつつ、陽翔は立ち上がる。


    「ひとまず咲月が入ってくるまでやれることをやっておこう。この街じゃクライヴと希のぞみを安全に捜せないだろうから、ここから離れてな」


    　旭姫あさひの問題もあり、アルトガーデンで陽翔たちは歓迎されていない。そのため、情報による協力も得られない。店に関してもＮＰＣがやっている場所だけが使えて、他は〝サザンクロス〟の報復を恐れて、ほとんど及び腰になってしまって何も売ってくれない。利用できる個人店は、街の端にあるような一部の店だけだ。


    「むー。咲月もいないんじゃ仕方ないかー」


    　一昨日おととい、昨日と襲われっぱなしなことを気にしているのか、旭姫は素直に頷うなずく。


    　ふたりは宿屋を後にして、裏通りに入り街の外縁を目指した。


    「ひとまず転送屋に行くぞ。そこでどこか別の街か村に移動しよう。落ち着いて情報屋を探せるところがいい」


    「はーい。……にしても、なんで皆〈未来視プロフエアータ〉しか頭にないんだろうね。失礼しちゃう」


    　未だに納得がいっていないののか、頬ほおを膨ふくらませてぷりぷりと怒っている。子供の頃によく見た仕草だ。


    「〈未来視〉が真ま似ねできないからだろ」


    「でも、あたしだって、陽翔の真似はできないでしょ。真似とかさ、そういうことする暇ひまがあったら、もっと強くなる方法を自分たちで考えればいいのにね～。ヘンなの」


    「……人ってのは、そう簡単に割り切れるもんじゃねぇよ。お手軽に力が手に入るなら、そりゃあ、そっちに流れるさ」


    「それの何が楽しいの？」


    「楽しいとか、そういう気持ちよりも虚きよ栄えい心とか、見み栄えとか……そういうのが大事なんだろ」


    「自分で強くなって、自分でセンスを閃ひらめいていった方が、ぜ──ったい楽しいのにねー！」


    「弁護するわけじゃないけど、そうじゃないやつもいるってことだ」


    　陽はる翔とも子供の頃は旭姫あさひとまったく同じ考えだった。


    　自分で強くなって、自分でセンスを閃くことこそが至上であると。


    　今でも気持ちは変わらない。


    　ただ、力がほしいと思う気持ちは理解できるようになった。


    　少し前まで力を失っていた陽翔は、〈無垢なる闇プルガトリオ〉との戦いの時、仲間がピンチに陥おちいって力がほしいと切に祈った。その後、どうなろうと構わないと……。


    　多少なりとも力を取り戻して解決こそできたが、力がタイミングよく戻ってくれたという、それだけのことでしかない。


    　力がほしいという願望は、全プレイヤー普遍のものなのだ。


    　だがそのために払う代努価力と、得られる報酬強さは決して平等ではない。


    「自分の思っていることだけがすべてじゃない。面白さの基準なんて人それぞれだ」


    　強くなるのがいいという人がいれば、強くあるのがいいという人もいる。


    　人と戦うのが嫌という者がいれば、人と戦うことが楽しいという者もいるはずだ。


    「うーん。何か陽翔ってば、難しいこと言ってるー」


    「いや、難しくねえよ!?」


    　六年前で止まっているせいか、身体からだは成長していても頭の方は変わっていない。


    　かと思えば、妙に的まとを射たことを言うのだから調子が狂ってしまう。


    「難しく考えなくていいんだけどなー。自分が楽しいことをやればいいんだよ」


    「そのために、お前を捕まえようって話になってるわけだけどなぁ」


    「だったら、あたしたちがもっと楽しくなるために捕まるわけにはいかないね」


    　気楽そうな笑みを浮かべて旭姫が言う。


    　実際、この油断できない日々が続くのはどうにかしたい。


    　おちおち、人捜しもできないのは明らかに問題だった。


    　裏道を使って遠回りをして、そこでようやく小さな転送屋へと辿り着く。


    　アルトガーデンの南端にあるこの店はオフィシャルではなく個人の転送屋だ。プレイヤーが各地に高値の転送魔法陣を設置して、運用することで利益を得ている。Ａの場所までは六百ユロ、Ｂの場所までは五百ユロといったように。


    　オフィシャルの転送屋では敵に張られている可能性が高いが、個人の転送屋であれば抜けもある。個人店にまで張っていたら、人がいくらいても足りないからだ。


    　あとは陽翔たちを見ても気付かない、あるいは気付いても使わせてくれれば御おんの字だ。


    「咲さ月つきが来るまで時間もかかるからな。用心しておくに越したことはない」


    「このゲームも息苦しくなっちゃったねー。ちょっとログアウトしたいな」


    　望みは叶えてやりたいが、そのための原因がわからないままではどうしようもない。


    　だからこそ、今は別の望み──〝スバル〟の復活だけでも叶えてやりたい。それが逃げだとは思いたくなかった。


    「ほら、早く入ろうぜ」


    　中に入ると、オフィシャルの転送屋とは打って変わって陰気な雰囲気だ。魔導工房といった方がしっくりくる。


    　カウンターに黒ずくめのローブを着たプレイヤーが座っているが、客は他に誰もいない。だが、追い出してくるようなこともしなかった。


    　店員は無言で地図と三つの赤い点が描かれた羊よう皮ひ紙しを見せてくる。ノアキス大陸と覚しき形が描かれており、点はここの転送屋が置いている魔法陣の場所だ。オフィシャルと違ってポイントが少ないし図もいい加減なものの、場ば末すえの店では珍しくもない。


    「あれ？　こんな街あったっけ？」


    「確かに見慣れない街の名前があるな。《リユニオン》になってできたんじゃねーの？」


    　店員がこくりと頷うなずく。どうやら合っていたらしい。


    《リユニオン》になってから世界を旅してるわけでもないため、陽はる翔とも新しい街をまだ把握していなかった。咲月ならば知っているだろうか。


    　──つくづく旭姫あさひとの二人旅は向かないな。


    　お互い細かいことを考えないため、いつも行き当たりばったりだ。


    「じゃあ、このフィレン村とかいう場所にするか。ノアキス大陸の最北端だな」


    「そんなところにクライヴたちいるかなぁ？」


    「ここじゃ人捜しのプレイヤーすらあたるのが難しいんだから、まず離れることが重要だろ」


    　村程度であれば人目にも付きにくい。


    　陽翔が二百ユロを支払い、別室の中に入ると部屋いっぱいの大きさで転送魔法陣が設置されていた。


    　陽翔と旭姫が魔法陣に足を踏み入れると、描かれた線や文字が時計回りに輝き始め、淡い光の球を上昇させていく。光が強くなって視界が塗り潰されると、身体からだを羽は根ねでなぞられるような感触が伝わり──光が収まると、視界はすでに切り替わっていた。


    　そこは小高い丘の上で、周囲は葉を落とした木々が植わっている。体感的に寒いと感じるようなシステムではないためわかりづらいが、どうやらこの辺り一帯は冬の気候らしい。


    　陽翔たちの下にある魔法陣は、少しずつ光を失い地面へと溶け込んでいく。


    　肝心の村は眼下にあり、見下ろすと全景が見渡せた。


    「建物の中じゃなくて外かよ。まあ、個人の転送屋だからな……」


    「こっちの方はほとんど冬だね。体感温度、リアルに設定したら凍こごえちゃいそう」


    　道かどうかすら怪しい獣けもの道みちを下って丘を降りる。


    　柵さくで覆われただけの簡素な村だ。また丁度山と山の間にあるため、空からでないと見つけづらいだろう。


    　村や街ができる理由は、幾つかある。


    　まず一番の理由として、有用なダンジョンやモンスター──この場合、ドロップアイテムや経験値がおいしい場合だ。そこで商売を行っていたプレイヤーが一念発起して建物を作り、流通ルートを作ったりすると、周囲に冒険者の仮拠点や他のアイテム屋も出店し始める。それが村になり、発展すれば街になる。


    　次に金持ちの道楽だ。必要な素材を集め、風景のいい場所に建物を作り、そこに人を集めて無理矢理、村にするわけだ。作った者次第で発展も衰すい退たいもする。設立者が飽あきても、後継者がいれば上う手まく回る。


    　最後にギルド自体が自分の権勢を誇るために作る場合もある。ギルドの一大事業として大金が投入されるのだ。立地もいい場所でなければならない。


    　転送屋の存在はあるものの、村や街というのは生き物のように産まれていく。それが《ユニオン》の世界であり、その精神は《リユニオン》にも引き継がれているようだった。


    「ここは道楽者が作ったみたいだな。いいダンジョンがあるなら、もっと人の流れがあるはずだし」


    「でも、素そ朴ぼくでいい村だね。フゼイっていうの？　があるよ！」


    「お前、風ふ情ぜいの意味、わかってるんだろうな……？」


    「あっ、あの大きな湯気なんだろ」


    　話を誤ご魔ま化かすように、遠くに見える湯気を指さす。


    　火事ではない。それにしては煙の色が薄い。


    「水蒸気だろ、あれは」


    「水蒸気ってことは……温泉かな!?　入っていこうよ！」


    「……お前、クライヴと希のぞみはどうするんだよ」


    「温泉入ってから捜す！　陽はる翔と、洗いっこしよ！」


    　思わぬ提案に陽翔が激しく咳せき込んだ。顔が温泉で湯だったタコのようになる。


    「だ・か・ら！　小学校三年生から一緒に入らなくなっただろ！」


    「えー。たまにはいいじゃん」


    「たまにも駄目だ。もうそんな年じゃない」


    「……咲さ月つきとはデートしたくせに」


    　ぼそりと旭姫あさひがむくれた表情で言う。聞き捨てならない単語が耳に入った。


    「は？　ちょっと待て。なんだ、それは」


    「この前ふたりして遅れた時に、咲さ月つきとデートしてたんでしょ、陽はる翔とってば！　ズルい！」


    「遅れた時……？　って、ああ、エンセファロン買いに行ってた時か。あれはデートとは言わねぇよ。俺が買い物に付き合ってもらって一緒に飯めしを食べただけだ」


    「ずーるーいー！」


    　そう言われても、陽翔としては困るだけだった。


    　仕方なさそうに頭を掻かいて折せつ衷ちゆう案を考える。


    「……あー。温泉は無理だけど、適当に街をぶらつこうぜ。それでいいだろ。クライヴと希のぞみについても聞けるかもしれなし」


    「むー。何か誤ご魔ま化かされたような気もするけど……まあ、いっか！」


    　旭姫あさひはすでに肩を揺らしてご機嫌だ。コロコロと変わる感情に、陽翔は仕方なさそうに小さく溜息を吐つく。


    　それから陽翔たちは村を見て回った。


    　人があまりいないこともあって、久々の静かな時間だ。


    「あっ！　陽翔！　これ可愛いよ！」


    　隣の相方はとても賑にぎやかだが。


    　旭姫は店内の棚に置かれたアクセサリーを見て、はしゃいでいる。


    「んー。買っちゃおうかなぁ」


    「別に何か恩おん恵けいがあるわけでもないだろ」


    　陽翔が見る限り、ステータスの上昇もなければ、センス向上のためのサポートがあるわけでもない。装飾のためだけに作られたアイテムだ。


    「性能だけで選んでたら、気に入ったものが装備できなくなるもん」


    「ま、そりゃそうだけど。どうでもいいが、当初の目的を忘れてないだろうな……」


    　それから他の店──武器屋や道具屋、宿屋や食事処どころを巡りながら情報を集めていくが、めぼしいものはなかった。


    　その後、この村でネットワークを持つ情報屋が見つかったのは幸いだったものの、望んだ結果は得られなかった。


    　ノアキス大陸内にクライヴという名前のプレイヤーは数名いたが、表示された顔を見る限り、全員似ても似つかない別人だったのだ。


    　また、希に関しては、名前すら存在していなかった。プレイヤーネームを登録した本名から取らなければならない以上、彼女が大陸ネットワーク上にはいないことを意味している。


    「少なくともノアキスにはいないってことがわかった。捜すとすればポロメテイか、サバエアか。あるいはテンペかテイルヘナか。それか空中にあるシレーンって可能性もある」


    「クライヴ、シレーンとかにいそうだよね。見晴らしがいいとかいう理由で」


    　そんな妄想をしなければならないほど、完全に詰んでしまった。


    「改めて咲さ月つきと相談するか。別の大陸に移るにはいい頃合いだしな」


    「陽はる翔との武器もそろそろ、なんとかしないとね。今日買ったのって、そんないい金属じゃないでしょ？」


    「まあな。もっと頑丈なもんがほしい。市販の剣は硬度に闘気を割かないと、俺の戦い方じゃすぐに壊れるし」


    「希のぞみが創る剣は無理だから……昔持ってた〈七星剣プレアデス〉は？」


    「アレがあれば文句なしだけどな。初期化されてどこへやら、だ」


    　ノアキス大陸は初期配置されるアルトガーデンの街があるため、人が集中しやすく、大概のものが揃そろってしまう。


    　他の大陸はノアキスに比べると、特徴が際立っているのだ。歩いているだけでＨＰを削られるようなおぞましい大地や、日替わりでステータス異常になる島もある。ただ、そういう場所でこそ、欲しいものが見つかったり、センスは磨かれたりする。


    　それだけ別の大陸には手練れも揃っていた。


    「お、咲月が入ってきたみたいだぞ」


    　プレイヤーリングが光り、インターフェースホログラフィーを表示すると咲月がログインしたというメッセージが表示されていた。


    　陽翔がここまでの行き方を返すと、『何でそんな辺境に……』と文句が返ってくる。


    　ほどなくして、咲月はやってきた。


    「お待たせ」


    　ぱっと見、いつも通りに見える。昨日のことなど、まるでなかったかのように。


    　だが、


    「咲月、やっぱり元気なくない？」


    　出会い頭、挨あい拶さつ抜きに指摘を受けて、咲月が動揺したように眉根を寄せる。


    「どうしたのよ、出し抜けに」


    「だって昨日のこと、引き摺ずってるみたい……」


    　旭姫あさひの心配そうな声に、咲月は仕方なさそうに小さく息を吐いた。


    　そして、旭姫と陽翔に向かって頭を下げる。


    「昨日はごめんなさい。頭を冷やしてきたから。少し余計なことを考えすぎちゃって」


    「本当に大丈夫？　咲月。遅れてきたし、何かあったのかなって……」


    「大丈夫よ。遅れたのは……ちょっと悪夢を見ちゃったからかもね」


    「悪夢って？」


    「……別に。昔の……懐かしい夢よ」


    　陽翔も旭姫と同じように気がかりな気持ちになった。


    「あ、あのさ。咲月。俺もゴメン。何か軽々しく言っちゃったかもしれない」


    「いいのよ。別に陽はる翔とのせいじゃないから……だから、そんな深刻そうにしないで。私は平気よ。もう昨日のようなヘマはしないわ」


    　咲さ月つきはそう言うものの、陽翔は不安が拭ぬぐえない。


    「で、ここでクライヴと希のぞみは見つかったの？　まあ、ふたりの顔を見ればわかるけど」


    　そして、完全に話を逸らされ、追及という空気ではなくなってしまった。


    　やむなく陽翔は、ここに来てからの成果を伝える。


    「ここに大陸を網羅してる情報屋ネットワークがあっただけでも上出来じゃないかしら」


    「じゃあ、咲月。他の大陸に行って捜そうよ」


    「簡単に言ってくれるわね……。でも、ここまで来たらそうせざるを得ないかもね。ここにいても敵が集まるだけだろうし」


    　そうと決まれば、別の大陸に移る準備となるが──。


    「普通の転送屋は押さえられてるからな。そうなると、別大陸用の魔法陣を設置してる転送屋を探すしかないわけだけど……」


    「魔法陣が離れれば離れるほど、魔導か天理の力も必要になるわ。別大陸に行けるほどの転送屋は限られる。公式なら行けるけど、きっと敵に押さえられてるわよね」


    「限られれば、当然、相手がそこを塞ふさぐことも容よう易い、と」


    　小さく頷うなずく咲月。敵のいる転送屋から無理矢理行けば、確実に足がつく。そのことも含めて咲月は言っているのだ。


    「じゃあ、空から行くしかないよね！」


    　興奮したように旭姫あさひが空を仰ぎ、陽翔が忌いまわしそうに天を見据える。


    　今は曇くもっており周囲にも霧が出始めていた。村全体が白に染まりつつあり、村人たちも建物の中に戻っていく。


    　同じように見上げていた咲月の表情は冴えない。


    「こんな天気だと危険ね。冬になると、ノアキスの高高度には竜の要塞もあるし」


    「近づくと防衛用に竜を無限に生み出すダンジョンか。夢境を使える希がいればどうにかなったかもなぁ。竜を夢に落とすか、あるいは〈無限召喚エタニテイドライブ〉で押さえてくれるモンスターを召喚するか」


    「近づくとって言うけど、警戒範囲も広いからね。もう少し天候が回復すれば低く飛べるから、それまで待ちましょう。雲の中は事故るから嫌よ」


    　今日は無理とわかって、旭姫が恨うらめしそうに空を睨にらむ。


    　咲月もぼーっと空を見上げたまま──突然、顔を顰しかめた。


    「……さっきよりも霧が濃い？」


    「どうかしたのか、咲月」


    「霧の発生が不自然なのよ。地面の温度からして放射冷却の強さと濃度が一致してないから、自然発生のものじゃない。騙だますために見せかけた何か──っ！」


    　咲さ月つきが慌てたように鞭むちを構える。説明してる暇ひまはないとばかりに。


    　咲月の持つ鞭は小刻みに震えていた。まるで霧に怯おびえているかのようだった。


    「咲月……？」


    「なんで、こんなところで霧なんて出てくるのよっ……！」


    　咲月が呪うかのように小さく毒づく。


    「三十？　いえ、百人単位の魔導よ……！　しかも、ターゲットがこっち向かってる！」


    「なっ──気付かなかったぞ!?　いや、まだ俺の感知にも引っかかっていない！」


    「気配まで遮断させてるのよ。気付くわけがないわ！　何よ、これ。とんでもなく複雑に編み込まれた魔導の霧よ。心奏センスも交じってる？　洗脳する気……。でも、私たちを狙ってない……？」


    　咲月が霧の肌寒さに打ち震えるかのように身体からだを抱きかかえた。


    　百人単位の魔導となれば、とてつもないものが飛んでくる……と思いきや、陽はる翔とたちの視界は白くなるばかりで攻撃は飛んでこない。


    　毒になっているわけでも、麻ま痺ひを引き起こすわけでもない。ただただ、視界を塞ふさぐためだけに誂あつらえたかのような……。


    「旭姫あさひ！」


    　陽翔は旭姫の傍そばに駆け寄る。敵の意図的な攻撃であれば、間違いなく狙いは旭姫だ。


    「咲月！　霧を風で吹き飛ばせ！」


    　咲月もやるべきことはわかっているであろうが、陽翔は急せかすように叫ぶ。


    　だが、咲月の反応がない。いつもならば「わかってるわよ！」か「今やってる！」と何かしら言ってくるはずだった。


    　先のミストゴーレム戦が思い浮かぶ。


    　霧はますます濃くなっていった。ペンキで塗り込んだかのように真っ白に。


    　闘気による探知も曖あい昧まいとなってしまう。


    　今まで確実に捉えていた旭姫や咲月の気配はいつの間にかなくなっていた。時折擦すれ違っていたプレイヤーたちも誰ひとり知覚できない。


    　周囲は白に染まり、一寸先どころか、自分の足すら見えなかった。


    　そこで突如──つま先から頭まで羽は根ねでなぞられるような感触に包まれる。


    「これは、転送……!?」


    　使える者はこの世界に五人といないはずの、天理における上級センス。


    　──どこに飛ばされた!?


    「旭姫！　咲月！」


    　誰もいない。


    　周囲には自分ひとり。


    　完全に魔導に絡め取られてしまっていた。


    　闘気を集中するが、どこにいるかもわからない。霧自体は確実に肌へと纏まとわり付いているというのに。


    「成功だな」


    　聞き覚えのある野太い声が、周囲に響き渡る。


    　次いで霧が少しずつ晴れていった。


    「ようこそ、死の空間へ。陽はる翔とよ」


    　陽翔の前に広がるのは先程までとはまったく別の草原──そこに〝サザンクロス〟のリーダー、全身鎧よろいのレトスが大剣を肩に提げて立っていた。


    　陽翔が警戒するように見渡すと、ギルドメンバーであろう者たちに完全に囲まれてしまっている。


    　闘気で一気に気配を捉えたが、三百を数えた時点で止めた。


    「はぁ……はぁ……」「もう、駄目だ……」「毛ほども魔力が残ってねぇ……」


    　何名かの魔導使いたちが、すでに戦闘を終えたかのように力なく倒れている。


    　咲さ月つきの言っていた『百人単位』の魔導は、連中が使っていたということだろう。


    　だが問題は、彼らが青を基調とした装備に身を包んでいることだ。〝サザンクロス〟であることを示す赤を基調とした装備ではない。


    「なんで、ここに〝ブリルソサエティ〟が……」


    「こうでもしなければ、貴様らには見破られるし、逃げられてしまうからな。〝ブリルソサエティ〟の者たちと共同で、村に魔導も気配もまったく気付かせることのない霧を発生させた」


    　大人数で魔導を使用し、視界を奪うほどの濃霧を発生させたのだ。普通なら咲月が気付くが、強大な魔導に任せて気配遮断、魔導検知不可まで行う念の入り用。


    　そして、陽翔たちをバラバラに分断させた。決してバレないように視界を塞いで。


    「まさか、超位ギルド同士が手を結ぶとはな……」


    「これは一種の戦争だ。全員揃そろっていないとはいえ相手が〝スバル〟であればなおさらと言える。必要であれば、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵とだって握手をするものだ」


    　超位ギルド同士の同盟。前例がないわけではない。


    　倒せないボスを倒すために、さらに上の超位ギルドを倒すために……目的を果たすべく人は協力するのである。


    　しかし、個人に対して超位ギルドが手を結ぶなど、さすがにやりすぎの域だった。


    　あるいは、もっと先を見据えての行動なのかもしれないが、現段階ではそこまで読めない。


    「それにしても、お前らに転送を使えるようなセンスを持つプレイヤーがいるとは恐れ入ったよ」


    「それはオレたちではない。そんなことができるやつは限られてるだろう？　貴様にならわかるはずだ」


    　嫌な予感が、胃の方から迫せり上がってくる。


    　まさか──一番考えたくない疑念が過よぎる。


    「言ってなかったな。同盟は〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟だけじゃない。〝イルミナティ〟も入っている。三ギルド同盟ってわけだ」


    「〝イルミナティ〟……!?　ってことは──」


    「その通り。御み門かど貴たか法のりだよ。貴様のよく知っている、な」


    　天理による転送。しかも、貴法は大人数を同時に転送できるほどのセンスの持ち主だ。


    　センスの感知できない霧の中では、陽はる翔とたちが転送でバラバラにされてもおかしくはない。


    「仲間に裏切られた気分はどうだ？　陽翔。さぞかし無念だろうよ」


    　貴法が自分を嫌っていることは陽翔もわかっていた。


    　旭姫あさひを守ろうとしていることも。


    　だが、まさかこんな形で敵と協力してくるなど思ってもいなかったのだ。


    　もし、襲いに来るのであればあいつひとりで来る。


    　そんな確信すらあったというのに。


    「やっぱり、あいつ……変わっちまったのか」


    　六年。


    　とても長い時間──性格が変わるにも充分な時間。


    　根本が変わったのだとしても、決してあり得ないことではない。


    「ってことは、旭姫や咲さ月つきも……！」


    「ああ」


    　レトスが下げ卑びた笑みを浮かべる。


    「〝ブリルソサエティ〟は咲月を、〝イルミナティ〟は旭姫を包囲している」


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「君が一番の難敵かと思っていたが、どうやら無事に無力化できそうだね」


    　光がほとんど届かない、仄ほの暗ぐらい森の中で、咲月は〝ブリルソサエティ〟のリーダー、アンゲルスと対峙していた。


    〝ブリルソサエティ〟のメンバーらは咲月から八メートルほど離れるようにして何重もの円を作っている。


    　また木々の枝にも配置されており、半円状の陣が敷かれていた。


    「雑ざ魚こがいくら来ようと問題ないわ。私の魔導で吹き飛ばしてあげる」


    　十二体の精霊が、咲さ月つきの周りにふわりと現れる。


    「強がりは止めたまえ。如い何かに君が強かろうと、半径一キロに千人を配置した包囲には対応できまい。どこかで必ず力尽きる。〝スバル〟の仲間でもいれば別だろうが、君ひとりであれば〝ブリルソサエティ〟の力を結集すればどうにかなる」


    「なら、頭を潰して活路を見み出いだすわ」


    「待ちたまえよ、碓氷うすい咲月。僕らは君を意味もなく殺そうと思っているわけじゃない」


    「結局、旭姫あさひを諦あきらめろとかそういう話でしょ。もしくは私たちに仲間になれか。残念だけど、ご希望には添えないわ」


    「どれも違う。結論を急がずに、まずは受け取ってほしいものがある」


    　アンゲルスが咲月に向かって小さな青い宝石を放り投げる。


    　咲月の手に収まったアイテムは伝言に使われる石だ。主に男女間の睦むつ言ごとに使われる、雰囲気作りのためのアイテム。


    「〝イルミナティ〟のリーダー、御み門かど貴たか法のりからの贈り物だ」


    「転送をされた時から、薄々勘づいていたけど……やっぱりさっきのは貴法がやったのね」


    「ああ。彼に協力を得て、センスでは感知できない複雑な霧を発生させたのさ」


    「あの馬鹿。程度が知れるわね……」


    「もっとも、君を殺す前に伝言をしろという約束があってね。だから仁義を通さねばならない」


    　ひとりを大人数で包囲しておいて何が仁義だと咲月は啖たん呵かを切りたくなったが、どうにか堪こらえた。今、ここで攻撃をしたところで、包囲網をかいくぐることは不可能だ。せめて隙すきを作る必要がある。


    　時間を稼ぐ意味で、大人しく宝石を耳に当てた。


    　耳の中に入る貴法の声が少しずつ大きくなっていく。


    『咲月。こんな形での無礼を詫わびよう。だが、今の僕らの関係ならば仕方のないことと言える。君には〝イルミナティ〟に入ることを拒まれたからな』


    　陽はる翔とが《リユニオン》に入る以前、咲月には貴法からの勧誘が来ていた。


    　ただ、その時は「私はこの世界に浸ひたりに来ただけよ」と言って断ったのだ。


    『本題に入ろう。君の活動について、少し助言をしたい』


    「……何を言うつもりよ」


    　一方的なメッセージだ。届くはずもない。それでも、咲月は呟つぶやかずにはいられなかった。


    



    『単刀直入に言おう。今の君にとって、旭姫がいない世界の方が好都合なはずだ』


    



    　貴法の無機質な言葉は的確に咲月の心を抉えぐった。


    　少し前までは、そんな世界で咲月は過ごしていた。だけど、勇気がなくて陽翔には会いに行くことができなかった。


    　だが、ひとつのきっかけから、咲さ月つきと陽はる翔とは再び巡り会った。


    　もし仮に、このまま陽翔も咲月もゲームオーバーになってしまえば、現実でふたりを邪魔する者はいない。


    《リユニオン》に入ろうにも、アカウントを削除されてしまえばもうどうやってもログインはできない。旭姫あさひを助けるための行動はすべてが封じられる。ゲームには入れない絶対的な弁解ができてしまうのだ。


    　──残念だったね……。陽翔は頑張ったよ。でも、旭姫のことはもう忘れよう？


    　そんなことを平気で言ってしまえそうな、自分の醜みにくい姿が頭を過よぎった。


    『僕らはあの時……すべてを否定された。お互い好きな相手が指輪交換をしているのを、ただ眺めることしかできなかった』


    　頭で拒否しても、強制的に浮かんできてしまう神聖なシーン。


    　忘れたことはない。


    　旭姫が死んでも、あの光景だけは決して心の中から消えることはなかった。いくら記憶を抹消しようとしても、意識すればするほど錆さびのようにこびりつく。


    『だが、もう現実に旭姫はいない。君は再び現実の陽翔と友ゆう誼ぎを結べた。では、君にとって、《リユニオン》の意義はなんだ？　君がここにいる意味はあるか？』


    　旭姫を助けたい。


    　その気持ちは確かにある。


    　だが、同時に。


    　旭姫に消えてほしいという邪念も僅わずかに、しかし確かに存在してしまっている。


    　貴たか法のりが目の前で語っていたら、面と向かって否定できただろうか？


    　思考の渦に嵌はまって、まったく答えを見み出いだせない。


    　ただただ、自分が無様で見苦しい女であることを自覚してしまうだけだ。


    　貴法の懺ざん悔げめいた告白は、なおもたんたんと続いていく。


    『そして、それは僕も同じなんだよ。君とは逆……。僕は旭姫とここで再会できた今、現実に意義を見出だしていない。僕とて陽翔がここにいなければと思っている。だから……』


    　貴法は決意を込めるように言葉を止めた。


    



    『旭姫がいない世界に戻れ、咲月。陽翔は僕が責任を持ってゲームオーバーにする』


    



    　そして、彼は最後の言葉を口にする。


    『僕らはもう住む世界を分かつべきなんだ』


    　そう言って、メッセージは終わった。役割を終えた石が砕け、咲月の指からパラパラと地面に零こぼれていく。


    　咲さ月つきの胸に様々な情念が去来する。


    　旭姫あさひを助けたい。


    　旭姫に消えてほしい。


    　陽はる翔とに好きになってほしい。


    　陽翔に守ってほしい。


    　陽翔に自分を見てほしい。


    　心の歪いびつさを表すような、都合のいい願望だけが浮かんでは消えていく。


    〝サザンクロス〟に襲われた時も、現実で一緒にいる時も、ミストゴーレムと戦った時も、旭姫を優先する陽翔が頭を過ぎる。あのふたりを見る度に胸が締めつけられ、心が悲鳴をあげるのだ。


    「さて。君が伝言を聞いたら、降伏をすることもあり得る……ということだが、闘争か降伏か。返答や如い何かに？　どちらでも構わない。ここで世界の混乱を断たせてもらおう」


    　咲月は返答すらできないほど混乱している。


    「無言。それが君の回答か。心が痛むが、遠慮なく攻撃をさせてもらおう。我が〝ブリルソサエティ〟のための礎いしずえとなってくれたまえ。君の敗北を以もつて！」


    　──敗北？


    　混沌とした自問自答の中、その単語だけはスッと耳から脳へと伝わった。


    　──私が、負ける？　何に？


    　アンゲルスが手を上げて──振り下ろそうとした瞬間。


    「なっ……？」


    　彼には似つかわしくない素すっ頓とん狂きような声が漏れる。どこからともなく飛んできたナイフが、アンゲルスの二の腕を深々と貫いていた。


    「ど、どこだ！」


    　アンゲルスの動揺で、〝ブリルソサエティ〟全体にも動揺が広がる。


    　咲月の頭は未だすっきりとしていない。霞かすみがかったまま、何の解答も見み出いだせない。


    　ただ、反骨心だけが心臓から血とともに湧き上がっていく。


    　──負けたくない。


    　何に？


    　目の前の〝ブリルソサエティ〟に？


    　容よう赦しやなく心を抉えぐってきた貴たか法のりに？


    　──まだわからない。


    「それでも……今は、あなたたちにかかずらってる暇ひまはないの」


    　虚うつろだった目に、僅わずかながら光明が戻った。


    　──今はなんとか包囲を突破する！


    「話はそれから！　──浚さらえ、バチカル！　焔ほのおの劫ごう覇は」


    　包囲の一角に、炎を纏まとった精霊がマグマのような火か焔えんを浴びせた。


    　だが、相手とて名うてのギルドのプレイヤーたちだ。そう簡単に崩れない。


    「足りないなら、もっとくれてやるわ！」


    「この程度で僕らの包囲が──」


    　そこに、またもナイフが次々と飛来する。


    　咲さ月つきにも視認できない攻撃だった。特別速かったようには見えない。意識の隙すき間まを縫ぬうように、突然ナイフが大量に現れたのだ。


    　確実に包囲の一角を切り崩す。咲月のための行路を作り出すように。


    「チャンス！　一気に行くわよ！　──翔とべ！　そして、奔はしれ！　アクゼリュス。翠みどりの重圧、暴走!!」


    　咲月が竜巻のような暴風の鎧よろいを纏って一気に跳躍した。


    　風圧によって攻撃は弾かれ、近づく者は吹き飛ばされ、遠くにいる者は木々を支えにして踏ん張るしかない。


    　魔導への対処が予あらかじめなされていれば止められていただろうが、ナイフのおかげで隙を衝つくことができた。


    「陽はる翔との、いえ、旭姫あさひの下に行かないと……！」


    　包囲を突き崩しながら、咲月は進む。


    「あのナイフ……」


    　飛んできたナイフは明らかに咲月に加勢するものだったが、持ち主は一切姿を見せていない。


    　詳しく調べるような余裕もなく、結局、正体はわからず仕舞いだった。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「せいっ！」


    　草原の雑草が土と共に、空へと投げ出されていく。レトスの大剣が容よう赦しやなく大地を抉えぐって、地形すら変えていた。


    　陽翔は攻撃をどうにか逸らしているが、先程買ったばかりの武器の消耗が激しく今にも折れそうになっている。長くは持たないだろう。


    「くっ……！」


    　大ぶりの攻撃だから回避は可能なのだ。しかし、周囲のプレイヤーたちの攻撃も無視できず、自由に動けない。


    　陽翔とレトスから一定間隔離れた場所から、絶えず陽翔に照準を合わせて遠距離攻撃を放っているのだ。


    　飛んでくる槍や矢を弾き返せば体勢を崩され、避ければレトスの大剣が襲いかかる。


    　かといってまともに攻撃を受けてしまえば、闘気を纏まとっていてもダメージは馬鹿にならない。死なないまでもＨＰが大幅に削けずられてしまう。


    　先程から包囲を突き崩そうと闘気を飛ばしているが、巨大な闘気を練る暇ひまを与えてくれない。


    　陽はる翔とはできることが限られ、攻撃が単調になってしまっていた。敵をひとり倒せても、包囲の穴は即座に埋まる。


    　今の力では、この場を切り抜けることなど夢のまた夢だった。


    　せめて一対一ならばレトスを倒す手段も見み出いだせるが、周囲の攻撃を受けていては集中もままならない。昔、フォローをしてくれた仲間は今、誰もいないのだ。


    「それでも……っ！　もっと速く！　もっと強く……！」


    　すでに限界近くまで身体からだを強化していたが、さらに闘気の出力を上げる。


    　黄金色の闘気が輝きを増した。


    「〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　レトスに向かって横一文字に一いつ閃せん。広範囲に広がった闘気の刃が燕つばめのように滑かつ空くうする。


    「むっ」


    　レトスは咄とつ嗟さに盾を掲かかげて防御した。


    　闘気を入れ込んだはずの盾が真っ二つに斬り裂かれ、大地に落ちる。


    　背後の包囲していた数名のプレイヤーが、攻撃を喰くらってゲームオーバーとなって消えた。


    「……まさか、自慢の盾がこうもあっさり破壊されるとは。腐くさっても伝説は伝説か。全盛期はどれほどだったと言うのだ」


    　レトスの声色に僅わずかな畏い敬けいが籠こもった。


    「認めよう。今の貴様にもオレが一対一では勝つことは無理だっただろう」


    「諦あきらめるのならここから立ち去れ。もう二度と来ないと約束するなら見逃してやる」


    「それはこちらの言葉だ。今のオレには部下がいる。いずれはお前を殺せるが……それは惜しい。だから、オレと来い、【獅子心王クールドリオン】。共に闘気の──」


    「お断りだ、馬鹿野郎！」


    　レトスの戯ざれ言を剣と共に斬り上げる。


    　レトスは大剣で受け止め、陽翔をグリーヴで蹴けり上げた。


    　陽翔は衝撃を殺しながら後方に跳び、体勢を立て直して着地する。


    「放て！」


    　合図と同時、ギルドメンバーの攻撃が、着地した陽翔に迫った。


    「はあっ！」


    　陽翔はさらに闘気を放出して攻撃を跳ね返す。


    「なんなんだよ、こいつ！」「ＨＰが全然減らねぇ」「いいからガンガン撃て！」


    　周囲の驚愕とは裏腹に、限界を超えた放出量を続けたことで闘気量に陰りが出始めていた。身体からだも常時、ステータスを上げられていたことで無理が出てきている。


    　だが、ここまでの奮闘で〝サザンクロス〟にも動揺が広がっていた。


    　──勝負をかけるのは……今しかねぇ！


    　覚悟を決めて、一気に陽はる翔とはレトスへの接近を試みた。


    



    「やれやれ。君の後先考えない直情は相変わらずだね」


    



    　シュッと──空気を斬り裂くような音と共に、一本の矢が陽翔の横をすり抜ける。


    　陽翔の陰になって見えなかったのか、あっさりとレトスの右肩に突き刺さった。


    「ぐおっ！　なんだ、この矢は……!?　抜けない……!?」


    　陽翔が後ろを振り向くと、銀髪の少女──エリシアが立っていた。手に見たこともない高貴なメタルパープルの輝きを持つ弓を携たずさえて。


    「お前は……エリシア？　なんでここに!?」


    「君がここで死ぬと、すべての予定に狂いが出てしまう。ここで助力するなど、チャートではあり得なかったのだけど……貴たか法のりの選択はわたしにとっても予想外でね」


    　出現も唐突だが、彼女の言葉が要領を得ないのも相変わらずだ。


    「……本当に、何者なんだよ。お前は」


    「君の味方だよ。一応、ね」


    　矢の刺さったレトスが鏃やじりを引き抜き、顔を赤く染めて怒りを露あらわにする。


    「一匹増えたところで、貴様らを逃がすと思っているのか？　ここで死ぬがいい！」


    「生あい憎にくと、いま死ぬわけにはいかなくてね」


    　大剣が上段から振り下ろされて大地を抉えぐった。


    　しかし、その後に続くはずの衝撃波は不発。刀身分を削けずっただけで、今まで見せていたような大地を裂くほどの威力はない。素のステータスと武器だけで、攻撃によるエフェクトが処理されていた。


    「馬鹿な!?　ふざけるな、矢が刺さった程度のダメージで攻撃力が減るはずが……！」


    「心奏センス──〈心意封印アイデイアル・フオール〉。この矢が刺さった者は一切のセンスを封じられる」


    「センスを封印だと？　なんだ、それは……！」


    　ゲームのシステムを根底から拒否するような、あまりにも強力なアンチセンス。


    　聞いたことなどない。見たこともない。


    　だというのに何故か、陽翔は不思議な懐かしさを感じていた。


    「そのセンスは……」


    「説明は後だ、陽はる翔と。彼が無力なうちに、ここを脱出するのが最優先事項だよ」


    　エリシアは再び弓を天に向けて構えた。矢を番つがえずに。


    「その未知のセンス──面白い！　貴様も俺の配下となれることを光栄に思うがいい！」


    　見たことのないセンスに、兜かぶとのバイザーの奥で猛もう禽きん類の如きレトスの目が炯けい々けいと輝く。エリシアに向かって、その巨大な大剣を振り上げた。


    　エリシアは動かない。まるで陽翔が守るのを確信しているかのように。


    「させるかっ！」


    　陽翔がエリシアに向かう刃を弾き返す。


    「〈想念矢モータルアロー〉」


    　瞬間、弓にエネルギーでできた矢が現れた。


    「〈心意封印アイデイアル・フオール・散華デイバイド〉」


    　天に向けて放たれた矢は、二十メートルほど上昇した後、球体へと変化。


    　そこから光の雨を放射状に降らせた。


    　敵の包囲に光の矢が次々と命中していく。


    「センスが!?」「つ、使えねぇ」「出てきてよ、精霊！」「あいつの心が読めない！」


    　レトスに使ったものの簡易版──対多人数用に作り上げたセンスなのだろう。周囲のプレイヤーたちのセンスを瞬またたく間に封印していった。


    　陽翔が闘気を込めて剣を振ると、防御にセンスを発動させられない彼らは台風に飛ばされる瓦かわらのように空中へと投げ出される。


    　あまりにも呆気なく、〝サザンクロス〟は崩れていった。


    「待て……！　貴様ら！」


    「レトス。君の配下は御免被こうむるよ。わたしにも帰る場所があるのだから」


    〝スバル〟に勝るとも劣らない、彼女の力──。


    「お前、まさか〝ヒュアデス〟辺りのひとりか？　それとも〝グノーシス〟の……」


    　陽翔の言葉を、答える価値もないとばかりにエリシアは口を引き結ぶ。


    「……行くよ。旭姫あさひの身が危ない」


    　エリシアと陽翔は、旭姫の下へと急いだ。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　先程まで陽翔たちがいた村の中は、異様な緊張感に包まれていた。


    　普段は温泉だけが取り柄の牧歌的な場所が、超位ギルドによって掌握されている。ここに滞在するプレイヤーたちは、建物の中に引っ込んで顔すら覗のぞかせない。


    　旭姫は警戒しながらゆっくりと周囲を見渡す。


    　陽はる翔とも咲さ月つきもいない。


    　いるのは──貴たか法のりと、〝イルミナティ〟のギルドメンバーだけだ。


    「……取って食おうというわけじゃない。安心してくれ、旭姫あさひ。僕は決して君を傷付けるような真ま似ねはしない。これは誓って言おう」


    　だが、旭姫の表情は戻らない。いつもの幼なじみに向ける顔ではなく、敵を見る目に変わっていた。


    「どうして……。どうして、陽翔と咲月を転送したの」


    「冷静に話し合うためだ。彼らは君にとってのノイズだ。出せる本音も出せない。君の本当の気持ちが知りたいから」


    「だったら……！」


    　感極まったように旭姫が叫ぶ。


    「なんで！　なんで皆と一緒にやれないの！　あたしは皆と一緒に……〝スバル〟として遊びたかっただけなのに！」


    「酷こくだとは思うが、状況を正しく認識してくれ、旭姫。僕らの中ではもう六年経ってるんだ。昔のままではいられない。むしろ、君のログアウトできない事象の方が──」


    「また六年って！　皆して六年経った六年経った六年経った！　それをわかれ、察しろって、そんなの無理だよ！　あたしの中で、時間なんて経ってないもん！」


    「………」


    「ログアウトできないのは寂しいよ……！　でも、皆と一緒にやれないのは、もっと寂しいのに！　なのに貴法は、陽翔と喧けん嘩かばっかりで……！」


    「旭姫……君は」


    　六年分溜めてきたかのように、旭姫の瞳ひとみから涙が溢あふれていく。


    　旭姫にとって、陽翔は変わっていなかった。容姿が少し変わっても、性格が少し変わっても、根っこの部分は変わっていない。


    　咲月も変わっていない。言葉遣いが変わり、性格や仕草が大人しくなっても、彼女のことは一番よく知っている。


    　だが、貴法だけは本当に別人のように見えていた。過去、どれだけ陽翔と仲違いをしても「喧嘩するほど仲がいい」という言葉が示す通り、笑って見守ることができる安心感があった。


    　今の貴法は──今まで襲ってきた、目的のためには手段を選ばない連中と一緒だった。


    「──また一緒に〝スバル〟をやろう、貴法。皆で、またこの前みたいに」


    　悲痛な説得であり、ある意味では最後通告だった。


    　だが、貴法は答えない。


    　一緒にやろうと言えない理由は、貴法自身も強く自覚している。


    　──陽翔さえいなければ。


    　それがすべてだ。


    　もし、旭姫あさひと咲さ月つきだけが一緒にいて、〝スバル〟をまたやろうと言われたら、貴たか法のりは迷うこともなかっただろう。


    　あのとき旭姫を守れなかった陽はる翔との存在を、貴法はどうしても許すことができなかった。


    「……無理だ」


    　ずっと努力してきた。


    　旭姫が亡くなって以来、何かに憑つかれたように、勉強に運動はもちろん、社交性だって磨みがいて、リーダーシップを取ってきた。


    　自分こそが旭姫に相応ふさわしかったと証明するために。


    　県内トップの進学校に入学し、一年生ながら副会長となって次期会長候補として目されている。模試ではトップを取り続けている。運動部で全国へ行ったこともある。教師からの信頼にだってしっかりと応えている。


    　陽翔を超えるため。


    　そして、超えたという確信を得ている。


    　すべては、味わった敗北の苦く汁じゆうを勝利の味で塗り替えるため──。


    　だというのに、いくら努力しても、いくら賞賛を得ても、屈くつ辱じよく的な記憶は薄れない。


    《リユニオン》が再開し、新興ギルドとして最速で超位カテゴリまでのし上がっても、その記憶は微み塵じんも上書きされなかった。


    　──旭姫を奪わなければ、何も変われない。何も変わらない。


    「僕は……陽翔と敵対することでしか、想いを抑えることができないんだ」


    　奇跡的に、旭姫と再会できた。


    　だけど、旭姫はやはり陽翔を信頼して。


    　旭姫を何年も想い続け、死んだ後もずっと焦こがれたからこそ。


    　彼女の中で、いまだ陽翔の存在が圧倒的に大きいことも、わかりすぎるほどにわかってしまう。


    　──僕は彼女に相応しい男になった。陽翔など、足下にも及ばないほどに！


    　だから、旭姫もわかってくれる。わかってくれるはずなのだ。


    「君を強引にでも手に入れて、君の誤解を少しずつ解かせてもらう」


    　貴法が合図するように手を上げると、〝イルミナティ〟のメンバーが一斉に構えた。


    「束縛せよ」


    　ガラスでできたような透明の狭い箱が現れ、旭姫は閉じ込められてしまう。


    　壁を抜けようと身体からだごと体当たりをするが、弾き返されてしまった。弾丸を放つが、それでも傷ひとつ付かない。


    「貴法……っ！」


    　旭姫あさひに怒りと悲しみが混ざり合った瞳ひとみを向けられ、貴たか法のりは沈痛な面持ちで歯を食いしばる。


    「意識を……奪え」


    　箱の四方に過剰なほど大量の花が咲き乱れる。ピンクに色づいた大きな花弁。


    「これ……、ヒュプノスダリア!?」


    　可か憐れんさとは裏腹に、強力な睡眠剤としても扱われる原材料。その花粉は人を急速に夢の世界へと誘いざなう。


    「……そ、んな」


    　旭姫が力を失ったようにガラスにもたれた。


    　ガラスが消えると、旭姫の身体からだが地面へと倒れ込む。


    　そこに〝イルミナティ〟のギルドメンバーら数十人が殺到して旭姫を囲んだ。


    　しかし──。


    「待て！　誰が旭姫に触れていいと言った！」


    　雲行きが怪しい。


    　包囲した者たちは旭姫の身体を抱え──あろうことか、リーダーである貴法に向けて、武器を構えた。


    　心を蝕むしばまれたような、虚うつろな目で……。


    「貴様ら……。まさか操られて？」


    　心奏スキルに存在する、人の心に働きかける力。


    「だが、誰だ？　いや、そんな隙すきも、センスの発動も感じなかった。僕の天理が見落とすはずが……」


    　貴法ははたと気付く。


    　三ギルド共同で発生させた特殊な濃霧。


    　緻密な計算の下に織り重ねられた魔導の力──陽はる翔とや咲さ月つきクラスのプレイヤーが感じ取れないようにして、発生させた特殊な霧。


    　その中に、アンゲルスの心奏──〈洗脳支配マムルーク・ダイナステイ〉が紛まぎれ込んでいたら？


    「感じ取れるわけがない……！」


    　鉄壁のステルスセンスを構成したのは、他でもない貴法自身なのだから。そこに隙など作るはずがなかった。


    　陽翔や旭姫、咲月、そして貴法ら上級者エキスパートにアンゲルスの洗脳など通じない。


    　だが、中級者インコンプリートクラスであれば、彼の支配が及んでしまう。


    「貴様ら……！　正気に戻れ！」


    　天理で洗脳の仕組みを探った。


    　意識を残したまま、〈洗脳支配〉を発動した者の命令通りに身体が動かされている。今の彼らは意に反した行動をする身に苛さいなまれながら旭姫を囲っていた。


    　さらに少しでも貴たか法のり自身が奪還に動こうものなら、即座に旭姫あさひを傷つける、周囲を巻き込んで自爆するといった命令まで組み込まれていた。貴法が旭姫を傷つけられないとわかった上で仕込んでいる。


    「くっ……残った者は全員、洗脳された者を止めろ！　ただし、傷をつけるな！」


    　洗脳された者たちに罪はない。


    　罪があるとすれば、旭姫を捕らえるまでは共闘できると思い込んでいた自分自身だ。最初から信用などしていなかったが、何か仕掛けてくるとすればもっと後だろうと。罠にかけたはずなのだと目が曇くもっていた。


    　まさか、自分自身が罠にかけられるなど、考えもせずに──。


    　操られた者たちは煙幕を放って逃げようとする。


    「待て……！　待ってくれ、旭姫っ」


    　洗脳されなかった〝イルミナティ〟のメンバーたちが旭姫を行かせないように動いているが、傷をつけてはならないという指令が出ていることもあって、思い切った攻撃ができていない。しかも相手は仲間で躊躇ためらいもあるだろう。包囲が破られるのは時間の問題だった。


    　旭姫を抱えたプレイヤーが空へと浮かぶ。


    「旭姫─────────────────────────────っ！」


    　貴法が空中の旭姫に向かって、自身の手を限界まで伸ばす。


    　だが、その手はあまりにも遠い。


    　それ以上動こうにも貴法自身は、仲間が旭姫を傷つけることを怖れ、精神的な束縛を受けてしまっている。天理で洗脳による条件行動が見えてしまっているが故に、何もすることができなかった。


    　旭姫は目で追いきれないほど加速し雲に溶け、灰色の中に消えていく。


    〝ブリルソサエティ〟に襲われていた咲さ月つきと、〝サザンクロス〟の追撃を振り切ったエリシアと陽はる翔とが、ようやく村へと帰還したが──すべては終わっており、旭姫が遠くなっていく姿を眺めることしかできなかった。


    



    　その日、アルトガーデンを中心に、ノアキス大陸に声明が発表された。


    　署名には、〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟のギルド名。


    　彼らの協力というのが、同盟ではなく合併だということが明らかとなる。


    　超位ギルドが行うことは《ユニオン》《リユニオン》を通じて初の試みだった。


    　新たなギルド名は〝ディバイン〟。


    　最後にはこう綴つづられていた。


    『〈未来視プロフエアータ〉は我らが手に』


    　と。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　陽はる翔とはエリシアと別れた後、村の中で幾つもの武具や道具を集めていた。


    「ちょっと、陽翔！　あなた何をする気!?」


    　一緒に戻った咲さ月つきが慌てたように問う。


    「旭姫あさひを取り戻しに行くに決まってる」


    「正気なの!?　〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が合併して、旭姫を捕らえているのよ？　新ギルド〝ディバイン〟の拠点には最低でも三千人は下らない数のプレイヤーが手ぐすね引いて待ってる。どうやって旭姫を取り返すつもりなのよ！」


    「だから武器とアイテムを持てるだけ集めるんだ。剣が何本折れようとその分を用意すればいい。何なら奪うのでも構わない。アイテムも攻撃系と攪かく乱らん系で揃そろえていく。確率は少しでも上げたいからな」


    「そんなことを言ってるんじゃない！　もっと作戦とか戦術を考えて行動しろって言ってるのよ！　無策で突撃なんて馬鹿のやることだわ！」


    「……馬鹿で結構だ！」


    　陽翔は強く叫ぶ。


    「連中は旭姫の〈未来視プロフエアータ〉を求めている。旭姫が協力を拒めば、どんな手段を使ってでも無理矢理言うことを聞かせようとするはずだ。そんな真ま似ねをさせてたまるかよ……！　あいつの望みは、これからだっていうのに……！」


    　陽翔の強烈な怒りが、嫌というほど伝わってきた。


    　ふと思う。


    　──私は、陽翔にとって、ここまで心配される存在なのだろうか。


    　そして、胸を抉えぐるあの言葉。


    『旭姫がいない世界に戻れ、咲月。陽翔は僕が責任を持ってゲームオーバーにする』


    　受け入れたい自分がいる。


    　すべてを肯定しているわけではない。それでも、肯定している自分が奥底に潜ひそんでいる事実と罪悪感が、頭から離れない。


    「咲月。お前は……来るな」


    「な、何でよ」


    「見てりゃわかるけど、今のお前には迷いがある。それじゃセンスは上う手まく使えない。俺たちが旭姫を失ってから、危うく全滅しそうになったようにな」


    「そ、そんなこと……！」


    「俺は旭姫を取り戻しに行く。約束もしたし、〝スバル〟は旭姫を取り戻すって意思を見せなきゃいけない。だけど」


    　陽はる翔とは咲さ月つきの肩に手をのせる。


    「俺が駄目だったら……お前は貴たか法のりと協力して、機会を窺うかがって確実に旭姫あさひを取り戻してくれ。俺が絡んでなきゃ、あいつは喜んで力を貸してくれるはずだ」


    「で、でも！」


    「なあ、咲月」


    　陽翔の瞳ひとみが咲月の目を射い貫ぬく。迷いを見透かすかのように。


    



    「昔なら、俺たちは何を捨て置いてもあいつを助けに行っただろ？」


    



    　咲月がハッとしたように目を見開く。


    　そう。六年前なら悩むことなど欠片かけらもなかった。


    　どんな困難が待ち受けていようと、全力を尽くして助けに行っただろう。


    　なぜか？


    　そんなの、答えは分かりきっている。


    「迷いを振り切れたら、その時は──」


    　そこで陽翔は言葉を止めた。


    　もう語ることはないと、咲月から手を離す。


    　そして、大量の荷物を背負い、村を去っていった。


    



    



    　ノアキス大陸の最南端。ここは豊ほう穣じようの加護から外れているのか、動物のいない荒こう野やが広がる不毛の地だった。


    　本来であれば徘はい徊かいしているのは手強いモンスターたちだが、今は〝サザンクロス〟の赤と〝ブリルソサエティ〟の青、二色のプレイヤーたちがひしめいている。


    〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟は、公称でそれぞれ千五百人のプレイヤーを抱えていた。つまり〝ディバイン〟は、総勢三千もの数となる。


    　闘気、魔導、心奏、変幻、天理、夢境。六大センスもすべて揃そろっている。


    　その上、彼らは初心者ルーキーなどでは決してない。全員が全員、天てん至し塔とうを楽にクリアできる中級者インコンプリート以上。


    　装備もまた充実していた。ギルドは人数に任せて様々なレア素材が手に入るため、交換や内々で配布することで適切かつ強力な装備をつけることができた。


    　そんな連中がこぞって強固な防衛線を築き上げている。


    「この数はさすがに気が滅め入いるな。まったく……」


    　丘の上から見下ろして、陽はる翔とは盛大に溜息を吐ついた。


    　夕日に変わろうかという太陽は嫌になるぐらい大地を熱しているが、陽翔の心は不気味なほど冷静だ。おかしいと自覚してしまうぐらいに。


    「勝てるはずがないよな」


    　自分ひとり。しかも、完全には取り戻していない中途半端なセンス。


    　賭と場ばじゃ賭かけにもならないだろう。


    　上級者エキスパートと中級者インコンプリートの入り交じる三千人を討ち果たし、結界を破壊し、砦とりでの中へと侵入し。


    　外にいる者よりもさらに強い幹部連中を相手にして、旭姫あさひを取り戻すなど。


    　都合のよすぎるヒーロー映画だ。あり得ない。


    　だというのに。敗北必至だというのに、不思議な高揚感が身を包んでいる。


    「あそこまで、行かなきゃいけないのか」


    　壁となるプレイヤーたちの奥に建造されている要塞。三重の外壁で覆われており、堅固さをこれでもかと周囲に示している。中心に建つ鉄でできている砦もまた巨大で辺りに目を光らせているようだった。


    　そこに旭姫は囚とらわれている。


    　もはや隠す気もないのだろう。陽翔の闘気は、明確に旭姫の気配を捉えていた。


    「旭姫……。今、助けてやる」


    　陽翔の心に怖れはない。


    　ここで〝スバル〟として行かなければ、旭姫の望みは果たせない。


    　陽翔がやるべきことは、〝スバル〟復活の目を絶やすことなく、後に繋つなぐこと。


    　たとえ自分がいなくなったとしても──意思さえ残せば、〝スバル〟がなくなることはない。


    　突撃したが最後、まず生きては帰れないだろう。


    　だが──陽翔にも意地がある。


    　大切な少女を守ると誓った、男としての意地が。


    　自然と黄金色の闘気が身体からだを包む。胸に吹き荒れる感情の名は、自分でも分からない。ただ突き進む意志だけが、心で煌こう々こうと燃え盛っている。


    「お前は、俺のすべてを取り戻してくれた。だから──俺も、すべてを懸けてお前を取り戻す」


    　六年間の空くう虚きよを埋めてくれた彼女。


    　過去と向き合わせてくれた彼女。


    　迷う理由など、何一つない。


    「行くぜ」


    　剣を鞘さやから引き抜いて輝く太陽にかざし──三千の猛も者さに向かって、身を投げ出した。

  


  
    ［間章　追憶 ～the side of Satsuki act.3～］


    



    「皆！　散開しろっ！」


    　ノアキス大陸、最東端のダンジョン──天てん至し塔とうの最上階で、決死の戦闘が繰り広げられていた。


    　まだまだ顔に幼おさなさの残る陽はる翔とが巨大な白き敵──ミストゴーレムの拳こぶしを防ぎながら警告するように叫ぶ。


    　拳を剣で押さえていたが、徐々にミシミシと不気味な音を立てて、身体からだごと床へと沈み始めた。


    　耐えられないと察した陽翔は攻撃を引き込むように体勢を低くし、拳が当たる前に転がって脱する。陽翔がいた場所に拳が刺さり、巨大な爆発を巻き起こした。


    　爆風に巻き込まれて陽翔の身体が宙を舞う。


    「くそっ！」


    　投げ出された陽翔だが、風を受けて止まった。風の精霊を巧たくみに操り、咲さ月つきが陽翔の身体を支えたのだ。


    「ご、ごめんなさい。皆……私が、ミスをしたせいで」


    「気にするなよ。ミスはフォローしあう。今までもそうしてきたし、これからもそうだ！」


    　完全に戦略ミスだった。


    　当初、咲月の火力を頼りに展開していたが、途中でほとんど魔導が尽きた上に精霊を数体封じられてしまったのだ。精霊のいない魔導はあまりにも無力で、攻撃手段として、ほぼ役に立っていない。


    　今の咲月には風と火の精霊しか残っていない。もっともガス欠で、限られた魔導しか発動させることはできないが。


    　元々、覚かく醒せいした咲月がいるからこそ天至塔攻略の目め処どが立ったわけで、咲月が攻撃を展開できなければ、どうしようもなかった。


    　まだ、考えの浅い子供だからと言えばそれまでだ。あまりにも調子に乗り、身の丈たけに合わない場所へ来たがために、痛烈なしっぺ返しを喰くらってしまっている。


    　さらに言えば、咲月が持ってくるはずの脱出アイテムを持ってきていなかったのも、窮地に拍車をかけている。


    　だが、彼らは諦あきらめてなどいない。


    　全員のＨＰが、すでに残り一撃しか耐えられないとしても。


    「あとは俺たちでなんとかしてみせる！」


    　陽翔が風を蹴けって、巨大なゴーレムに立ち向かう。


    　ゴーレムは自身から石を生成。それを拳こぶしで砕くと、鋭利な石いし礫つぶてがショットガンのように陽はる翔とへと迫った。


    「頼むよ、貴たか法のりっ」「任されたクライヴ！」


    　クライヴがありったけの短剣と鎖くさりを投げて、貴法が空気中の分子を操作。気流のブーストを受けて、勢いよく石礫の嵐の中を突き進む。


    　そこからさらにクライヴの変幻によって、短剣と鎖はプロペラのような軌道を描き、石礫を外へ外へと弾き出した。陽翔のための道を作るように。


    「希のぞみ！　あたしたちは腕を！」「はっ、はい！　皆、お願いっ！」


    　旭姫あさひの弾丸と希の召喚した狼おおかみが、陽翔と並行に奔はしった。


    　ふたりの攻撃は両腕に突き刺さり、ゴーレムを僅わずかにノックバックさせる。


    「はあっ！」


    　陽翔は強い闘気を込めて、すかさず旭姫の弾丸が当たった場所を剣で叩き斬った。


    　今まで途中で止められていた刃は剣筋を妨害することなく振り切られ──ついに右腕がゴトンと落ちる。


    「攻撃手段を減らしたぞ！　皆、これからだぜ！」


    　これで少しは希望が見えた。


    　まだ戦える。まだ敗北はしていない。勝ち筋は見えてなくてもちゃんと存在する。


    　だが、その矢先──。


    「また来るぞ！　霧化ミストシフトだ！」


    　貴法の警告と共にゴーレムが一瞬で霧と化し、周囲がまったく見えなくなるほど白に染まる。


    　これがすべての計算を狂わせていた。


    　咲さ月つきの精霊が無力化してしまったのもこの霧のためだ。精霊を使役する時に消費する魔力を増大させる効果があり、そこで咲月はエネルギーの源みなもとをほぼ失ってしまったのだ。


    　咲月は霧──目に見える範囲が白に染まると何も考えられないほど動きが鈍ってしまう。以前、煉れん獄ごく洞どうで煙によって視界を塞がれ、モンスターに囚われたことが尾を引いていた。


    　まるで自身をゴールのない迷路に誘い込むように錯覚してしまうのだ。冷静になることもできず魔導を無駄撃ちし、今に至っている。


    『シュルルル……』『ギッギッ』『グルルルルルル』『ギリギリギリギリ……ィッ！』


    　濃霧の中、雑ざ魚こモンスターたちが召喚された。遠吠えや歯は軋ぎしりが耳に響く。


    　雑魚と言っても、この時の陽翔たちにとっては強敵揃ぞろい。


    　希の召喚したスライムもあっさりとやられ、消えていく。


    　ここで苦戦していては、実体化された時に右腕が復活してしまうだろう。


    「どうにか、する手段は……ッ！」


    　陽翔が焦ったように毒づく。


    　だが、貴たか法のりもクライヴも希のぞみも……打つ手がない。


    　死に物狂いで戦う彼らを眺ながめることしかできない咲さ月つきは身を裂かれそうなほど深い罪悪感に苛さいなまれていた。


    　──誰か、皆を助けて！


    　すべてを捧げる覚悟で、彼女は願う。罪悪感が拭ぬぐえるわけではないことはわかっている。それでも彼女は祈らざるを得なかった。


    



    　しかし、幸か不幸か奇跡は起こる。


    　それは叶ってしまった。


    　彼女が一番望まなかった形で。


    



    「陽はる翔と、しゃがんで！　剣を右に振って！」


    　突如、旭姫あさひの声が響く。


    　普段しないような、旭姫の命令じみた指示。


    　陽翔は思わずしゃがみ、言われた通り、剣を右に振る。


    　何もない濃霧を斬り裂くと──雑ざ魚こモンスターの急所を切った手応えがあった。鳥の微かすかな断末魔が耳に届く。


    「貴法は床とできればあのモンスターの素材を解析して！　クライヴはナイフを前に三本飛ばす！　希はスライムを二匹でいいから召喚！」


    　なおも旭姫の指揮は続いた。


    　貴法も、クライヴも、希も突き動かされているかのように旭姫の声に従った。


    　そして、それは──最良の結果を導き出し、雑魚モンスターたちが次々と倒れていく。


    　未来が彼女によって引き寄せられているかの如く。


    　オーケストラでタクトを振るっているような力強さに、誰もが感化され、センスを奏でていく。


    「咲月！　少しでいいの！　火の精霊で、霧の真ん中を撃って！」


    　急ぎ鞭むちを打ち、残った僅わずかな力で魔導を放つ。小さな炎は、的確に旭姫の指示した場所を穿うがった。


    「陽翔は闘気で火の強化を！　貴法は天理で光量を上げて！」


    「おう！」「ああ！」


    　言われた通り、陽翔は火に近づいて闘気を注入。一気に揺らめきの勢いが増した。


    　貴法もまた天理を発動させる。炎の光が煌こう々こうと輝き渡った。


    　すると、霧が慌ただしく収束していく。


    　石が実体化し、出現した時のように積み重なってゴーレムが現れる。だが、右腕は復活していない。どうやら最悪の事態は避けられたようだった。


    「陽はる翔と、剣で左足を！　貴たか法のりは援護！　クライヴは変幻で陽翔の剣を──」


    　矢継ぎ早に指示を出す旭姫あさひ。


    　未来が見えているかのように、言葉は的確で一度として外れない。


    　与えるダメージこそ微々たるものだが──一切ダメージを喰くらわなくなった。


    



    　長き戦闘の果てに──。


    　ゴーレムの拳こぶしと陽翔の一いつ閃せんが交差する。


    　両者の動きが止まり──陽翔が膝ひざをついた。


    「陽翔!?」


    　咲さ月つきが慌あわてるが、


    「勝ったよ！」


    　旭姫の言葉が、真実になったかのように。


    　ゴーレムは音を立ててバラバラと崩れ落ちた。


    　陽翔たちの、〝スバル〟の勝利だ。


    「陽翔、やったぁ！　陽翔と貴法と咲月で、すごい連係だったね！」


    　旭姫はすぐに倒れ込んだ陽翔に駆け寄る。


    「旭姫、その力はいったい」「まさにミステリアスな力だね」「それって心奏のセンス……？」


    　貴法、クライヴ、希のぞみもまたふたりの下に集つどい、旭姫を質問攻めにした。


    　その輪の後ろ……ぽつんと咲月が所在なさげに立っている。


    「なんかね！　あたしの目にもうひとつの映像が見えてね！　それが未来の映像だったの！」


    　旭姫の代名詞とも言えるセンス──〈未来視プロフエアータ〉誕生の瞬間だった。


    　覚かく醒せいがなければ、決してゴーレムに勝つことはできなかっただろう。


    「旭姫、すげぇな！　〈未来視〉か。さすがだぜ！」


    　陽翔も他の皆も、旭姫を褒ほめ称える。


    　だが、それとは逆に、咲月の気持ちは暗く沈み、軋きしんでいた。旭姫のことを褒める輪に入ることができなかった。


    　勝利の立役者となった旭姫。役立たずだった自分。


    　そもそも自分が魔導で覚醒した時、皆はこんなに褒め称えてくれただろうか？


    　そんな意地汚い想いだけが、心に灰のように積もっていく。


    　心を埋め尽くした塵ちり芥あくたは、彼女の心に強い影を落としていた。最上階に来るまでは大活躍していただけになおさら落差が痛みを放つ。


    　──な、何よ……！　何なのよ！


    　咲月の願い通り皆が助かったというのに、抑えきれないように感情が渦巻いた。


    「やったな、咲さ月つき！　……咲月？」


    　声をかけてきた陽はる翔とが目を丸くする。


    　咲月は気付けば涙をぽたぽたと垂らしていた。


    　──私が強くなっても、皆、私を褒ほめてくれなかったのに！


    　皆が不安そうに視線を向けてくるが、咲月の涙は止まらない。


    　──何よ、魔導なんて……！　魔導なんて……っ！


    　咲月の様子に戸惑い、誰も動けなかった。その姿がいつになくか弱く──小さく見える。


    　咲月がこうして泣くことなどなかったし、全員が初めての経験に呆ほうけてしまった。


    　──ただひとりを除いては。


    「咲月」


    　旭姫あさひが咲月にゆっくりと近づく。


    　咲月は後ずさるが、旭姫は足を止めてくれない。


    　最後には腕を掴つかまれて、引き寄せられた。


    「そんなことないよ。咲月に皆、感謝してるんだから」


    　旭姫は優しく呟つぶやく。他の誰にも聞こえないように。咲月の心を守るように。


    「……あ、旭姫、私の心を心奏で覗のぞいたのね……！　さ、最っ低！」


    「ううん、違う。だって、今の咲月の涙、あたしすっごくよくわかるもん。だから大丈夫だよ。皆、咲月を褒めてる」


    「褒めてないもん……！」


    　咲月は泣きじゃくりながら、旭姫に想いをぶつける。


    「旭姫はズルいよ……！　ずっとずっと、陽翔を独り占めして……！」


    　旭姫は悲しそうで、だけどそれ以上に嬉しそうに咲月の言葉を聞いていた。


    「ようやく本当のことを言ってくれたね」


    　と、旭姫が囁ささやくように言う。


    「あたしも咲月のことずっといいなって思ってたよ。陽翔にいつも守られて、すっごい魔導を使って皆を助けて。普段から『咲月ってすごいよな』って言う陽翔にもやもやしてた。眠れなくなるぐらい悔しかったから」


    「……悔しかったなんて、嘘うそ」


    「本当だよ。それであたしも……陽翔を助ける力がほしいってずっと願ってて。だから、きっと〈未来視プロフエアータ〉が使えたんだよ」


    　旭姫が穏やかな顔で、咲月を抱きしめる。


    「陽翔にこの想いを伝えたら、きっと困らせちゃうけど……いつか言える時まで、一緒に頑張ろうよ。咲月。あたしたち、まだ同じところにいるだけだから」


    　旭姫の包み込むような温かな言葉が、咲月の心に積もっていた穢けがれを散らしていった。


    　恋愛でも実力でも負けて、憎いとすら感じていた旭姫あさひへの黒い感情が急速に薄れていく。


    　咲さ月つきが旭姫の身体からだを抱きしめ返した。


    「ありがとう、旭姫……」


    「咲月がいつもフォローしてくれるから、皆が一緒にやれるんだよ」


    「うん……うん」


    　この時の旭姫との会話を、咲月は今でも心の中に大事に仕舞っている。


    　ふたりだけの、大事な秘密だった。
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    ［第四章　巡る革新の歯車］


    



    「……来るとは思っていたよ」


    〝イルミナティ〟は厳戒態勢に入っているのか、ギルドホームの窓はすべてカーテンが閉められ、外からの光を遮さえぎっている。炎と魔導による光源のみが淡く室内を照らしていた。中では騒がしく準備が整えられ、戦争にでも赴おもむくかのようである。


    　最上階──リーダー専用の部屋で貴たか法のりがエグゼクティブデスクにつき、咲さ月つきは彼の前に立っている。


    　彼ら以外のプレイヤーはおらず、階下の喧けん騒そうとは打って変わって静寂に包まれていた。


    「以前、勧誘を受けた時から移住してなくて助かったわ」


    「ギルドホームは簡単に変えるものではない。ましてや超位になれば街ごと動きかねないし、大陸の流通も変わるからね」


    「それで貴法は……ここでなにをやっているの？」


    「賢さかしい君ならわかっているはずだ。旭姫あさひを助けるための計画を立てている。本来であれば僕も会議に参加するべきだが、君が来たということで席を外したんだ。あまり時間は取れないぞ」


    「聡さといあなたなら、私が何をしに来たかもわかるでしょう」


    　仄ほのかに渋い顔を作る貴法。


    「……旭姫を救うために力を貸せというのだろう。しかし、今動くわけにはいかない。二大ギルドを相手にする以上、相応の下準備と布石が必要になる」


    「〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟。合併はあなたにも予想外だったってわけ？」


    　ほぞを噛かむ思いだったのだろう。貴法は苛立たしげに唇くちびるを震わせる。


    　同盟であればともかく、険悪だったふたつのギルド合併は誰にとっても予想外だったはずだ。


    　超位ギルドの合併そのものが前代未聞。まさに山が動いたと言ってもいい。


    「……元々〝イルミナティ〟は客観的な分析では、戦力において彼らよりも僅かに下だった。〝ディバイン〟の戦力を投入されれば間違いなく僕のギルドが壊滅する。だから確実な勝利を得るためには、入念な計画を立て、綻ほころびを見つけ、小さな可能性を衝つかなくてはならない。あるいは奇跡を引き寄せるために……」


    「冷静なのね」


    「冷静なものか……！」


    　貴法がデスクを叩く。デスクの一部が破壊され、木片が飛び散った。


    「僕がここで悠長に構えていられるのは、彼らが旭姫を即座に殺すことはないと理性が判断してしまっているからだ……！　交渉材料、研究材料、戦力として……彼女には様々な使い道があるからと……！　クソッ！」


    　いつもの落ち着き払った余裕がない。それでも何もかもを怒りに任せないように、歯を食いしばって絶えていた。


    「連中を許すことはできない。どんな手段を使ってでも、必ず報むくいをくれてやる。今後旭姫あさひに手を出したらどうなるか思い知らせてやるためにも……！」


    　咲さ月つきは察してしまう。


    　貴たか法のりであれば、〝イルミナティ〟のギルドメンバーを使って突撃させれば、その隙すきに旭姫を奪取できる可能性があるであろうということを。


    　しかし、それはここまで貴法に付き従ったプレイヤーたちを捨て石に使うということ。彼らの信頼への裏切り行為だ。


    　敗北を喫してしまえば、アンゲルスやレトスは〝イルミナティ〟のメンバーを許しはしないだろう。全員が敗残兵として、惨みじめに逃げ回る羽目になる。


    　仮に勝利できても被害は甚じん大だい。旭姫を助けることができるだけで、それ以降のプレイに支障が出る。


    　彼は先に理想を求めているのだ。


    　貴法自身も、そしてギルドメンバーもすべて生き残り、旭姫を守れる未来を。


    　だが──。


    　それら、数多あまたあるしがらみのすべてに縛られず、旭姫を助けるために、ただひとりで無謀な戦いを挑みに行った男がいることを彼は知らない。


    「……陽はる翔とは、ひとりで行ったわ」


    　咲月がそう告げると、貴法はぴくりと眉を動かす。


    「ふん。それならば都合がいい。勝手に死んでくれれば、こっちとしては手間が省ける」


    「陽翔が消えて……旭姫を独り占めってわけ？」


    「その通りだよ、咲月。そもそも君にはちゃんと伝達メッセージを送ったはずだが、聞いていなかったか？」


    「聞いたわ。人の心にズケズケ入り込んで、ナイフで抉えぐるようなメッセージをありがとう。でも、助けに行くことは私の中で決まってるから」


    「……陽翔を助けたいということか」


    「ええ。そして──旭姫も、よ」


    　すると、貴法が目の前にあるものを退しりぞけるように、腕を振り払った。


    「なぜだ！　陽翔がここに入る理由を失えば、君も現実で陽翔と君の仲を遮さえぎる障害はないだろう。あの世界に……もう旭姫はいないのだから！　帰ってくることもない！　どうして君はそちらの世界へ戻らない!?」


    　咲月は首を振る。


    「貴法は何もわかってない」


    「何だと……？」


    「肝心なところが抜け落ちてる」


    　陽はる翔とが思い出させてくれた。


    　とても簡単で、馬鹿らしくなるぐらい単純な答えを。


    「旭姫あさひは〝スバル〟の仲間であり、私の親友よ。陽翔やあなたよりも付き合いの長い、ね。それを助けたいと思うのは当たり前でしょう」


    　そう。陽翔の言う通り。


    　この状況下なら、間違いなく仲間を──旭姫を助けに行っていた。


    　──煉れん獄ごく洞どうで、陽翔が身を挺ていして私を助けてくれたように。


    　──天てん至し塔とうで、どれだけ絶望的でも旭姫が諦あきらめなかったように。


    　煉獄洞も天至塔も、咲月にとっては醜しゆう態たいを晒さらして忸じく怩じたる思いが焼きついた場所だ。


    　それでも──旭姫とのふたりだけの会話は、醜い心を救ってくれた。


    　決して嫌な記憶ばかりではない。それを咲さ月つきは思い出していた。


    「だが、それでは君の理想は叶わない！」


    「違う。勝手に理解したように、私の理想を語らないで」


    　語気の荒い貴たか法のりに、咲月は毅き然ぜんと言い返す。


    「旭姫が消えて勝っても虚むなしいだけで、ただの逃げでしかないのよ。私の理想は……旭姫が傍そばにいて、陽翔が私の隣にいること。どれだけ欲深いと、心の醜みにくさを指摘されようと、これは譲れない」


    　貴法が愕然とした表情で咲月を見つめている。


    「あなたは、理想へと至る道はすでに在るって言ったけど、そんなもの理想でもなんでもないわ。好きな相手に消去法で好きになってもらっても意味がないのよ。いえ……消えてしまったらもう一生勝てない。挑戦すらできない。私たちが六年間、一度も勝てず、敗北の辛酸を舐なめ続けたように」


    「理想の勝利のために、君は旭姫の存在を認めると……？」


    「そうよ。それでこそ、勝機はあるんだから」


    　咲月は貴法の目を見る。心の奥まで見透かすように。


    「陽翔がここで生きてこそ、あなたにも勝つための道があるの。どれだけ辛くても、どれだけ勝ち目がなかろうと、どれだけ高い壁だろうと、一緒にいてこそ初めて至れる場所がある。私は……諦めたりなんてしない。いつまでも挑戦していく。あなたの考えとは違ってね」


    　貴法は表情を曇くもらせ、どこか考え込むように静かに目を伏せる。


    「あなたが来てくれれば心強かったけど、来てくれないのならもう用はないわ。私はひとりでも陽翔を助けに行く。彼を生かすために──」


    　そこで咲月は踵きびすを返すと、扉の前で立ち止まり、


    「あなたに最高の嫌がらせをしてあげる」


    　悪戯いたずらっぽい笑みを残して、彼女は貴たか法のりの部屋から立ち去った。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「そろそろくたばれ！　【獅子心王クールドリオン】！」


    　視界を支配するのは、千差万別な攻撃の数々。


    　迫る闘気、飛来する武器、召喚されたモンスター、炎、氷、水、風、土、闇やみ、光──遠くにあるはずの雄ゆう峰ほうや敵の砦とりでが覗のぞける隙すき間ますらない。


    「はあっ！」


    　闘気を集中。剣を一いつ閃せん。


    　敵の攻撃を刀身で弾き返しつつ、衝撃で何人かのプレイヤーが吹き飛んだ。


    　弾き損そこねた刃と炎が迫るが、陽はる翔とは身体からだを沈めて回避する。


    　だが、無数に飛んでくるものをすべて避よけきることは叶わない。回避し損ねた刃が陽翔のこめかみを掠かすめた。


    「ぐっ……！」


    　ほんのちょっとした衝撃。なんてことのない軽傷だ。戦闘に支障はない。


    　だが、僅わずかな出血が視界を塞ふさいでしまった。死角からさらなる攻撃が殺到する。


    　陽翔は身体に金色の闘気を収束させた。防御力が急激に上昇。ダメージが遮断される。


    　すべて遮断できるわけではない。少しずつ傷が入り、蓄積されていった。


    「〈獅子迅雷デネボラ〉！」


    　体勢低く腰を捻ひねり、竜巻を作り出すように回転斬り。


    　剣に込められた闘気が周囲に放出される。衝撃波は攻撃ごと押し返し、敵をまとめて吹き飛ばした。


    「……何人倒したっけ？」


    　三百人からはもう数えていない。


    　依然、目の前には二千五百を超えるプレイヤーがいる。


    　人による壁、壁、壁、壁。


    　奥に旭姫あさひの囚とらわれている砦があるというのに、近づいた気がしない。


    「たったひとりでここまでやるとは」「さすが【獅子心王】」「だが、もう押せば死ぬような状態だ！」「いけ！　砲撃しろ！」「遠距離から削けずっていってください！」「殺せ！　殺せ！」


    　未だに連中は血気盛んな様子で、陽翔に攻撃を仕掛けてくる。


    「ひとり相手に寄って集たかりやがって……だけどな！」


    　一際強い黄金の闘気が身体を包み、


    「ここで倒れるわけにはいかないんだよ！」


    　オーラを纏まとった刃が、周囲にいた数人の敵を攻撃ごと吹き飛ばす。


    　──すでに身体からだはボロボロだ。


    　旭姫あさひが捕まってから、すでに一時間。


    　どんな想いを抱いてそこにいるのか。旭姫の笑顔を思い浮かべては、その表情が悲しみに染まっていくのを幻視する。


    　強い怒りが、胃の底の方から迫せり上がってくる。


    　捕縛された旭姫──仲間の危機が、陽はる翔とのさらなる闘気を引き出す。


    　いつしか陽翔は、〈無垢なる闇プルガトリオ〉を倒した時以上の輝きを放っていた。


    　まさに太陽の下、まばゆく煌きらめく獅し子しのように──。


    「〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　黄金色の輝線を描いて、一いつ閃せん。


    　描いた軌跡が燕つばめのように飛翔し、目の前の敵たちを斬り裂いていった。


    　しかし、ここに出てきている者たちはまだ中級者インコンプリートレベル。


    「まさか三百人以上、やられるなんて」「さすがは伝説といったところか」「ならば我々も動かざるを得まい」


    　中級者のスタンダードセンスに混じり、上級者エキスパートたちの対処困難なセンスによる攻撃が増えてきた。


    　まともに喰くらえばＨＰは大きく減る。気を抜く暇ひまなど最初からないが、より一層、心を引き締めなければならない。


    　視界で四方に注意を配り、纏まとった闘気で気配を察知。


    　六年前の記憶が、身体へ少しずつ戻ってくるような感覚があった。


    　ダメージが入れば入るほど、闘気が充実してくる。


    　これほどの力が溢あふれてきたのは、昔と比しても数えるほどしかない。


    「もうあんたの時代じゃない！」「さあ、これでっ！」「おわりよっ！」


    　それでも、今の上級者たちは昔と天てん秤びんに掛けるのが馬鹿らしいほど強かった。


    　魔導使いたちの強力な精霊たちが、エネルギーを形成。陽翔を覆うように巨大なドームを作る。


    　その中から、すべてのプレイヤーが退避した。


    　次の瞬間、彼らの精霊たちがドームと同化──まるでステンドグラスのようになると、魔導使いたちの腕が振り下ろされる。


    「「「「〈収束爆炎ブレイク・ブラスト〉！」」」」


    　複数人による魔導が炸裂。大地が、空気が、凄まじい音を立てて大爆発した。


    　魔導のエネルギーをドーム内に収束させることで威力を倍増させたのだ。


    　白煙が充満し、何も見えなくなる。


    「やったか？」「魔導百人のコラボレーションセンスだぞ」「死ななきゃ化け物──」


    　──化け物が、そこにいた。


    　白煙の中、黄金色の闘気がゆらりとたゆたう。


    　防具は破壊され、身体からだのあらゆる場所が焦こげ、爛ただれ、皮膚が捲めくれ、あまりにも痛々しい姿。リアルな血液が、止め処どなく地面を濡らして血溜まりを広げている。


    　痛覚がシステムによってある程度遮断されているとはいえ、これは精神に来る。自分が瀕ひん死しの姿を見て、まともに立っていられる者は少ない。


    　だが、陽はる翔との目は死んでいない。


    　むしろ、黄金の輝きが増していた。


    　傷をつけられればつけられるほど、強くなっていくかのように。


    「な、なんなんだ、あんたは……！」


    「……誰に喧けん嘩かを売ったのかも知らないのかよ。じゃあ覚えとけ──」


    　獲物に喰くらいつくように身をたわめ、


    「俺が、〝スバル〟の【獅子心王クールドリオン】だッ！」


    　修羅の如き剣閃が敵を屠ほふっていく。


    　誰だったのかなんて関係ない。


    　剣を振れば当たる。


    　ひとりずつ倒していけば、いつか必ず三千すらゼロになる。


    　頭から血を流しながらも、怯ひるむことなく剣を振った。


    　剣を振るごとに、誰かがゲームオーバーとなって消えていく。


    「い、いい加減、諦あきらめろ！　〝ディバイン〟は彼女の力を世界の安あん寧ねいに使うだけだ！」


    「そんなもん、誰が信じるか」


    　どんな理由があろうと、旭姫あさひの自由を奪い、つらい思いをさせたことに違いはない。それに荷担する連中はすべて倒すべき敵だ。


    「俺は……あいつの笑顔を守る！　そう誓ったんだよ！」


    　だからこそ、戦う。理由などそれだけで充分だった。


    「しつっこいぞ！」「あなたたち！　もう一度よ！」「今度こそ仕留める……！」


    　四方八方から何百もの鎖くさりが迫る。


    　陽翔は鋭く剣を振って鎖を切断し、弾き返した。しかし、頭から流れる血が視界に入り、死角から一本の鎖が胴体に巻き付く。


    　すぐに手で引き千ち切ぎるが、動きがコンマ一秒鈍くなった隙すきを狙われた。陽翔の手首と足首にエネルギーの紫の円環が現れ、枷かせを嵌はめるように収縮する。制御用なのか何本もの鎖が円環へ伸びており、陽翔は完全に束縛された。


    「〈天竜封呪ドラゴンバインド〉。本来であれば、巨大なドラゴンを封じるためのコラボレーションセンスなのだがな……！　悪く思わないでくれ！」


    　陽はる翔とが押しても引っ張っても、びくともしない。


    「こんなもの、闘気で──ッ？」


    「無駄ですよ。その円環は触れたエネルギーをそこに留めず、天理によって分散させています」


    　魔導による鋼鉄、天理による分散、変幻による自在性。バインドは陽翔の動きや力や闘気に合わせて、その性質や形を変えている。何をしてもまるで手応えがない。


    「今度こそ……！　終わりだ、【獅子心王クールドリオン】！」


    　再び半透明のドームが陽翔を覆った。


    　また〈収束爆炎ブレイク・ブラスト〉が来る。


    　今もう一度喰くらったら、闘気を拡散されている陽翔はひとたまりもない。


    「なら……分散しきれないほどの闘気でッ！」


    「無駄だ！　いけっ！　皆！」


    　プレイヤーたちの手が天高く掲かかげられる──。


    



    「多少のダメージは堪こらえろ」


    



    　剣のような光が何本も飛来し、陽翔の周囲に降り注そそぐ。


    　光は何十もの鎖くさりを容易に斬り裂き、陽翔の四肢に嵌はまっていた円環を破壊した。


    　陽翔の身体からだにも何本か突き刺さるが、急所は外れている。


    「魔導の光!?　そんな……、エネルギーを分散するはずなのに……!?」


    「ち、違う！　これは天理の耐性破壊だ！」


    　陽翔の闘気すら分散してしまうような円環を、容易に破る魔導と天理の融合センス。


    　こんな真ま似ねができるやつが、〝スバル〟にはいる。


    　魔導のスペシャリストと、天理のプロフェッショナルが。


    「咲さ月つきに──貴たか法のり！」


    　空を見上げればそこには、見慣れた幼なじみふたりの姿があった。


    「話は後よ！　〈虹の架け橋セブン・ストレイン〉！」


    「エネルギーを尖せん鋭えいせよ！　〈信号変換テレシネ〉」


    　七つの色が混ざり合い一本の細い線になって縦横無尽に軌跡を描く。


    　ランダム軌道の高速光線を敵は予測もできず、防ぐこともできない。貫かれた者は一撃で沈み、消えていった。耐性のない属性があればそこに喰らい付き、大ダメージを与える魔導は貴法の天理によって、喰らった者に弱点を作り出す特性までついている。もはや当たれば大ダメージは避けられない極悪の連係センスだ。


    　外側から内側へ、内側から外側へ、上から下へ螺ら旋せんを描きながら──見る度に色を変える輝線は周囲のプレイヤーたちを蹴け散ちらして行く。


    　山のようにいたプレイヤーたちが次々と討ち果たされていった。


    　元来、陽はる翔との得意分野は一対一。


    　咲さ月つきのように周囲を一いつ掃そうする手段に長け、貴たか法のりのようにサポートをするプレイヤーがいるのならば、こういった場面に於いては明らかに彼らの方が適している。


    　貴法と咲月が、陽翔の隣に降り立った。


    「……まさかお前が来るとは思わなかったよ、貴法」
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    　陽翔が安あん堵どしたような顔を向けると、貴法は剣けん呑のんに睨にらみ返す。


    「旭姫あさひを助けるために決まっているだろう。今のお前なら協力した方が早いと判断したまでだ。お前を認めたわけじゃない」


    「まったく……。昔っから、素直じゃないんだから」


    　咲月が呆れたように溜息を吐つく。


    「さて。残りはどれほどだ」


    「外にいるのは二千六百ってところだな。上級者エキスパートが五百程度。それ以外が中級者インコンプリートだ」


    　陽翔の闘気による気配察知。これは昔から外れたことがない。


    　だからだろう。貴法はあっさりと信用した。


    「わかった。上級者エキスパートと言っても見たところ、底辺側の方が多い。むしろ、スタンダードセンスを使える中級者インコンプリートの数の方がやっかいだな」


    「なんだ。やれないのか？」


    「……そんな見え透いた挑発には乗らんぞ」


    　陽はる翔とと貴たか法のりが肩を並べ、


    「「行くぞっ！」」


    　同時に駆ける。


    　獅し子しと竜が、絡み合うかのように。


    「〈獅子轟爪ラサラス〉！」


    　獅子の爪が如ごとく、生成された四本の斬撃が大地を抉えぐり敵をまとめて吹き飛ばす。貴法が天理で敵の防御を崩したことで、抵抗できない彼らの吹き飛び方も尋常ではない。


    「〈竜覇絶唱フラツデイング・ウエイブ〉！」


    　貴法の天理が分子を操作し、発生した竜巻が敵の身体からだを天高く舞い上げていく。


    　さらに陽翔の闘気が風の勢いを強化した。


    　闘気と天理が融合した金色の竜巻がそこかしこに発生し、プレイヤーたちを容よう赦しやなく駆く逐ちくしていく。


    　もはや、周囲への警戒など不要。


    　真まっ直すぐに。ただ真っ直ぐにアジトへと向かっていく。


    「いがみ合ってたとは思えないほどの、息の合いっぷりね」


    　咲さ月つきが感慨深そうに呟つぶやいた。


    　元々、ふたりはスバルでの前線におけるツートップ。


    　過去の記憶は朧おぼろ気けでも、決して消えないものがある。


    　それが幼なじみ同士の記憶というものなのだろう。


    　昔のような光景に、咲月の心も奮い立った。バシンと景気のいい音を立てて鞭むちが唸うなる。


    「こっちも負けてられないわ。出てきなさい、十二の精霊たち！」


    　精霊たちが咲月の周囲を慌ただしく飛び回った。


    「行くわよ！」


    　陽翔と貴法が整地した道を飛翔しながら咲月は進んでいく。追ってくる身の程知らずな敵を魔導で片付けながら。後ろ向きで飛びながら追撃を阻はばんでいた。


    　ふたりを止められる者などいるものか。


    「シット！　近づけない！」「ど、どうすりゃいいんだよ？」「陽翔だけでさえ手を焼いてたのに！」「こ、こいつら連係すると、ここまで強くなるのか!?」


    　彼らができることは道を空けるか、ゲームオーバーになるか、ふたつしかなかった。


    　スタンダードセンスなど物の数ではない。


    　常識を凌しのぐ、オンリーワンのセンスを〝スバル〟は持っているのだから。


    「陽はる翔と。倒すのが〇・二秒遅れたぞ。こっちの計算が狂うからしっかりやれ」


    「わかってるよ……！　人使いの荒いやつめ」


    「昔の貴様なら五秒は早かった」


    　憎まれ口を叩きながら、築かれた防衛線を軽々と破壊していく。


    　もし、旭姫あさひが人質に取られていないのならば、彼らは喜んで砦とりでごと破壊しただろう。ここが名もなき平地になる程度には。


    　ひとりひとりのセンスでは、届かなくとも。


    　ふたりが合わされば、二乗したように強くなる。


    　三人が合わされば、三乗したように強くなる。


    　そして、〝スバル〟は六人いた。


    　ひとりひとりが最強で──六人合わされば、強さを測ることももはやおこがましい。


    「貫け！　〈竜神光波アツシユブレイク〉！」


    「ここだっ！　〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　獅し子しと竜の咆ほう哮こうが螺ら旋せんを描く。


    　空気中の微粒子を収束させて、万物を貫くエネルギーと為なす〈竜神光波〉。


    　剣に連つらなる闘気を流星群の如ごとく放つ〈獅子なる流星の一撃〉。


    　彼らが必死に何重にも固めたのであろう最終防衛線を紙の如く食い破り、砦とりでの強固な扉をも破壊した。


    　辺りの構造物がガラガラと崩れていく。


    「突入するぞ！　貴たか法のり！」


    「僕に命令をするな、陽翔！」


    　競うように駆けるふたりの後を、咲さ月つきがついていった。


    「おまけよっ！」


    　咲月が砦の中に入って、床に向けて二体の精霊を放つ。


    　土と鋼はがねが盛り上がり、入り口を完全に塞ふさいだ。そこから植物のツタのように砦を覆い広がっていく。


    　外にいる敵を砦の中に入れないという理由もあったが、それよりも旭姫を連れて逃げることなど許さないという感情の方が強かった。


    「さあ、あとはリーダーの連中と、取り巻きだけよ！」


    　貴法と陽翔は、走りながら咲月の言葉に頷うなずいた。


    



    　五階層の砦を三人が駆け上がっていく。


    　その度に敵プレイヤーと遭遇したが、出てきた瞬間に彼らはこの世界での生命を終えた。


    　仲間を奪われたのだ。陽はる翔とたちも情けをかけるつもりはない。


    「内部までしっかりと防衛の配置がなされてるわね」


    　咲さ月つきが精霊を展開させながら敵を倒し、最上階が近づいてくる。


    　幅五メートルはあろうかという階段を登り切ると、最上階の大広間へと出た。


    　闘技場を思わせるような円形で、天井はなだらかな円えん錐すいとなっている。窓はあっても咲月の精霊が生み出した鋼鉄のツタによって覆われ、中には外からの光が届いていない。松たい明まつによる火が頼りなく中を照らし、かろうじて広間全体に巨大な精霊封じの魔法陣が描かれているのが見えた。


    　壁に沿って敵プレイヤーたち──装備のレア度具合からして、上級者エキスパートの幹部たちが均等な距離を開けて立っている。数は五十人ほどだろうか。いずれも何らかの功績を立てた実力者──エリート中のエリートたちのはずだ。


    　そして、陽翔たちの正面に、元〝サザンクロス〟のリーダー、レトスと元〝ブリルソサエティ〟のリーダー、アンゲルスがいた。


    　アンゲルスの腕には旭姫あさひの身体からだが収まっている。旭姫はくたっと力なく項うな垂だれており、意識を失っているようだった。


    「アンゲルス、貴様ッ！　その汚けがらわしい手を今すぐに旭姫から離せ！」


    　だが、彼は余裕に満ちた態度をまったく崩さない。


    　旭姫の身体に顔を近づけて、それだけでは飽き足らないのか愛おしそうに抱き寄せた。


    「素晴らしい……。これこそが、彼女の力か」


    「二度目の警告はないぞ……！」


    　貴たか法のりが激げき昂こうし、アンゲルスに向かって跳躍する。


    　アンゲルスはまったく構えていないし、貴法の動きを見てもいない。


    　攻撃を避けるには予備動作を見極める必要がある。だが、アンゲルスはそんな素そ振ぶりを見せていなかった。こうなれば当たるか防御をするか、だ。


    「なるほど、そう来るか」


    　だがアンゲルスは完全に見切ったかのように、身体を反そらし紙かみ一ひと重えで躱かわした。


    「な──」


    　陽翔が真っ先に除外した結果を、アンゲルスはあろうことか、いとも簡単に引き寄せたのだ。まるで攻撃の来るべき場所を予あらかじめ知っていたかのように。


    　不可解なことはさらに続く。


    「貴法を束縛せよ！　皆、我が意を受け取れ！　〈神経感応レインフアンクシヨン〉！」


    　アンゲルスの心奏センスが発動。


    　自身の仲間や部下に、自分の意を伝える上級のテレパシーだ。しかも、神経にまで直接伝達するセンスで、相手が受け入れてさえいれば発動した者を意のままに動かすこともできる。


    　操られた幹部プレイヤーたちが、指から青き光線を放った。何百もの束縛用の光線が貴たか法のりへと押し寄せる。


    「そのようなものに僕が捕らえられるとでも？」


    　貴法は当然のようにそれを躱かわし続けた。


    　だが、そこに別の光線が待ち構えている。貴法は体勢を自ら崩して、それを回避。


    　さらに意志を持ったかのように光線が分散した。


    　「くっ……！」


    　貴法は避け続けているが、少しずつ体勢が維持できなくなり、追い込まれている。


    　束縛光線の挙動には一切の無駄がなく的確すぎた。貴法には避け方が幾つもあるというのに、その動きを完全に読み、回避方向を徐々に狭めていく。


    　そして、ついに貴法の身体からだが光線に捕らえられた。


    　即座に光線は変幻によって紐ひもへと変化し、貴法は完全に束縛されてしまう。藻も掻がいても、ピクリとも動けない。


    「こんなもの、分子分解してくれる！　〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　だが、天理を発動させることはできず、光の紐はびくともしない。


    「貴法。これに懲こりたら、分子分解が何でも分解できるとは考えないことだね。君が分解できるものは既知のものに限られる。これは我がギルドの精せい髄ずいを凝こらして組み上げた夢境と変幻の合成繊せん維い。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに分解できるとは思わないことだ」


    「ならば、解析すれば事足りる……っ」


    「無駄だよ。何せ君のような一流の天理使いを封じるのは骨が折れる。それを想定して作らせたものだからね。解析への対策は成分の暗号化も含め十と重え二は十た重えに講じてあるし、プレイヤーたちは成分を僅わずかに組み替え続けている。まあ、存分に試してイタチごっこをしてるといいさ」


    〝イルミナティ〟を敵と考えてきただけあって、しっかりと対策は練っているようだった。


    　だが、そんなことは些さ事じに過ぎない。


    　アンゲルスが見切ったように攻撃を躱かわし、貴法を捕らえたことの方が重要だった。


    「心奏センスで相手の心を読み、攻撃や動きを予測することは可能だけど、そんな真ま似ねを貴法が許すはずがない」


    　それができるのは、格差がある場合のみだ。


    　貴法ならば思考を盗まれるのを防ぐ手段を幾つも持っているだろう。あるいは装備品にその手の耐性がついているかもしれない。


    　ならばアンゲルスは予測したのではない。洞察したわけでも先見の明があったわけでもない。


    　確信していたのだ。


    　まるで──。


    「〈未来視プロフエアータ〉」


    　陽はる翔とが呟つぶやくと、貴たか法のりが即座に反応する。


    「そんな馬鹿なはずがあるものか！　〈未来視プロフエアータ〉は旭姫あさひだけのオリジナルセンスだ！」


    「そうだ。けど、貴法の行動をここまで読み切った以上、そう考えるほかない」


    　すると、アンゲルスがくくっ、と口端を吊つり上げる。


    「肉弾戦一辺倒の脳筋かと思いきや、意外と頭が回るな【獅子心王クールドリオン】。その通り。今のは〈未来視〉さ」


    「……今まで誰も〈未来視〉は使えなかった。解析されたのかと思ったが、それも今、お前が旭姫を後生大事に抱えている時点で違うとわかる。なら答えは、お前の心奏センス……〈洗脳マムルーク・支配ダイナステイ〉を使って旭姫に〈未来視〉を使わせている。違うか？」


    「ほう……。短い中でよくぞ見切ったな」


    　アンゲルスは旭姫の身体からだを抱き寄せた。気絶している旭姫は抵抗することなく、彼とぴったりと密着する。


    「心奏は心や魂たましいに訴えかけるセンス。〈未来視〉は僕が解析して発動しているセンスではない。彼女のセンスを強制的に使い、結果を僕が受け取っているに過ぎない」


    「……つまり旭姫の心を覗き見てるっていうこと？」


    　咲さ月つきが嫌悪感に眉を吊り上げてアンゲルスを睨にらみつける。


    「ふふん。覗きなどと品がない。僕は彼女の心を見通しているだけだ」


    「どっちだって同じことだ、クソ野郎が……！」


    　陽翔の心に怒りが燃え上がってくる。闘気がさらに輝きを増していった。


    「やれやれ、君らにはわからないのか？　自ら死刑宣告を読み上げているということが。貴法を無力化するための束縛を用意し、咲月の攻撃を弱体化させるために精霊封じの魔法陣まで張った。そして、この手には〈未来視〉。すべての舞台を──僕たちの勝利を演じる劇を、この時のために整えたのだ！」


    　陽翔たちを眺めて、勝ち誇ったかのようにアンゲルスが高笑いする。


    「この〈未来視〉という力を……存分に使わせていただこう。伝説相手ならば相手にとって不足はない。共に行こうじゃないか、レトス」


    「チッ。貴様に指図される謂いわれはないが……まずは共通の敵を倒してからにするとしよう」


    　レトスが鎧の擦れ合う音を鳴らしながら、バイザーを下ろし、大剣を持って構える。


    　それに呼応するように、幹部メンバーたちが陽翔と咲月を囲うように陣を敷いた。


    「さあ、伝説を虐殺しようか」


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　レトスの大剣を陽翔は闘気の剣でどうにか弾き返す。


    「伝説もこの程度とはな。六人揃そろわなければ、何もできないか？」


    〝サザンクロス〟に包囲されていた時と同じだ。彼らの周囲にいる上級者エキスパートのプレイヤーたちが、遠距離から陽はる翔とへ猛攻を繰り返していた。


    　陽翔は砦とりでに突入する前から満まん身しん創そう痍いだったこともあり、闘気に陰りが見え始めている。傷口も開き、目に見えて苦戦していた。


    「おのれぇ……！　おのれおのれおのれおのれおのれ！」


    　貴たか法のりは束縛されながらも脱出を試みているが、決して抜け出せない。


    　すでに怒りの限界すらも突破しているかのように顔を歪ゆがめている。


    　このままではじり貧だと陽翔も感じている。周囲からの魔導や間接攻撃を敢あえて受けながら、レトスへと接近し、上段から斬り裂くような予備動作を起こしてから、無理矢理体勢を傾けて横一文字に剣を振る──と見せかけ手首を返して鋭い突きを放った。


    　しかし──。


    「レトス、受け取れ！」


    　アンゲルスの心奏によって、未来の情報を受け取っているのだろう。どんなフェイントをかけても紙かみ一ひと重えで避けられてしまう。


    　そこへ攻撃が殺到し、陽翔は致命の一撃を避けるために下がらざるを得ない。またも敵の銃弾や魔導、矢やナイフをすべて闘気で弾いていく。


    「くそっ……！」


    〈未来視プロフエアータ〉でも避けられないほど広範囲に闘気を放出したところで、レトスの鎧よろいは貫くことができない。


    「〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　横一文字に一いつ閃せん。剣から放たれた闘気の刃が滑かつ空くうする。


    「来ることがわかっていれば、避けるのは造作もないな」


    　こうして闘気を一点集中して斬り裂いても簡単に避けられ、レトスの思う壺つぼだった。


    　咲さ月つきもまた魔導で陽翔を援護しつつ、周囲の敵に向けて魔導を放っていたが、


    「各員、受け取れ！」


    　咲月の放った炎が、水によって相そう殺さいされる。


    　先程からずっとこの調子だ。光を放てば闇やみに。水を放てば炎に。対応する属性に合わせ、咲月の魔導を三十人がかりで無効化していた。


    　如い何かに咲月でも、ひとりで上級者三十人相手は厳しい状況だ。咲月の魔導を数に任せて圧殺している。


    　しかも、部屋には精霊封じの魔法陣が敷いてある。これは防衛用の代物でギルドメンバー以外──つまり咲月の精霊をピンポイントで弱体化させていた。


    　この状況下では陽翔の援護すら満足にできない。


    「もう少し精霊が育っていれば対処できるのに……！」


    　アンゲルスには咲さ月つきたちの手の内が見えている。


    　魔導も、天理も、闘気も。


    　何が来るかわかっていれば対処は容易たやすい。


    　もっと時間のかかる技を使えば状況を一変させられるが、長々と詠唱をする時間を与えてはくれない。相手が名うての上級者エキスパートたちと考えればミスも期待はできなかった。


    「──〈未来視プロフエアータ〉さえ、封じればっ！」


    　観察してわかったが、アンゲルスは旭姫あさひを眠らせてから洗脳しているはずだ。


    　旭姫自身も心奏の使い手。簡単に支配されるようなことはない。


    　眠らされて抵抗力を極限まで落とされ、結果アンゲルスによる心奏センスの侵食を許してしまっているのだ。


    　──なら眠りさえ解けば、旭姫の抵抗力が回復し、洗脳を跳ね返すことができるはず！


    　だが、それすらもアンゲルスには読まれてしまっているのだ。


    「──響け、アディシェス！　覚かく醒せいの鐘」


    　精霊が光り輝き、眠りを覚ます鐘の音が一瞬、鳴り響く。


    　するとすぐさま、アンゲルスたちを鉄のドームが覆う。防音耐性が込められた金属によるドームは、鐘の音を完全に消し去った。旭姫の耳へ届くことはない。


    　──何もできないの？


    　多少、強引に行っても。


    　フェイントをかけようと。


    　すべてあしらわれてしまう。


    　私たちはここまで弱かったのか。


    　相手に上級者が揃そろっているとはいえ、六人揃わなければ──こんなにも脆もろいのか。


    　陽はる翔とはすでに満まん身しん創そう痍い。貴たか法のりは束縛されている。


    　まともに動けるのは自分しかいないというのに。


    「伝説の終しゆう焉えんということだ。感無量だよ。前リーダーの無念が、ここで晴らせそうで何よりだ」


    　アンゲルスはすでに勝利を確信している。


    　咲月は……いや、三人とも油断をしていたのかもしれない。


    　三人が揃えば、きっと勝てると。砦とりでまでの防衛線を突破したことで、昔の記憶が蘇よみがえってしまった。自分たちは強いと。


    　──結果はこの様ざまだ。


    〈未来視〉に、すべてを覆された。


    　相手に〈未来視〉を奪われ、あらゆる対策を練られ、じり貧にもほどがある。


    〝スバル〟ではどんなに苦戦していても希望があった。


    　自分ならなんとかできる。誰かが突破口を開いてくれる。皆となら何でもできる。


    　──皆がいたから。


    　今の自分たちは無力だ。


    　捕らえられた仲間ひとり助けることができない。


    「旭姫あさひ、起きなさい！」


    　敵の魔導を逸らしながら咲さ月つきは叫ぶ。


    　今、彼女にできることはそんなことしかなかった。


    　ステータスに任せるわけでもなく。


    　センスに頼るわけでもなく。


    　ただただ、声という原始的な手段に縋すがった。


    「呼びかけ程度で旭姫の何重にもかけた洗脳が解けるものか！」


    　アンゲルスの言う通り、旭姫はピクリとも動かない。


    「起きろって言ってるでしょ！」


    　それでも、咲月は叫ぶ。


    　この絶望的な状況を打破するために、喉のどが潰れてしまいそうなほど。


    「無駄だよ。旭姫の精神は、完全に僕の支配下にある。僕が認めない限り、目覚めることはない」


    「なら、あんた自身をっ！」


    　咲月が風の魔導でかまいたちを発生させ、アンゲルスに向かって放つ。威力は低いが、その分、ターゲットしたプレイヤー以外を傷つけない魔導。


    　アンゲルスの前に土壁が迫せり上がる。そこに、かまいたちが当たり消え去った。


    　読まれている以上、どんなに不意を衝ついたところで見透かされてしまう。ダイレクトに攻撃をしても厳しい。


    「はははははははは！　足あ掻がけ足掻け！　伝説の無様な姿をここで晒さらすがいい！　《リユニオン》には、世界を歪ゆがめるものなど不要なのだ！」


    　無理に攻撃にいったことで防御が疎おろそかになり、魔導による氷が咲月の身体からだに突き刺さる。


    「咲月ッ！」


    　陽はる翔との声を耳にしながら、咲月はついに膝ひざをついた。


    　旭姫の〈未来視プロフエアータ〉の前に、〝スバル〟は屈するのか。


    〝スバル〟復活を願った彼女のセンスが、〝スバル〟の終局を告げてしまうのか。


    〈未来視〉は彼女のアイデンティティだというのに。


    



    　──それに、私は、また負けてしまう。


    



    『あたしも……陽はる翔とを助ける力がほしいってずっと願ってて。だから、きっと〈未来視プロフエアータ〉が使えたんだよ』


    



    　そう言って旭姫あさひは〈未来視〉を覚かく醒せいさせた。


    　なのに今は仲間たち──陽翔を苦しめるために使われている。


    　そんなことが、許されるのか。


    



    「ふざけないで……！」


    



    　冗談じゃない。


    　あの娘この思いを、願いを、何だと思っている。


    「私たちの旭姫を使って──」


    　仲間なのだ。


    　親友なのだ。


    　すべてを分かちあった、たったひとりの。


    



    『あたしも咲さ月つきのことずっといいなって思ってたよ。陽翔にいつも守られて、すっごい魔導を使って皆を助けて。普段から「咲月ってすごいよな」って言う陽翔にもやもやしてた。眠れなくなるぐらい悔しかったから』


    



    　羨うらやましくて仕方なかった。


    　陽翔に心配されて、命懸けで助けてもらって。


    　自分が囚とらわれた時も、彼は心配してくれるだろうかと。


    



    『咲月がいつもフォローしてくれるから、皆が一緒にやれるんだよ』


    



    　だけど、もう迷わない。


    　羨せん望ぼうも嫉しつ妬とも。見み栄えも反骨も。友愛も好意も。尊敬も畏い怖ふも。苦く悶もんも懊おう悩のうも。その何もかも。


    　──あの娘への想い、すべてが私を強くしてくれる。


    「もう、負けないって誓ったんだ……！」


    　だから──。


    　再び、立ち上がる。


    



    「──囚とらわれの姫なんて許さない。あなたは私の恋敵ライバルなんだから！」


    



    　その瞬間、咲さ月つきの左手の中指──パーティリングの星が燦きらめいた。


    　彼女の周囲が、突如極彩色に輝く。


    「な、なんだ!?」「何をするつもりだ!?」「見たことないですよ！」


    「落ち着きたまえ！　あれは攻撃ではない！　……だが、なんだ？　〈未来視プロフエアータ〉でもわからない……！」


    　アンゲルスが不可解な顔を浮かべて警戒した。


    「隙すきだらけじゃないか！　皆、咲月を攻撃せよ！」


    　咲月を囲うように立つプレイヤーたちが、一斉に攻撃を放つ。


    　そのすべてが呆あつ気けなく弾かれた。


    　咲月を守るように、魔導の障壁が覆っている。


    「力が、満ちていく……」


    　初めて魔導のセンスが覚かく醒せいした時のような高揚感。


    　旭姫あさひへの対抗心から生まれたセンスは、今再び、革新しようとしている。


    　あの時と同様の対抗心──けれど、昔のように隠したりはしない。


    　真っ直ぐに、自分の気持ち──闘争心を認めることができる。


    　何をするべきか。何ができるのか。


    　手に取るようにわかる。


    



    「さあ、来なさい！　時空も次元も飛び越えて！　──私の真なる精霊たちよ！」

  


  [image: ]


  
    　輝きが弾け、周囲のプレイヤーたちが眩まぶしさに目を覆う。


    　目ま蓋ぶたを開いた時──咲月の周囲には十六体の一際巨大な精霊たちがいた。


    「あ、あれは」「精霊の中でも最も位の高い、精霊王!?」「契約すら難しいはずでは!?」「普通のプレイヤーが扱えば、自分の身を傷付けるって」「なんで今まで出してなかったんだ？」


    　契約できる精霊にも格がある。


    　そして、精霊は主と共に成長していくのだ。


    　六年前、咲月は彼らを選よりすぐっている。


    　世界各地を巡って強い者と契約し、自ら彼らを慈いつくしむように育て上げた。魔導の上級者エキスパート百人のうちひとりが契約できると言われる最強の精霊王を十六体。


    「六年ぶりね……王たちよ」


    　六年の時を経て、〈オリジナル・セクスデキュブル〉が再び女王と共に顕現する。


    　焔ほのお、海、地、嵐、天、夜、装、武、薬、磁、毒、雷、空、魔、彩あや、月の精霊王たちが一斉に咲月の前に傅かしづいた。咲月が旧世界で契約していた精霊たちが──。


    『『『『ご命令を。我らが女王よ』』』』


    「同胞たちに力の特とつ恵けいを──」


    『『『『御意』』』』


    　覚かく醒せいは終わらない。


    　精霊王を目まの当たりにした、今の咲さ月つきの精霊たちもまた影響を受けて強化されていく。


    　咲月と精霊王たちから潤じゆん沢たくなエネルギーを得て、一足飛びに格を上げたのだ。


    　炎、水、氷、風、土、闇やみ、光、木、鋼はがね、聖、覇、花の精霊たちが、しゃしゃり出てきた精霊王たちに対抗心を燃やしたかのように生まれ変わる。


    〈輪廻転精イノベーシヨン〉。


    　自身に関わる精霊を時間や次元の束縛なしに呼び寄せ、精霊のさらなる潜在能力を覚醒させる咲月の新センス。


    　二十八体の精霊たちが、咲月と共にアンゲルスを見据えた。


    　──つう、と。


    　咲月の鼻孔から一筋の血が垂れる。


    　魔導は上級者エキスパートでも二体同時までが一般的なのだ。咲月の頭脳は十六体操作を可能としているが二十八体など未体験だ。脳の電気信号が激しく行き交い、ニューロンが悲鳴をあげていた。


    　意識を失いそうなほどの耳鳴りがガンガンと響く。


    　しかし、咲さ月つきの瞳ひとみはこれ以上ないほど力に満ちていた。


    　旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉に負けてなるものかと。


    「反則だろ。こんなの！」「なんなんですか、これは！」「理不尽すぎるわ！」


    「知らなかった？　センスって理不尽と反則の極致なのよ」


    　咲月の鞭むち〈クリフォト〉が精霊たちを叩くと、精霊たちは敵を覆うように壁と天井に配置された。


    「今まで本気じゃなかったの!?」「ま、まずい。リーダー！」「未来を見せてください！」


    「わかってる！　だ、だが……!?　と、とにかく受け取れ！」


    　未来が見えるだけで対応などできるわけがない。


    〈十六砲陣イザヨイ〉は本来、防御不可、回避不可の代しろ物もの。


    　だが、もっと──今ならもっと上へ行ける。


    「私は……挑戦者なんだッ！　〈未来視〉だって打ち破ってみせる！」


    　かつて、咲月が思い描いた究極の魔導。


    「──〈二十八精四方七将陣フアランクス〉」


    　精霊たちが自身の彩さいを示す球を生み出した。それらがすべて輝線で繋つながり敵を覆う。放電したかのように虹の火花が輝きだした。


    　光が描く、大小様々な無数の多角形。そこをこじ開けるように穴が広がる。


    　それぞれが別世界、あるいは宇宙へと繋がっているかのような、深き無の空間によって覆われる。地獄や天国にまで繋がっているかのような異次元の煌こう道どう。


    　繋がった領域から力を引き出され、ゲートからエネルギーが次々と飛来する。


    「滅せよ──〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉！」


    　空気を大きく震わせて二十八属性の波動が球体へと収束。


    　球状の虹こう霓かが膨張しながら砦とりでの内部をすべて飲み込んでいった。


    　何人かが抵抗を試みるも、


    「ば、馬鹿な……!?　攻撃が吸い込まれ……っ！」


    　あらゆる属性を内包した〈遠き神の座に存りし全〉は味方を避け、触れた敵に反応し、あまねくすべてを吸収する。


    「うわああああああああああ！」「に、逃げられ──」「駄目だッ──」


    　触れた者は瞬時にエネルギーを吸い取られ、ＨＰから何から失っていった。


    　装備のステータスすら奪われ、意義を失った彼らの武具は砕けていく。身体からだまでもが無残に引き裂かれ、それでもなお倒れなければ底知れぬ無の空間へと吸い込まれていった。


    　移り変わる彩が輝く球体は眩まぶしいほどに綺麗だが、中は敵にとってはまさに地獄だ。


    　縦横無尽に奔はしり、異次元を形成していた輝線が、突如弾けて砕け散る。


    「あぐっ……！」


    　咲さ月つきが堪こらえきれなかったように膝ひざをがくんと折った。脳に負担がかかりすぎたのだ。


    　彩あやが弾けて世界が景色を取り戻していく。


    　すべては一変していた。


    　五十人いた世界に名だたる上級者エキスパートのエリートたちが為なす術すべもなく。かろうじて残った数人もほとんど瀕ひん死しで、倒れ伏している。


    　即座に距離をとったアンゲルスとレトスはどうにか耐えたようだが、目の前の光景が信じられないように呆然と佇たたずんでいた。


    　もし、咲月が最後まで制御できていれば、敵全員をこの世界から消していただろう。


    「さ、つき……？」


    　旭姫あさひが目を覚ます。朦もう朧ろうとした様子だが、彼女は確かに覚かく醒せいしていた。アンゲルスがダメージを受けたことで、束縛に綻ほころびが出たのだろう。


    　咲月は残った魔導を総動員し、精霊を使役する。


    「旭姫ッ！　──奔れ、シルヴェストル！　嵐あらしノ迅じん雷らい」


    　足に嵐の加護を受けて、咲月は床のすれすれを飛翔した。旭姫までの最短距離を──。


    「誰でもいい、止めろッ！」


    　アンゲルスの悲痛な叫びに、生き残ったギルドメンバーたちが健気に対応する。


    　しかし──。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！　分解せよ！」


    　咲月の魔導は、貴たか法のりの束縛までも解といていた。未知の素材であろうと〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉はその性質を吸収し崩しさる。


    　貴法が拳こぶしを振るうと風が生まれ、咲月に向かっていた魔導は組そ成せいを組み替えられたかのようにすべて霧む散さんした。


    「咲月っ！」


    「旭姫ッ！」


    　ふたりが互いに腕を伸ばす。


    「渡すものかあっ！　僕の〈未来視プロフエアータ〉を！」


    「そいつは──お前に所有権があるわけじゃない」


    　別角度から、黄金の獅し子しが猛然と襲いかかった。


    　陽はる翔との剣が、旭姫を掴つかんでいた腕を斬り裂く。


    　咲月が旭姫の手を取って抱き寄せた。風の勢いのままに床を一緒に転がっていく。


    　壁に当たってようやく止まり、咲月の腕の中で旭姫が瞳ひとみに涙を湛たたえながら安心したように笑みを浮かべた。


    「……ありがとう、咲月」


    「皆をフォローするのが……私の役目だからね」


    「やっぱり、咲さ月つきは頼りになるね」


    「もっと頼ってもいいわ。だから……立てる？　旭姫あさひ」


    「うん。いけるよ」


    　旭姫は気丈に立ち上がる。先程まで精神支配を受けていたのだ。つらくないわけがない。


    　それでも、瞳ひとみに迷いはなかった。久しぶりに仲間と共に戦うのだと顔に書いてある。


    「行こう！　陽はる翔とも！　貴たか法のりも！」


    〝スバル〟の反逆が始まる。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「アンゲルス。レトス。貴様ら、絶対に許さんぞ。万死に値あたいする……！」


    「今日限り、お前らのギルドは解散だ」


    　貴法と陽翔がこめかみに青筋を浮かべてアンゲルスとレトスに相対する。


    　敵リーダーふたりは表情を崩さない。自信があるのか、あるいは超位ギルドを率ひきいていた者としての矜きよう恃じか。


    　彼らはお互い近寄って呟つぶやく。


    「チッ。どうするのだ。アンゲルス」


    「最後の手段を使う」


    「最後の手段だと？　そんなものがあるなら、なぜ今まで使わなかった」


    「こういう状況にならなければ使えないものだからさ」


    　アンゲルスが手を掲かかげた。


    　どす黒い小さな球が発生する。


    　球となった黒に、少しずつ何かが吸い込まれていった。


    「な、なんだ？」


    　強烈な悪お寒かんを陽翔の闘気は感じ取る。思わず叫んだ。


    「咲月！　あいつを止めるぞ！」


    　陽翔がすぐさま動き、アンゲルスに向かって跳ぶ。咲月も陽翔の指示に従い、精霊に鞭むちを振るった。


    「もう遅い！」


    　間に合わない。陽翔が足を止めてアンゲルスから離れ、精霊もまたその場に止まる。


    　アンゲルスが笑いながら黒い球を握りつぶし、圧縮したそれを──レトスの身体からだの中へと突き入れた。


    「ぐ、が……！　あ、アンゲルス、貴様……!?」


    「裏切ったわけではないよ？　だが、君にここで強くなってもらわねば困るのだ」


    「あ……？　ぐがぎ、が、ぎ、ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!」


    　屈強なレトスが、まるで恐怖に支配されたかのように身体からだを震わせ、悲鳴をあげる。


    「どうだ。三千人近い恐怖の塊かたまりは？　さぞ、恐ろしいだろう」


    　貴たか法のりが眉を顰ひそめる。


    「貴様……。心奏センスで恐怖を集めたのか！」


    「その通りだよ、貴法。君たちにゲームオーバーとされた残留思念や、あるいはされる寸前となった恐怖を集めて形にした。心奏センス、〈大恐慌タイラント〉。人というのは追い詰められて、初めて潜在能力を発揮できる。センスが支配するこの世界であればなおさらだ」


    　レトスの闘気がおぞましいほど膨ふくれ上がる。


    　恐怖に支配され、そこから逃のがれようと必死に藻も掻がくように。


    　今まさに、人為的なセンスの覚かく醒せいが行われようとしている。


    「そんなことをしたら、彼だって無事では済まないわ！」


    　咲さ月つきの言う通り、恐怖で発現したセンスというものは存在する。


    　だが、目の前で行われた方法はあまりにも規格外だ。精神的な負担は想像もできない。


    　三千人分の恐怖ともなれば、その想念は凄まじいエネルギーを持っている。


    「ふん。ここで君らを殺せれば、すべての道理が繋つながる」


    　レトスの闘気が赤黒く変色した。恐怖と怒りが混ざり合った穢けがれた炎の如ごとき闘気。急激なバフを受けたかのように、レトスはステータスも闘気の強さも陽はる翔とを凌しのいでいた。


    　質量を持ったかのように闘気が鎧よろいを形成し、レトスの身体に装着される。バイザーすらない兜かぶと、繋ぎ目すらない鎧。だが、闘気を素もととした鎧はレトスの動きに合わせて流体の如く形を変えた。


    「グオオオオッ！」


    　どす黒い赤を纏まとった大剣を振るう。


    　その真空刃が砦とりでの壁をいとも簡単に抉えぐり、粉砕する。


    　こんなものが命中すれば、陽翔や貴法とて命はない。


    　陽翔と貴法はお互いを見み遣やり、そして、頷うなずき合った。出し惜しみしている余裕はない。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    「〈竜神光波アツシユブレイク〉！」


    　まともに当たれば地形を変えかねない攻撃がぶつかり合い──衝撃と轟音が響き渡る。


    　陽翔の剣は粉々に砕かれ、貴法のガントレットまでもが呆気なく破壊された。


    　ふたりの攻撃はレトスの頑強な闘気の鎧に阻はばまれ、傷ひとつ付けられない。


    「ははははは！　獅し子しと竜、落つ、だ！」


    　アンゲルスが勝ち誇ったように笑う。


    「マズい！」


    　陽はる翔とが新しい剣を取り出すと同時、またもレトスの大剣が振るわれる。


    　狙いは、たたらを踏んだ貴たか法のり。


    　おぞましい闘気を伴った剣を喰くらえば、擦かすっただけでもゲームオーバーになりかねない。


    　待つのは確実なる──死。


    「貴法───────────────────────っ！」


    　旭姫あさひの悲鳴が響くと同時、


    「グオッ!?」


    　レトスの肩部分にナイフが刺さっていた。


    　衝撃によって、微かすかに剣筋がブレる。


    　大剣は地面へと突き刺さり、雷鳴のような音を立てて床を破壊した。


    「助かった……の？」


    　咲さ月つきが呆ほうけたように言う。


    　貴法は生きていた。剣の軌道が奇跡的にずれたのだ。


    「あのナイフは……」


    　咲月の視線は肩口に釘付けとなった。闘気の鎧よろいに突き立って、僅わずかではあるがダメージを与えているあのナイフ。


    　それはギルドに襲われた時、すんでのところで助けてくれたナイフと同じもの。だが、飛んできた方向に目を向けても誰もいなかった。


    「はっ！　何をしたのか知らないが無駄だ！　君らのゲームオーバーが延びただけさ！」


    「グオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


    　アンゲルスが叫ぶと同時に、レトスが吠える。


    　狂戦士と化したレトスの闘気は留まるところを知らない。陽翔と貴法の固有技ユニークスキルすら通じなかった今、あの化け物じみた闘気によって作られた鎧を貫くにはもっと巨大で莫大なエネルギーを持った攻撃が必要だ。


    「昔、こういう時、使うべきセンスがあったはず……。あれは……！」


    　咲月が思い出そうとして、しかし、記憶が引き出せない。


    　喉のど元もとまで出かかっているのに。


    「ダメージが通らねぇ……！」


    　陽翔の表情が険けわしいものになっていく。


    　三千人分の恐怖によるセンスの覚かく醒せいは、想像をはるかに超える悪夢を生み落としてしまったようだった。


    「あたしに、何かできれば……」


    　旭姫が不安そうに見守る。


    　今の旭姫は銃もなければ、未だ〈未来視プロフエアータ〉も発動させられない。


    　ただ、今の敵は圧倒的なステータスを持っているだけで、攻撃を避けることはできている。


    　ここで必要なのは〈未来視プロフエアータ〉ではない。


    　もっと。


    　すべてをねじ伏せる、圧倒的なセンス──。


    「お願い！　皆の力を、もっと──！　何か、未来を……！」


    　それは、旭姫あさひの切なる祈り。


    　陽はる翔とがいる。咲さ月つきがいる。そして、貴たか法のりもいる。


    「きっと三人なら──！」


    　旭姫が祈ると同時──貴法のポケットから赤い光が漏れた。


    「なんだ!?」


    　持ち主も意外だったように驚いた声をあげる。


    　それは天てん至し塔とうで旭姫の服に入っていた赤い石。貴法が取り上げたものだ。


    　そして、その赤い光は貴法からゆっくりと離れ、輝きを放ちながら空中に留まる。


    



    　──思い出したまえ。皆、己おのが築き上げたセンスを──


    



    　赤い光が静かに収束した。


    　その瞬間──陽翔と咲月が左手につけたパーティリングが淡い輝きを放つ。


    　最高の仲間、〝スバル〟の証である円環に星の刻まれた揃そろいのリング。


    　そして、ふたりだけではない。


    　貴法の襟えり元からも光が溢あふれている。首に提げられたネックレスに、パーティリングがぶら下げられていた。


    「な、なん、だ!?」


    「あ、頭の中に……！」


    「わ、私たちの、記憶……!?」


    　陽翔と貴法と、咲月の頭へ強制的に映像が入り込む。


    　子供の頃の、咲月が、貴法が、陽翔が、ミストゴーレムと戦っている。


    「こ、これって……過去の記憶か？」


    「だ、だが、なぜ今、それも同時に!?　これは一体……！」


    「理由は何でもいいわ。今なら……！」


    　三人が揃って記憶を引き出される。


    〝スバル〟の上位火力の持ち主である三人が、揃って初めて可能なセンスを。


    　当時、個々の足りなかった火力を補おぎない、モンスターを一刀両断した、〝スバル〟初の連係技。


    「行くぞ、咲月！　貴法！」


    　陽はる翔とは床に剣を突き刺した。


    「グオアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


    　レトスの赤黒い闘気を纏まとった大剣が大気を、音を、光を斬り裂いて陽翔に迫る。


    　──頼むぜ……貴たか法のり！


    　ここで動いてはならない。


    　仲間を信じ、平静な精神でただその時を待つ。


    「行けっ、陽翔！　世界への扉を開くぞ！」


    　貴法が吠えた。


    「〈第零世界ソリチユードゼロ〉！」


    　陽翔たちの存在が〈第零世界〉へと転送される。


    　何もない世界。


    　色や空気、あらゆるものが存在しない、無の空間。


    　だが、陽翔には肌に纏まとった闘気でわかる。すべてを遮断された分、闘気の感覚が極限まで鋭敏になっていく。


    　倒すべき敵の体勢、距離、攻撃が届くまでの時間、体温、呼吸、心音、血液の流れすらも──。


    　必要な情報だけが残らず精査された。


    「今の私なら、さらに高められる──！」


    　咲さ月つきが決然とした表情で鞭むちを振るう。あの時は風の精霊しか使役できなかった。


    　でも、今なら──！


    「──空間を歪ゆがめ、吹き荒すさべ風よ、キュクロープス、ハーデス、トール、シルヴェストル！　〈歪曲ノ位相フエルミオン〉」


    〈第零世界〉に風と、純粋な斥せき力りよくと引力という概念が組み込まれた。


    　陽翔とレトスの身体からだが嵐のような風に乗り、さらに磁力によって超加速する。


    　残像を生み出しながら超高速で肉薄した。


    　レトスの大剣が眼前に迫る。


    　陽翔は極自然な動作で柄を握り、構えることすらせずに──。


    　穏やかに流れる水のように斬り上げた。


    「〈獅閃エストレヤ〉」


    　力は入れていない。


    　静かで音ひとつしかなかった。


    



    　急速に無の世界が色彩豊かな世界へと戻る。


    「……な、なんだ。虚こ仮け威おどしか。何も変わってないじゃないか」


    　アンゲルスが安心したように呟いた。


    　レトスは未だに剣を持って立っている。


    　だが、陽はる翔とは彼に背中を向けた。もう終わったと言うように。


    「レトス！　今だ！　陽翔を後ろから叩き斬れ！」


    　命令を請け負ったようにレトスが大剣を持ち上げる。


    　その瞬間、大剣はバラバラに散った。


    　砕け散ったのではない。何百と同時に切断されたかのように、細かく刻まれていたのだ。


    「な、な、な、な、な……！」


    　陽翔がアンゲルスを横目で睨にらむ。


    「〈獅閃エストレヤ〉。〈第零世界ソリチユードゼロ〉で繰り出す、強制的なカウンターだ。最適な瞬間に最速の一撃を繰り出し、最高のダメージを与える──今のはさらに、咲さ月つきの魔導によって空間をねじ曲げ、貴たか法のりの天理によって時間を制御することで、何百もの時空で斬った結果をこの世界に収束させた進化版だけどな」


    　相手の攻撃力すらも利用した、タイミングが命の連係センス。


    　子供の頃に足りなかった攻撃力を補おぎない、ミストゴーレムを一刀の下に斬り伏せた技。


    　当時よりも遥はるかに洗練された一撃に、レトスは斬られたことすら気付かなかっただろう。


    「ま、まさか……」


    　アンゲルスの顔が恐怖に染まると同時──。


    「グゴガ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」


    　レトスの強固だった不浄な闘気の鎧よろい。それが凄まじい数の刃を同時に叩き込まれたかのように分割され、床に散らばった。


    　そして、身体からだにも無数の刀傷が刻まれ、盛大に血が噴き出る。レトスの身体は力を失ったように倒れ伏し、そのまま消えていった。


    「ヒッ、ヒイイイイイイイイ!!」


    　アンゲルスが腰を抜かしたのか、尻しり餅もちをついて後ずさる。


    　陽翔は彼に剣を突きつけながら凄んだ。


    「〝スバル〟を甘く見るなよ、アンゲルス」


    「あ、あ……あ……」


    　陽翔がトドメを刺すべく、剣を振り上げる。


    　そこで横から竜の拳こぶしがアンゲルスの頬ほおにめり込んだ。


    「ゲフッ！」


    　アンゲルスが壁まで吹き飛んで激突、放射状にヒビが入る。


    　貴法の手から延びていた紐ひもがアンゲルスを締め付け、目の前まで引き戻した。紐で束縛された意い趣しゆ返がえしだろう。


    「よくも……よくも、旭姫あさひを弄もてあそんでくれたな。許さんぞ……！」


    　サンドバッグにしようとするつもりなのか、丁ちよう度どいい高さに吊つり上げる。


    「た、貴たか法のり……！　話を、をっ、待っ──」


    「待つわけないでしょう」


    　アンゲルスの身体からだが突如、業ごう火かに包まれた。


    「ぎゃあああああああああああああああああっ！　ＨＰがＨＰがＨＰがＨＰが！　なくなってなくなってなくなってしまうううううぅぅぅぅぅぅぅぅ！」


    　アンゲルスのＨＰバーが０ゼロになり、彼の姿も薄くなっていく。


    「や、やめてくれ！　僕の《リユニオン》が、僕の理想の世界がああああああああッッッ!!」


    「リアルで後悔してなさい。旭姫に手を出したことを」


    　耳障りな断末魔が砦とりでの中に響き渡る。


    　彼の姿は完全にこの世界から消えた。


    　もうアンゲルスが世界に舞い戻ることはない。


    　戦闘音が完全にやみ、砦の中に静寂が訪れる。


    　貴法がやや不満げな視線を咲さ月つきに向けた。


    「……咲月。人の獲物を横取りするとは品がないな」


    「何言ってるのよ」


    　咲月が薄く笑いながら、鞭むちを床に叩きつける。


    「女の敵を男には譲れないわ」


    　こうして──ふたつの超位ギルドを相手にした戦いは終わった。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　四人が砦から出ると、すでにプレイヤーたちは誰もいない。


    　荒こう野やだけが広がり、激しい戦いの後──抉えぐられた土地だけが視界に広がった。


    　三千人いたはずのプレイヤーは大部分がゲームオーバーになったか、ここから逃げたのだろう。人はおらず、プレイヤーが追い払っていたモンスターが戻ってきていた。


    　夕方から夜に変わる空の下、陽はる翔とと咲月が見守る中、貴法と旭姫が向き合う。


    「どうしても……必要なのかい？」


    　旭姫に顔を寄せられて、貴法は気恥ずかしそうに顔を赤くしている。


    「うん。持っておきたいんだ」


    「君が、言うなら」


    「大丈夫。今度は倒れないから」


    　貴法から赤い石が手渡される。


    　旭姫あさひは石で空を見通すようにかざした。


    　一瞬だけ、僅わずかな光が灯る。


    　そして、次の瞬間──。


    　以前も見た近代的な設備が浮かび上がる。その中には幾人かの人影も映っていた。彼らはこちらに顔を向けず、語り合っている。


    　水の中から見ているのか、やはりその映像は歪ゆがみ、ぼやけていた。


    



    『やはり………………実験は…………被験…………まだ………………時期尚早……』


    



    『…………未来視という………………可能性に…………』


    



    『そのために…………また………………再開を………………』


    



    『…………………………いわば…………心奏………………現実の…………願望が………』


    



    『……あの者の…………強固……………………封印…………ゲームの外で…………』


    



    　陽はる翔とたちの頭の中に会話が流れ込んでくる。


    　会話と言っても喋しやべっている者の声がぼやけすぎて何もわからない。独り言にも聞こえる。


    　ただ、旭姫の見ている世界という不思議な感覚だけはなぜか残っていた。


    「やっぱり、あの妙な場所か……。今のも心奏センスでの共有なのか？」


    　陽翔がおっかなびっくりとした様子で呟つぶやく。


    　すると、旭姫が頷うなずいた。


    「たぶん……」


    「……なんだ、今のは」


    　貴たか法のりが唇くちびるを噛かんで震えている。表情には混乱が垣かい間ま見えた。


    「貴法。あんたは前回の石の時、見てなかったからね。よく聞きなさい」


    　咲さ月つきが前回見た途切れ途切れの映像について簡単な説明をする。


    　旭姫がやられた瞬間に、どこかの場所に転送されていたこと。


    　そこで謎なぞの者たちと戦いになったこと。


    　今見えた近代的な設備が旭姫の目から見えていたこと。


    「それは一体どういうことだ……。理解不能だぞ」


    「わからないわ。でも……あなただから話したのよ。今のあなただからね」


    「咲月……」


    　復活した旭姫あさひにはまだまだ謎なぞが多い。


    　記憶が戻ったわけでもないし、むしろ謎は深まるばかりだ。


    　それでも貴たか法のりは何かを決意したのか、強く拳こぶしを握り込んだ。


    「ごめんね。貴法。あたしの目が曇くもってたのかな。貴法は変わってなかったよ。ちゃんと〝スバル〟のリング、持ってたんだね」


    　旭姫は貴法の胸元を見る。


    　そこには夕日にきらりと反射したパーティリングがあった。


    「……いや、君の目が曇っていたのならば、僕の目こそ闇やみに包まれていたんだろう。視野が……狭かった。改めて思い知ったが、未だ修行の足りない身だ」


    「改めて言うよ。貴法。一緒に、行こうよ。そのリング、指に嵌はめて？」


    　にこやかに貴法のネックレスを見る旭姫。


    　しかし、貴法は首を振る。


    「すまない。共に戦ってわかったが、やはり今の僕と陽はる翔とは相あい容いれない。だから一緒に行くことはできない。……僕にも男としての意地がある」


    「えーっ！　息ぴったりだったのに！」


    「……立ち向かう気持ちを忘れた男に、君に向き合う資格はないんだよ」


    　何を言っているのかわからないというふうに、旭姫は怪け訝げんな表情をする。煙けむに巻かれたとでも考えていそうだった。


    　だが、咲さ月つきだけは──。


    「皆と一緒にいるだけでは……、昔と同じでは勝てないから……」


    　風に乗って耳に入った彼の囁ささやきを逃のがさない。咲月は人知れず肩を竦すくめる。


    「陽翔、僕はお前と馴れ合う気はない」


    　貴法は陽翔に厳しい視線を向けた。


    「いずれ決着をつけるぞ。その時まで満喫しているといい。僕に殺される前に死ぬなよ」


    「お前こそな。でも、お前と一緒に戦えて、久々に気持ちよかった」


    「ふん。下らないことを。僕は今後とも陰ながら旭姫を支えていくが……彼女を目の前の脅きよう威いから守る者も必要だ。──任せてもいいんだろうな」


    「ああ。わかってる」


    「ならばいい。ではな、旭姫」


    　そして、貴法は幼なじみたちに背中を向けた。


    「あら。私には何もなし？」


    「君とは……充分に語り合ったはずだ。何か言い残した言葉があったか？」


    「……いいえ。ないわね」


    「君個人の健闘を祈っておく。それと、挑戦という言葉は心に刻んでおこう」


    「ええ。ありがとう。……お互いにね」


    　貴たか法のりはそう言い残して天理センスを使って消えていった。転送でギルドホームのある街まで戻ったのだろう。


    「もう。貴法の意地っ張りー！」


    　旭姫あさひがイーッをして不満そうに口を尖とがらせる。


    「仕方ないわよ。貴法には貴法の事情があるんだから」


    「ぶーぶー。もう、〝スバル〟復活に近づいたと思ったのになー」


    「でも、遠ざかってはいないわ」


    　そこで旭姫が思い出したかのように、咲月の手を握って胸へと引き寄せる。いきなりの行動に咲さ月つきは目を見開いた。


    「咲月、ありがとうね！　あの時、助けてくれて！　咲月の声、届いたよ！」


    「お礼なんて言う必要ないわよ」


    「え～っ！　何で!?」


    「私たちは仲間だもの。助けるのは当たり前じゃない。いちいちお礼を言われる筋合いもないわ」


    「あ、そっかー」


    　咲月は旭姫の手を強く握り返す。


    「それに。私たちはライバル。……でしょ？」


    　咲月が微笑ほほえむと、


    「負けないからねっ！」


    　と、旭姫も笑顔で返した。


    　握っていた手は、ふたりの友情を表すような固い握手となる。


    「……何やってんだ、お前ら？」


    　陽はる翔とが怪け訝げんそうな顔をするが、ふたりは首を振るだけだ。


    「「陽翔には内緒！」」


    　そう言ってふたりして楽しそうに笑った。


    　子供の頃のようにわくわくした面おも持もちで内緒話をしている。


    「なんだよ、ふたりして。俺だけのけ者かよ」


    「だって、ふたりだけの約束だからね！」


    　陽翔が肩を竦すくめて、旭姫が得意げに胸を反そらす。


    　そんなふたりを見ながら、ふと咲月が顔を上げた。


    「……気のせいかしら？」


    　視線を感じ、荒こう野やの中に鎮ちん座ざする切り立った丘を見たが、視線の先には何もない。


    　だというのに、なぜか。


    　自分が窮地の時、そして、貴たか法のりが大剣に斬られそうだった時──。


    　刹せつ那なのタイミングで助けられた、あの瞬間と同じ懐かしい空気を咲さ月つきは僅わずかに感じ取る。


    「そう言えば、あのナイフは……」

  


  
    ［エピローグ］


    



    　荒こう野やに切り立った丘の上に、ふたつの人影があった。


    　強い風が容よう赦しやなく吹き荒すさぶ中、ふたりは眼下にある砦とりで──その傍そばにいる三人を見つめている。


    　ひとりはエリシアだ。いつもと同じ服装で直立していた。


    　もうひとりは中性的で整った顔立ちの少年だった。美少年と言っても差し支つかえない。黒いニットを被かぶり、柔らかそうな金髪が僅わずかに覗のぞいている。赤いジャケットの襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーが付いており、中には胸元が大きくＶ字に開いたシャツを着込んでいた。全体的に軽装で軽薄な雰囲気の身なりだった。


    　彼は絶壁に腰を掛け、ニヒルな笑みを浮かべている。


    　十以上の白い球を危なげもなくジャグリングさせながら──。


    「あいつら、弱くなってるな」


    「うん。六年前に比べれば確実に。でも、陽はる翔とは少しずつ戦い方を記憶から引き出してるし、咲月は今回の目もく論ろ見み通り、覚かく醒せいしたからね。欲を言えば貴法にも革新があってほしかったけど、今回は彼と旭姫あさひたちを繋つなぐことができたから……」


    「ひとまず連係の記憶を取り戻しただけでも上出来ってところか」


    「だけど、急がなきゃいけない。あの者らは、〝スバル〟が強くなるのを待ってはくれないからね。ただ、わたしとあの者らの目的──旭姫あさひの覚かく醒せいが、ある意味で重なっているのが口くち惜おしいけど」


    「旭姫の覚醒を促しつつ、それを守るために〝スバル〟の力──全員の覚醒が必要ってわけだ。まったく忙しくなりそうで億おつ劫くうだね。こういうのは、オレの役回りじゃないんだけど。戦闘中にちょこまか動いて、敵も味方もおちょくるぐらいが丁ちよう度どいいんだけどなぁ」


    「大変申し訳ないのだけど、頼りにしてるよ──クライヴ・ヴィヴァリー」


    　すると、クライヴと呼ばれた少年は肩を竦すくめる。


    　ジャグリングしていた球はすべてナイフに変わった。


    　それでもなお気にしないように、彼はナイフを回し続ける。そして瞬またたく間に、それらはベルトホルダーへと収まっていた。


    「おいおい。せっかく変幻でサーバー上にある名前を変えてバレないようにしてるんだ。今の名前で呼んでほしいもんだね。エリシア」


    「そうだったね。これは失礼」


    　クライヴは満足そうに笑う。


    　再び眼下の彼らを見下ろした。


    「さて。感動の再会に向けて、もう一演出といこうか」

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけと申します。


    　おかげさまで『七星のスバル』の二巻を出すことと相成りました。今後ともよろしくです。


    



    　今回のお話も骨が折れました。青春って難しい……。


    　作中の陽はる翔とをはじめとする幼なじみたちは、小学生の頃は帰ったらすぐにログインして夕飯までプレイして、夕飯食べ終わったら寝るまでログインみたいな生活をしているのではないかと思います。


    　私が小学生の頃はそもそもネットゲームがなかったのですが、ゲームは毎日のようにやってました。ただ、一日三十分と決められていたので、どうしても中途半端だったんですよね。特にＦ○３みたいなゲームだと、ラストダンジョンでセーブもできませんし、結局夜中に起き出してひっそりとやっていたという……。


    　もし、あの頃にネットゲームがあったらと思うと、ちょっと怖いですね。色々なことを自制できたかどうか……。下へ手たしたら学校に行かないまである。今のツイッターやＬＩＮＥなどもそうですが、対応できていたんでしょうかね。もしかしたら、もっといい学校生活を送れていたのかもしれませんし、逆に全然駄だ目めな生活をしていたのかもしれません。その辺り、生活に大きく関わるガジェットが幾つも出てきたので、なかなかに想像も大変です。もう一度、学校に通いたい……。


    　電話については、昔は異性のクラスメイトに連絡するのにも、とても気合いが必要でしたしね。でも、今でも同じなんでしょうかね。ただ、相手のご両親が出てこないだけで……。


    　技術は多くの人を幸せにしながらも、それに対応できない者を不幸にするのではないか。


    　そんな意味深なことを言って、特にオチもなく終わりにします。


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。今回も本当にご迷惑をおかけしました。電話やメールが来る度たびに言ってる気がしますが、次はもう少しいい原稿を書きます……。


    　イラストレーターのぶーた様。今回も素敵なイラストをありがとうございました！　特に表紙の咲さ月つきはとても可愛く神秘的な雰囲気が最高です。クライヴのキャラクターデザインもありがとうございました！


    　この本を出版するにあたって関わった皆様も、本当にありがとうございます。


    　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を！


    



    
      二〇十五年十一月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao


    



    第10回えんため大賞ライトノベル部門新人賞にて優秀賞を受賞しデビュー。横浜出身横浜育ち。最近、目肩腰にガタが来ています。年は取りたくないですが、ゲームの世界で生きられるようになるまで死ねません。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    七星のスバル２
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